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　　　　符ノ一　さくら幻想







　爆ばく風ふうのような恐ろしい風の圧に耐えきれず、屋内観かん覧らん席せきの窓まど硝子ガラスが粉々に吹き飛んだ。

「キイィッ！」

　甲かん高だかい鳴き声を上げ、破れた窓から瘴しよう気きを纏まとう漆しつ黒こくの化け鳥ちようが、誰だれもいなくなった深夜のサッカースタジアムのグラウンドに向かって飛び出す。刀を携えた呪じゆ禁ごん師し・幸か徳で井い藍らん月げつは、化鳥を真まっ直すぐに見み据すえ、硝子のなくなった窓枠に飛び乗った。

「逃がすな！　雄ゆう飛ひ！」

「御ぎよ意い！」

　藍月の命に応じ、結けつ界かい師し・八や重え垣がき雄飛は大気を大きく払はらい除のけるよう腕を動かし印いんを結ぶ。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！　空凝こごりて塊となれ！」

「臨りん！　兵びよう！　闘とう！　者しや！　皆かい！　陣じん！　裂れつ！　在ざい！　前ぜん！」

　化鳥を追うため、刀で九く字じを斬きって瘴気を払い、藍月は躊躇ためらいもなく窓枠を蹴けって外に飛び出す。思念によって形成された透明な立方体が、宙に浮かぶ足場となって、藍月を支えた。

「キイィイイィッ！」

　追ってくる藍月を予想していたかのように、化鳥はくるりと身を翻ひるがえし、瘴気に塗まみれた毒々しい炎を纏う弾を吐いた。

「鑠ば吃き羅ら也や　莎そわ訶か！」

　藍月の刀が火の弾を敢かん然ぜんと斬り捨てる。瘴気を斬り祓はらわれ、毒々しい色こそ失ったものの、勢いと燃もえ盛る炎はそのままに、真っ二つになって飛び散った火の弾は、スタジアムのグラウンドや観客席に飛ぶ。

「結けつ！　滅めつ！　破は！」

　燃え盛る火の弾は、雄飛の結界に捕らえられ、滅されて消滅した。

「キィアァァ！　キィアァァ！」

「鑠ば吃き羅ら也や　莎そわ訶か！」

　連続で襲おそい来る火の玉を斬り捨てながら、藍月は化鳥に迫る。

　ひらり、グラウンドに降り立った雄飛は、両手で指揮棒を振るような動きで、藍月の足場となる結界を次々に繰くり出し、斬り捨てられる火の弾を滅して、ひたと化鳥を睨にらむ。

「壁へき！」

「ギヒッ……！」

　不ふ可か視しの壁かべに激げき突とつし、化け鳥ちようが藍らん月げつのいる方向に向かって撥はね飛とばされる。

「南なう莫まく三さ曼まん多だ　没ぼ駄た南なむ　訖き利り訶くか　莎そわ訶か！　月にかかる雲を払うが如ごとく、疾とく我が前に真実の姿を晒さらすべし！」

　呪じゆ禁ごんに念をこめ、藍月は月光に清く輝かがやく白はく刃じんで、怒いかりも露あらわに襲おそいかかってくる化鳥に斬きりつけた。




「ギイイイィィィッ！」




　耳を塞ふさぎたくなるほどに恐ろしい声で鳴ないた化鳥から、漆しつ黒こくの瘴しよう気きが弾はじけ飛ぶ。

「結けつ！」

　雄ゆう飛ひが刀とう印いんを結んで指し示すと、化鳥は思念の立方体の中に閉じこめられた。

　宙に浮かぶ結けつ界かいの中、瘴気を斬り祓はらわれて姿を現したのは、二つの身体からだが横並びにくっついたかのような、雌し雄ゆう一いつ体たいの奇き怪かいな形の赤い鳥。ひとつの胴どう体たいについているのは片方の翼つばさ。

　目も外側のひとつずつしかない。

「比ひ翼よくの鳥……？」

　藍月の後を追って外に出た雄飛は、赤い鳥を見つめて眉まゆを顰ひそめる。

　比翼の鳥といえば、比ひ翼よく連れん理りの熟語でも知られる、白はく楽らく天てんの長ちよう恨ごん歌かで有名な男女の深い契ちぎりの喩たとえだ。結婚式場やその類たぐいの集まりに使われる場所で、何らかの念の歪ゆがみがあり、本来正しくあるべきものが怪かい異いに変化するということはあるのだが―――。

「いかがなさいますか、藍月様」

　悪あしき力の源みなもとであった瘴気は、藍月の刀で取とり除のぞかれた。今の状態であるならば、結界を圧し、内に捕らえたモノを滅めつすることは難むずかしくはない。だが、それでよいのだろうか。




『『ピイィィィッ！』』

　甲かん高だかい声で、比翼の鳥が鳴く。




　陰おん陽みよう寮りように来た依頼は、このスタジアムの職しよく員いんを悩ませる怪異の元凶を取り除くこと。その方法は、術者の裁さい量りように任されている。瘴気を纏まとって、凶悪なモノに変化してしまったということは、この比翼の鳥は存在自体が脆ぜい弱じやくで歪みやすいということだ。妖よう獣じゆうとしての質が高いとは、決して言えない。封印して持ち帰るほどのものではない。

　藍月は刀を鞘さやに納める。

「雄ゆう飛ひ、この鳥を―――」




「金こん剛ごう院いん様、お待ちください！」




　命じかけた藍らん月げつは、彼方かなたから聞こえた女性の声に、振り返る。

　夜空を泳ぐように飛ぶ、白いエイを見つけた雄飛は、妖よう獣じゆうを逃がさないようスタジアムを覆おおっていた結けつ界かいを緩ゆるめる。

　白いエイは、術者によって作られた式しき神がみ。その背に乗っている若く美しい女性は、陰おん陽みよう寮りようの封ふう縛ばく師しである葉は隠がくれ咲さく良らだ。

　白しら拍びよう子しを思わせる水すい干かん姿も勇いさましく、空飛ぶ式神に乗って現れた咲良は、呪じゆ符ふを矢の先につけ、弓を握った。

「ご無礼いたします！」

「受け入れろ、雄飛！」

「御ぎよ意い！」

　咲良が放った矢が飛来するのと同時に、雄飛は比ひ翼よくの鳥を捕らえていた結界を少し開く。




「封縛！」




　金の鈴を転がすような咲良の声に、矢で呪符を届けられた比翼の鳥は眩まばゆい光を発した。




「コー……！」

　封縛された比翼の鳥は、赤い三本脚の烏からすに変じていた。




「……八や咫た烏がらす―――」

　宙に浮く結界に捕らえられたままの鳥を見つめながら、ふわりと狩かり衣ぎぬの裾すそを翻ひるがえし、藍月はスタジアムに降り立つ。




　八咫烏は、中国古代神話で太陽の中にいるという、三本脚の赤い烏だ。

　日本サッカー協会のシンボルマークでもある。

　呆ぼう然ぜんと八咫烏を見つめる藍月と雄飛に、式神を優ゆう雅がに下ろした咲良は、くすくすと笑った。

「いかが？　これがあるべき姿ではないかしら」




　歪ゆがみは、四本の脚。

　一本を封じたことで、比ひ翼よくの鳥に変じていたモノは、八や咫た烏がらすになった。

　八咫烏ならば、このスタジアムの守り神にふさわしい。




　雄ゆう飛ひが呼び、結けつ界かいに捕らえたままの八咫烏が藍らん月げつの前に運ばれる。

「唵おん　訶か訶か訶か　徴み三さん摩ま曳えい　莎そわ訶か！　降ふり注そそぐ日の光の如ごとく、清さやかに吹き抜ける風の如く、形なくしてこの地を守しゆ護ごするものとなれ！」

　藍月の刀に斬きられ、八咫烏は金こん色じきの光の粉となって弾はじけ、きらきらと輝かがやきながらスタジアム全体に吸収された。




　呪じゆ符ふに戻った式しき神がみを袖そでにしまい、咲さく良らは恭うやうやしく頭を下げる。

「出すぎた真ま似ねをいたしまして、申し訳ございません、金こん剛ごう院いん様」

　呼ばれもしないのに、勝手に首を突っこむのは、術者としての礼れい儀ぎに反した行為だ。

「いや……」

　藍月は咲良とまともに目を合わせることを躊躇ためらって、横を向く。咲良の介入は予定外だが、結果としては、最良の形で終わらせることができた。

　対応に困っている藍月を助けるように、雄飛が口を開く。

「咲良様は、どうしてこちらに？」

　清すが々すがしく問われて、むっと咲良は口を尖とがらせた。

「お仕事を終えて戻りましたら、金剛院様が依頼を受けてお出かけになられたと伺うかがったからですわ。よろしいですか？　八や重え垣がき雄飛様。雄飛様は、痛みを封ふう縛ばくして、誤ご魔ま化かしているだけの、絶対安静の怪け我が人にんですのよ？　全治二週間は、噓うそや冗じよう談だんではありませんの。うろうろとお出かけになられませんよう、痛みだけでなく全身を封縛してさしあげてもよろしいんですのよ？　幸か徳で井い藍月様、今晩、わたしは藍月様にお食事に誘っていただいていたと記き憶おくしているのですけれど、違いましたかしら？　たしか、前回も、前々回も、急な依頼をお受けになって、今日きようと同じように、連絡なしで約束を反ほ故ごにされましたわよね？」

　うっ、と唸うなったまま、男二人は可か憐れんな乙女おとめの前に立ち尽くし、背中に嫌いやな汗をかく。

「あ、あの、咲良様……、あ、そうだ、藍月様、咲良様に腕うで時ど計けいをプレゼントなさろうかとか、仰おつしやってましたよね？」

「もういただきました」

　さっくりと咲良に言われて、雄飛は頰ほおを引きつらせる。贈おくり物もので可か愛わいい彼女のご機き嫌げん回復は、もう使い終わった手であるらしい。

　途方に暮れている男どもに、咲さく良らは苦笑する。

「本当に仕様のない方たちですわね。わたしは、怒りんぼさんになりたいわけではありませんのよ？　わたしを嫌いやな人間にしないでください」

「はい」

「すみません」

　藍らん月げつと雄ゆう飛ひは、殊しゆ勝しように頭を下げる。

「どんなすてきなものを手に入れても、お二人の存在に勝まさるものなど、この世にありません。不安だったり、心配だったり、寂さびしかったりするのは、わたしのつまらない感情ですけど、できれば、覚えていていただきたいです……」

　月明かりの下で、美しい人は切なくなるほど綺き麗れいに微笑ほほえんだ。




　帰りの車の中で、咲良はいくらか機き嫌げんを直す。

「明あ日す、お出かけになる藍月様に、ひとつおねだりをしてもよろしいかしら？」

　楽しげな咲良に、藍月は頷うなずく。

「どうぞ、なんなりと」

　どんなおねだりなのだろうと、他ひ人と事ごとながらどきどきとしながら雄飛は聞き耳を立てる。

　咲良はにっこりと藍月に微笑みかけて言った。

「鈴すず橋はし鍾しよう馗き堂どうの桜さくら羊よう羹かんが欲しいの。お帰りになられたら、お花見しながらお茶をしましょう」

　春生まれの咲良は、満開の桜の花の下でお花見をするのが、小さいころから好きだった。お気に入りのお茶菓子は、この季節限定の鈴橋鍾馗堂の桜羊羹である。

　他愛たわいもないおねだりは、いっしょの時間を過ごしたいという、甘くてささやかな願ねがい。

「できるだけ急いで帰ります」

「はい」

　待ってます。

　綺麗に綺麗に、幸せそうに咲良は微笑んだ。




　それが、幸か徳で井い藍月と八や重え垣がき雄飛が見た葉は隠がくれ咲良の最後の笑顔えがお。




　陰おん陽みよう師じは金払いのいい客を優ゆう先せんする。敵対する相手から、それぞれに対して同じ内容の依頼を受けても、より多くの対価を支払った者に、多くの利益をもたらす。その体質は慣かん習しゆうとなり、陰おん陽みよう寮りようでは依頼人だけでなく、依頼を受ける術者においても、実力者を優先するという形ができあがっていた。

　東とう条じよう秀ほつ真まという男が、どこから来たのかを知る者は、誰だれもいない。

　ある日、ふらりと陰おん陽みよう寮りようを訪れた東条秀真は、自分が陰おん陽みよう師じであることを告げ、陰陽寮に所属したいと願ねがった。氏うじ素す性じようも知れず、目的も定かでない不ふ審しんな男を仲間とすることに異い論ろんを唱となえる者は少なくなかったが、東条秀真は術者としての実力勝負で、それら反対者たちをすべて打ち負かし、自分の存在を認めさせた。実力のある術者の放置は、思いがけない危険にも繋つながる。行動を把握し、監かん視しして、支配下に置くという裏の意味合いを大いに含ませて、東条秀真は陰陽寮に所属する術者となった。割り振られた依頼はきっちりとこなすが、しかし東条秀真は誰とも馴なれあわず、孤こ高こうであり続けた。




　陰陽寮の術者となって三度目の桜の花の時期、東条秀真は葉は隠がくれ咲さく良らを襲おそい、純じゆん潔けつを奪った。

　咲良は手首を切って自害した。

　怒いかれる追跡者たちをあざ笑うかのように、東条秀真は忽こつ然ぜんと姿を消した。




「―――咲良……」

　頼まれていた菓子を手に、葉隠咲良のもとを訪れた幸か徳で井い藍らん月げつが見たのは、暴ぼう力りよくによる蹂じゆう躪りんの後を示すめちゃくちゃになった部へ屋やと、致死量に至るだろう、大きな血の染みだった。




　危ういところを発見され、何とか一命を取り留めたが、死を選んだ咲良の意志を貫つらぬくように、咲良の意い識しきは戻らなかった。延えん命めい措そ置ちで強制的に命を繋がれた咲良は、懐かい妊にんした。

　美しく賢かしこい才能に恵まれ、皆に愛され、金こん剛ごう院いんの術者との交際も温かく見守られて将来を期待されていた期待の封ふう縛ばくの巫み女こは、意識を回復しないまま、誰だれからも友と呼ばれることのなかった男との望まれざる子どもを遺のこして、この世を去った。




　憐れん憫びんと同情もあるが、同時に好奇と誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの対象となるだろう咲良を案じ、意識が戻らないまま病院を出て療りよう養ようを続けるために、陰陽寮と咲良の身内、葉は隠がくれの者が選んだ場所が、現在は絶ぜつ佳か庵あんと呼ばれる邸宅である。一児に命を譲ゆずって力尽きた咲良の墓に、桜の一枝が供えられ、それが根付いて木になった。桜の木は四季を忘れたように、いつまでも花を咲かせる。狂い咲きの万年桜。そして心ない者は、あまりに見事に咲く花を、人食い桜とも呼んだ。土に眠る美女・咲良を食らって咲く、薄うす紅べにの花―――。




―――明あ日す、お出かけになる藍月様に、ひとつおねだりをしてもよろしいかしら？




「ひとつと言わず、いくらでもねだってください」

　欲のない人だった。




―――鈴すず橋はし鍾しよう馗き堂どうの桜さくら羊よう羹かんが欲しいの。お帰りになられたら、お花見しながらお茶をしましょう















「本当に、甘いものがお好きですね」

　太ってしまうと娘らしく気にしながらも、にこにこと菓子を口にしている姿は、何とも愛らしくて、幸せそうで。

「わたしの分も、どうぞ召し上がってください。お菓子もそれが本ほん望もうでしょう」

　甘いものは別腹と言った誰だれかの言葉は、真実であると納得した。




　果たされなかった約束は、今も色いろ褪あせることなく残っている。




　あぁ、どうしてあの日わたしは、あなたを置いていってしまったのだろう。

　時を戻せるものならば、時をやり直せるものならば、きっとわたしはどんなことをしてでも、あなたを守ってみせるのに。

　修しゆ羅らと呼ばれようと、鬼となろうと、あなたを守れるものならば、わたしはかまわない。




　さくら、さくら、咲きながら散る薄うす紅べにの花。

　春に生まれ、春の前に逝いった人。

　ただ美しいだけでなく、凜りんとして潔いさぎよく、何ものにも屈くつしない、最強にしてたおやかな人。優やさしく厳きびしく、いつでも正しい人。人の弱さを知り、哀かなしみや苦しみを、小さな薄い花びらで覆おおうように、そっと隠してくれる人。

　あなたほど愛せるひとは、誰だれもいない。わたしの未来は、あなたとともにあったのだ。




　あなたが嫌いやがるとわかっているから、わたしはあの後、一度もあなたに逢あっていません。

　わたしの記き憶おくしているあなたは、ずっとずっと、綺き麗れいなままです。

　十ヵ月にも亘わたったあなたの長いまどろみに、わたしの出てくる夢はありましたか？




　永遠に続く春の中で、あなたは今も、わたしを待ってくれているのだろうか。




　たとえあなたが半分になったとしても―――。

　嫌いになんて、なれるはずがない。

　顧かえりみないでいられるわけがない。













　先の金こん剛ごう院いん、幸か徳で井い藍らん月げつは、葉は隠がくれ咲さく良らの遺い児じ・武む庫こ川がわ右う京きようの後見人である。










　　　　符ノ二　望まれしもの望まれざるもの







「綱つな紀きー、ピアノいるー？」

　紛まがい物もののギター片手に、部へ屋やで作曲作業をしていた桃もも枝えだ綱紀は、ばたばたとやってきた蘆あし屋や鈴すず音ねの言葉に、はっとして顔を上げる。

「ピ、ピアノ……？」

　ピアノというと、あの―――。

「うん、白と黒の鍵けん盤ばんがあって、叩たたくと音の出るやつー。親しん戚せきの千ち晶あきちゃん家ちの三み尋ひろちゃんが、エレクトーン買ってもらうんだってー。もらってくれるなら、タダでいいよー」

　縁えん側がわに腹はら這ばいで乗り上げて頰ほお杖づえをついた鈴音は、学校帰りの中学校の制服のままで、足をぱたぱたとさせながらにこにこと微笑ほほえむ。

　屋根の上で遊んでいたらしい黒猫の潮しお路じが、ぱっと庭に飛び下りて蝶ちよう々ちようを捕らえた。

（毎日がんばるなぁ）

　キレのいい技で、一いち撃げきで蝶々を捕まえる潮路に、ほのぼのと綱紀は感心する。絶ぜつ佳か庵あんではよく蝶々を見かける。庭で桜の花が咲いているので蝶々が寄ってくるのだろうか。

「いる？」

「もらっても、いいのなら……。あ、でも、いいのかな、この部屋に置いても」

　絶佳庵はかなり築ちく年ねん数すうの経たった日本家か屋おくだ。重い物を載せると床板に負担がかかるし、ここまで運び入れるのも大変だ。

　心配する綱紀に、鈴音はけらけらと笑った。

「さっき壱いち葉ようさんに訊きいたら、夜中に煩うるさくしないならいいって言ってたから、大丈夫だよー。持ってきていいなら、千晶ちゃんが車でこっちに来るときに持ってきてくれるってー」

　絶佳庵の責任者は表向きは封ふう縛ばく師しの武む庫こ川がわ右う京きようだが、実権を握っているのは家政夫である壱葉だ。さらに壱葉の上にいる陰かげの実力者は、猫の潮路さんであるのだから、絶佳庵のヒエラルキーはなかなかに奥が深い。

　壱葉がいいと言ったのなら、それは絶対だ。持ってきてくれるならば、万歳である。

「じゃ、じゃあ、もらおう、かな……[image: ]」

　綱紀は、どきどきしながら譲ゆずり受けることを承しよう諾だくした。




　三日後、綱つな紀きがスーパーへの買い物から帰ってきたら、ピアノが部へ屋やに届けられていた。




「よかったですね、綱紀さん。これで作曲も楽になりますよ」

　買い物袋を受け取った壱いち葉ようは、にこにこと微笑ほほえむ。どきどきしながら部屋に戻った綱紀は、部屋の中央に置かれていたピアノを見て、がっくりと肩を落とした。

（話がうますぎると思ったんだ……☆）

　野や次じ馬うま根性でほてほてと綱紀の後についてきて、部屋を覗のぞいた右う京きようは、にんまりと笑う。

「あー、ほら、あれだね、タイトルに豆の名前がついたビーグル犬のアメリカの漫画に、こんなピアノを弾ひく男の子、いたよねぇ？」




　部屋の中央にある座ざ布団ぶとんの前に、ちょこんと置かれているのは、玩具おもちやの黒いピアノ[image: ]




　見てくれだけの、張りぼてにも等しい紛まがい物もののギターと比べると、まともに音が出るだけ、玩具のほうがかなーりマシ！　という見方もできるわけだが。

（そうだよ、お隣となりの女子中学生に何を期待してるんだ、俺おれ！　現実をちゃんと見つめろ！）

　よーく思い返してみても、綱紀と交わした鈴すず音ねの言葉には、何の噓うそも誇こ大だいもなかった。すべては綱紀の思いこみだ。タダでくれるというところから、常じよう識しきで考えねばならない。エレクトーンを買ってもらったから、いらなくなるピアノなんて、しょせんこんなものだ。（ちなみに、このピアノを譲じよう渡としてくれた三み尋ひろちゃんは小学一年生である。）

　くっくっくっと意地悪く笑っている右京の頭を、後ろから白い繊せん手しゆで容よう赦しやなく張り倒し、蘆あし屋や美み琴ことは綱紀の部屋に入る。

「玩具でも馬ば鹿かにしちゃ駄だ目め。それなりに作ってあるのよ？」

　鈴音の説明不足は、いつものことだ。本物のピアノを譲ゆずってもらえると勘かん違ちがいして、あからさまにがっかりして肩を落としている綱紀に、思ったとおりだと美琴は内心苦笑する。

「綱紀くんが新しいギターを買うまでの繋つなぎには、きっとこと足りるわ」

　美琴は玩具のピアノの前に正座すると、『エリーゼのために』を弾ひいた。膝ひざに乗りそうなほど、小さなピアノだったが、それはころころと軽やかに、きちんとした曲を奏かなでた。

（あぁ、そうか……）

　道具なんて関係ない。茨城いばらき童どう子じと戦ったとき、そう言った右京の言葉を、綱紀は思い出す。

　たかが子どもの玩具と侮あなどるなかれ。長きに亘わたり世界じゅうで愛され続けているこの玩具は、けっしてピアノの紛い物などではない。形こそ小さいが、本物の『玩具のピアノ』なのだ。そこにはたしかな職しよく人にんの技がある。

　まともに音の出ないギターで曲は弾ひけないが、これなら大丈夫だ。思い浮かんだメロディーを書き留めたものを、何度も弾いて聴きき返すことができる。この小さなピアノは、作曲家を目指す綱つな紀きにとって、とても役に立つ。

　邪じや魔ましないよう、静かにピアノの向かいに座って、綱紀はピアノの音に耳を傾かたむける。

「―――鈴すず音ねちゃんと、これを譲ゆずってくれた三み尋ひろちゃん、届けてくれた千ち晶あきさんに、ありがとうって伝えてください。大事にします」

「えぇ。伝えるわ」

　一曲弾き終わった美み琴ことは、笑顔えがおで綱紀に頷うなずいた。嬉き々きとして右う京きようも身を乗り出す。

「じゃあ、僕も一曲[image: ]」

「あんたは触るな☆！」

「綱紀くんの部へ屋やに一歩でも入ったら、一生食事抜きよ！」

「はう☆」

　美琴に脅おどされて、右京は今にも踏ふみこもうとして片足を上げた姿し勢せいで固まった。

「綱紀くん、陰おん陽みよう寮りようから呼出しが来てるわ」

　危あやうい格好で器用にバランスをとっている右京を無視して、美琴は今日きようここに来た用事を告げる。陰陽寮と聞いて、綱紀はにわかに緊きん張ちようする。

「急で申し訳ないけれど、今日これから陰陽寮に行ってちょうだい」

　美琴は速達で届いた呼出し状の葉書を、畳の上に置く。日本全国の陰おん陽みよう師じ二千余名が、術者として登とう録ろくしている陰陽寮には、原則として許可証がないと入れない。

（陰陽寮……）

　古こ式しきゆかしい術者組そ織しきの総本部であるそこに行けと言われた綱紀は、ごくりと息を呑のんで、美琴の前で背せ筋すじを正ただす。前回、絶ぜつ佳か庵あんに来た陰陽寮の偉い人たちの前で鳴めい弦げんをやってみせろと言われて、ギター（のようなもの）を爪つま弾びいた綱紀は、その人たちを大いに失望させたはずだが……。

「……俺おれ、一人でですか？」

　まだ何か用事があるのだろうか。高卒の一男子として情けないが、心細いものは心細い。正直に不安な顔を見せた綱紀に、美琴はにこりと微笑ほほえむ。

「今日は、右京くんといっしょに行ってもらうわ。右京くんには、陰陽寮での仕事があるのよ。最近さぼって、ぜんっぜん行ってないわよ、ね!?」

　扇せん子すを出して投げた美琴に、バランスをとっていた足の向むこう脛ずねをびしりとやられ、右京は泳ぐように両手を大きく動かして上体を倒す。あわや転倒、というところで、右京は懐ふところから取り出した呪じゆ符ふを胸の前に置き、空中にうつ伏せに寝そべる。宙に寝っ転がっちゃったけれども、部へ屋やに踏ふみこんでないので、セーフ[image: ]

　右う京きよう用ように特別に漉すいてもらっている高価な紙を用いた呪じゆ符ふの無む駄だ遣づかいは絶対厳げん禁きんである。美み琴ことはぎろりと横目で右京と、右京を支えている呪符を睨にらんだが、それが新聞の折りこみ広告を使った呪符だと見て、黙もく認にんした。

　およそデスクワークには向いていない落ち着きのない右京を、綱つな紀きはしげしげと眺ながめる。

「陰おん陽みよう寮りようでの仕事……」

「へへー[image: ]」

　右京は緊きん張ちよう感かんを欠く表情で、綱紀ににこーっと微笑ほほえみかける。

　美琴は軽く咳せき払ばらいした。

「右京くんは、陰陽寮でも数少ない封ふう縛ばく師しなの。こうして屋や号ごうをもらってお屋や敷しきに独立して依い頼らいを受けているけれど、もともと封縛の力は、福ふく利り厚こう生せいに属ぞくするものなのよ」

　陰おん陽みよう師じは客の依頼を引き受ける度に、いろいろなものに接せつする。生理的嫌悪感を引き起こすものに関かかわらなければならないこともあれば、震しん撼かんするほど恐ろしいものと接することもある。仕事を請うけ負おっていくうちに、だんだんと蓄ちく積せきしていく、澱おりのようなものもある。浄じよう化かできないそれらをフォローしていくのが、封縛の力だ。苦手を克こく服ふくできるよう封じたり、忘れたい記き憶おくを封じたり。

「陰陽寮に処分を依頼されて持ちこまれた、因いん縁ねんまみれのコワイ物を封じたりすることもあるけれど、まぁ、それはほとんど稀まれね。とにかく、右京くんは自主的に月に何度か陰陽寮に足を運んで、用よう途とに見あった呪符を書いたりしてこなきゃいけないわけ」

「へぇ……」

　こんな男でも必要とされているのだなと、失礼ながら綱紀は感心する。ここに来て一月になろうという綱紀がまったく知らなかったのだから、たっぷりさぼり倒したということだ。

「わかったら、さっさと支し度たくしてきなさい！」

　へらへらと笑いながら宙に寝そべっている右京を、美琴は勢いよく手で押し出した。呪符の力で呑気のんきに浮かんでいた右京は、氷の上に乗っているように、するーんと移動する。

「あ―――……！」

　あっという間に遠くなっていった右京の声の先で、どんがらがっしゃんどかべきばき☆と何かに派は手でにぶつかって何かを壊こわしたらしい音がした。




　陰陽寮から独立活動を認められている屋号のうち、院いんと呼ばれる最高ランクの術者は、運転手付きの高級外車で移動する。最低ランクの庵あんである絶ぜつ佳か庵あんの右京たちは、徒と歩ほ移動だ。

　見事な銀髪に青い瞳ひとみであり、美女顔の右京は、黙だまっていても人目を引く。綱紀は取り立てて珍しくもない顔の現代っ子だが、髪を赤く染めている。洋装ならまだしも、外出用の着物に着替えた綱つな紀きと右う京きようが二人連れ立てば、頭も紅白となり、おめでたく悪目立ちである。加えて、綱紀には荷物として、弓の弦つるを張ったΛ字型のギターがある。そして足元は、草ぞう履り履ばきの右京と違ってスニーカー。（着物といっしょに草履も支給されていたが、草履は履き慣なれていないので、草履履きでは走れない☆）ビジュアル系ぽい頭と荷物に、着物にスニーカーの中途半端な和風の装しよう束ぞくとくれば、ちぐはぐもいいところだ。

「……すっげぇ視し線せんが痛い……☆」

　乗降客の多い矢や待まて線せんのホームに立ち、電車を待ちながら、綱紀はとても居い心地ごこち悪い思いで小さくなる。近所でのスーパー等への買い物は、嫌いやでも何度か通っているうちに顔かお馴な染じみになり慣れたが、遠出となればそうはいかない。絶ぜつ佳か庵あんのある場所が寺町であることから、近所では着物もそれほど珍しくはないが、数百年前から緩ゆるやかに時間が流れているような、古い軒のきを連ねる閑かん静せいなご町内を離はなれれば、そこはもう大都会塔とう京きようシティなのである。

「んー、そりゃ、綱紀くんってば、そんな格好だからねぇ」

「って☆　あんたも同じような格好だろうが！」

「えー？　でも、僕は綱紀くんみたいに注目されてないよぉ？」

　へらりと笑う右京の言葉どおり、よくよく注意して様よう子すを探ってみると、たしかに注目されてこそこそと話されたりしているのは、綱つな紀き一人のようである。自分でも、このギターは変だとは思うけれど―――。












（なん、で……）

　ちくちくの視し線せんに小さくなりながら考えて、綱紀ははっとする。

「……右う京きようさん……！」

　低い声で呼んだ綱紀から、右京はわざとらしく視線を逸そらす。

「何かな？」

「……呪じゆ符ふ、使ってんだろ、てめぇ……！」

「え？　あれぇ？　何のことかなっ[image: ]」

「吊つるすぞ、コラ☆！」

　ぐいと綱紀は右京の胸ぐらを摑つかむ。綱紀一人だけが注目されて、右京にまったく視線が集まらないのは、明らかに不自然だ。何らかの呪符の力が働いているのに違いない。とぼけ通すつもりなら、ただじゃおかないと、すっかり本ほん気きと書いてある目で睨にらまれて、右京はあっさり降参した。人から注目されないような呪符を身につけているときに、そこらにぶら下げられてしまったら、誰だれにも助けてもらえない。

　綱紀は右京から、活動時の必ひつ需じゆ品ひんである支給物の人払いの呪符を奪うばい取って、ようやく注目される状況から解放された。




　矢や待まて線せんに乗って行った先は、外国大たい使し館かん等が数多くある、緑も豊かな場所だった。どこまで歩いても、塀ばかり。車で移動するのが当たり前っぽい場所で、飲食店やコンビニエンスストアの類たぐいもなければ、通行人もいない。ときおり塀の切れ間にある門のところには、複数名の警けい備び員いんが必ず立っていて、ちょっぴりおっかない。

「……右京さん……」

「何かな？　綱紀くん」

「俺おれね、タクシーに乗りたかったよ」

「美み琴ことさんは電車の回数券しかくれなかったんだもん」

「あんたがいい加減なことして、無む駄だ遣づかいばっかりするから、信用なくすんだよ……！」

　武む庫こ川がわ右京という人間は、金銭感覚が欠落していた。現金を持たせれば、本来の用よう途とに使うまでに、すべて使い切る。カードは、お金を使っている感覚がないからと、一度の外出で限げん度ど額がくまで使う。放っておけば一枚数万円から数十万円もする呪符用紙を、普ふ段だん遣づかいにしてしまうような、大おお馬ば鹿か者ものである。呪符の用紙は、業者に納めてもらったら、いくらの物が何枚あると、きちんと管理して、保管して、右京の手の届かない場所に隠しておかなければならない。そしてその、隠した物も頻ひん繁ぱんにチェックし、右う京きようがくすねて持ち出していたら、どんなことをしてでも右京から取り戻さなければならない。右京の補助アシスタント業務を任され、呪じゆ符ふ管理を命じられている綱つな紀きは、右京が呪符用紙を私物化して使った場合、その実費を容よう赦しやなく給料からさっ引ぴかれる。給料で補ほ塡てんできない分は、元げん凶きようとなった右京ともども、強制的にアルバイトに行かされる。綱紀にとって、考えなしの右京の浪ろう費ひは、冗じよう談だんにならない死活問題である。呪符も紙切れ、紙し幣へいも紙切れ。紙切れ一枚が、こんなに重いと思ったことはない。

「いやー[image: ]」

「褒ほめてねぇっ！」

　照れ笑いする右京を怒ど鳴なりつけ、綱紀はさくさく歩いていく。

　数歩先を歩く綱紀の背中に、ほえんと首を傾かしげながら、にこやかに右京は呼びかける。

「ねー、綱紀くーん」

「何だよ!?」

「どこまで行く？」

「陰おん陽みよう寮りようまでに決まってるだろ！」

　怒鳴ってから、綱紀ははっとする。

　この質問が来るということは。

「着いたんなら、着いたって言えよっ！」

　門の前でちゃっかり足を止めていた右京に振り返った綱紀は、半泣きになりながら走って後戻った。

　どこにも門のところには、そこに何の建物があるのかを示す表札があったが、ぴしっと警けい備び員いんに立たれていると、ここは何かなとじろじろ眺ながめるのを躊ちゆう躇ちよしてしまう。人払いの呪符を所持していても、そこのところはやっぱり変わらない、小心者な綱紀である。

　陰陽寮というと、何か古臭い、全部着物の先せん入にゆう観かんがあったが、陰陽寮の門に立っていた警備員はよそで見かけた人たちと同じような、黒っぽい警備員の制服を着ていた。陰陽寮では出入口の警備に当たっている者も、警備会社から派は遣けんされてきた社員でなく、陰陽寮の術者だ。着物姿ではなかったので、よそとまったく区別がつかずに、ここが陰陽寮だとはわからなかった。門を入ってすぐのところにある警備員室の前で呼び止められ、綱紀は美み琴ことにもらった呼出し状の葉書を見せる。

「神楽かぐらの熊くま谷がい露つゆ彦ひこ様ですね。すぐに連絡をお取りいたします。連絡がつきますまで、少々お待ちください」

　背せ広びろ姿の受付の術者が葉書を摘つまんで軽く振ると、それは白い小鳥に変じた。葉書で作られた式しき神がみの小鳥は、ぱたぱたと奥に向かって飛んでいく。綱紀の来らい訪ほう目的を知った受付は、綱紀が携帯していた田舎いなかの氏うじ神がみ様さまの御お護まもりをここで預けていくように言った。陰おん陽みよう寮りようは強きよう固こな結けつ界かいで守られている。陰陽寮には神を奉まつる場所があり、御護りの神様と神様同士がぶつかるので、よくないらしい。よくわからないが、そういうものなのかと、綱つな紀きは御護りを預ける。その道のプロである者たちが、間違った判断をすることはないし、綱紀は自身の身が安全であればいいのだ。

「武む庫こ川がわ様は、本ほん殿でんへどうぞ」

「じゃ、行こうか、綱紀くん」

　その場で突っ立って待とうとする綱紀を、右う京きようは促うながして歩きだす。

「え、っと、あの……」

「連絡がつけば、呼ばれるさ」

　軽く肩をすくめ、右京はさくさくと奥に向かって歩く。

　綱紀に言った右京の言葉は受付の人間にも聞こえていたが、彼は何も言わず、綱紀に会え釈しやくした。右京の言うようにしていいらしいと判断し、綱紀も会釈し返して、後を追って右京に追いつく。




（広い……）

　森のように植えられた樹じゆ木もくの遙はるか彼方かなたに、建物の立派な屋根が見えている。例えて言うなら、いくつかの棟むねや講こう堂どう、研修室のある寺社の造りに似ているだろうか。緑溢あふれる広大な庭園の遊歩道を歩きながら、塔とう京きようのど真ん中にどれだけの敷しき地ちがあるのだろうと思い、綱紀はその資産価値を考えるだけで気が遠くなる。




「―――顔パスなんだな」

　銀の髪に青い瞳ひとみで、この綺き麗れいな顔とくれば、印象は強くて当たり前だろう。屋や号ごうは庵あんだが、右京は陰陽寮での最高位の術者、金こん剛ごう院いんにも匹ひつ敵てきする力を持つ術者でもあるわけだし。

「僕はここで育ったからね」

　知られていて当然と、くすくすと右京は笑う。綱紀は初耳である。

「あ、そうなんだ？」

「そうそう。だから、ここのことはよく知ってるよー。どこにどんな魔ま物ものを封ふうじた壺つぼがあるとか、妖よう獣じゆうを閉じこめてる封印があるとか[image: ]」

「絶っっ対に近寄んな！」

　何を考えてるのか丸わかりの右京に、綱紀はすかさず釘くぎを刺す。

「昔、ここにいたときはさぁ、あーあそこにアレがあったよなーって場所にちゃんとあったんだけどねぇ。最近は、ここも手て狭ぜまになってきたのか、ちょっと来ない間に、置き場所がどんどん変わっちゃって」

　美び麗れいな顔を憂うれいで曇くもらせ、右う京きようは悩ましげに溜ため息いきをつく。

（そりゃアンタが面おも白しろ半分に弄いじりに行くからだろ☆！）

　呪じゆ符ふの無む駄だ遣づかい阻そ止しに日々神経をすり減らしている綱つな紀きは、関係者たちの苦労を思い、げんなりした。封ふう印いんされているような珍めずらしいモノ、滅めつすることができず封印するしかなかったモノを、興きよう味み本位でほいほい解き放たれては、たまったものではない。絶ぜつ佳か庵あんにそういう危険ブツがないことに、綱紀は救われた気分になる。呪符の用紙程度なら、損害補ほ塡てんは短期アルバイトでどうにかなるが、家か屋おくを損そん壊かいさせるとかの大事になったら、マグロ船に乗るとか、臓ぞう器きを売り飛ばさなくてはならないだろう。それは断だん固ことして御ご免めんである。




（うわー、すご……。池まであるんだ）

　築つき山やまもあって、見事な日本庭園だ。

「右京さん―――」

　ちょっとよそ見していた綱紀は、呼びかけに返事がないことに視し線せんを戻し、どこにも右京の姿が見えないことに慌あわてる。

「え？　あ、れっ？」

　目を離はなしたのは、ほんの一いつ瞬しゆんだ。そう遠くまで行けるはずはないのに、綱紀が息を切らして走り回っても、右京の姿を見つけることはできなかった。

（まさか、呪符……!?）

　呪符の力を使ってどこかに行方ゆくえをくらまされたのならば、素人しろうとの綱紀にはとてもではないが、右京を見つけ出すことなどできない。右う往おう左さ往おうしてから、受付まで戻ろうかと考えて、綱紀は愕がく然ぜんとする。

「―――ここ、どこだ!?」




　見事に迷子まいごになった綱紀は、とにかく誰だれかがいそうなところに行かなくてはと、目についた建物のほうに向かって歩いた。

　着物姿の髪の長い女性がいた。

「あ、あの、すみません……！」

　綱紀は縋すがる思いで、呼びかけながらその女性のほうに走る。呼びかけられた女性は、驚おどろいた様よう子すで振り返った。

（うわ、美人……！）

　市いち松まつ人にん形ぎようというのだろうか。着物の似あう純和風。目のぱっちりした、お人形さんのように愛らしいうら若き乙女おとめである。走り寄ってきた綱つな紀きに、美人は首を傾かしげる。

「わたくしに何か御ご用ようですの？」

　声も可か愛わいい。何だかいい匂においまでして、綱紀はどぎまぎする。

「え、えっとその、あのですね……、実はちょっと、人とはぐれて、道に迷ってしまいまして……。今日きようは熊くま谷がい露つゆ彦ひこさんに呼ばれて来て、連絡してもらっているところなんですが……」

　綱紀が担かついできたギターを眺ながめ、美人はくすりと笑った。

「わざわざ陰おん陽みよう寮りようまでお運びいただきましたのね。では、どうぞ、こちらへいらっしゃいませ。わたくし、これからお茶しようと思っておりましたの。ごいっしょしませんこと？　そのうちに、熊谷様のお使いが迎えに来ますわ」

「あ、はい！　ありがとうございます！」

　綱紀は願ねがってもない言葉に喜ぶ。こんな美人とお近づきになれて、さらにお茶に誘われるなんて、滅多めつたにあるものではない。

　美人について行った先は、建物の裏手にある緋ひ毛もう氈せんの敷しかれた野の点だての席だった。初めてのお茶席に、綱紀はどきどきしながら、勧められるままの位置に正座する。美人は優ゆう雅がな物腰でお茶を点たて、茶ちや碗わんを綱紀の前に置いた。

「あ、あの、お名前を伺うかがってもよろしいですか？」

「紅べに緒おと申します」

　美人はにっこりと微笑ほほえむ。綱紀はうっとりとその微笑みを眺めながら、お茶を飲む。

「いかがかしら？」

「は、え、と、けっこうなお点て前まえです……☆」

　お茶も野点も初めての綱紀は、たしかこう言えばよかったのではないかと、返事する。

「俺おれ（じゃなくて！）、僕の名前は、桃もも枝えだ綱紀です」

「えぇ。存じておりますわ。その髪とお持ちになったお道具で、すぐにわかりましたのよ」

　にこやかに美人は頷うなずく。

「鳴めい弦げんで茨いば城らき童どう子じを浄じよう化かした方ですわね」

「い、いや、俺はそんな凄すごいことをしたわけじゃ……」

　ただほんのちょっと、招しよう福ふくの波は動どうというのを、この紛まがい物ものギターの法ほう具ぐで出してしまっただけで。茨城童子を浄化なんて、とんでもない。

「なく、て……!?」

　呂ろ律れつが回らなくなり、急に手足が動かなくなり、綱紀は横倒しに緋毛氈の上に倒れる。

（な、何……!?）




「紅べに緒お」

「あら、お兄にい様」

　竹垣から野の点だての席に顔を覗のぞかせた幸か徳で井い白はく蛾がに、紅緒は振り返る。

「武む庫こ川がわ右う京きようを見なかったか？　陰おん陽みよう寮りように来ているはずなのだが」

「残念ながら、見ておりませんわ。見かけたのは、こちらの方だけですの」

　周りを見回していた白蛾は、紅緒の言葉に、野点の席に目をやって、顔を引きつらせる。












「桃もも枝えだくん……☆」

　寝っ転がっていたので、視界から外はずれていて気づかなかった。

　情けない格かつ好こうで引ひっくり返かえっている綱つな紀きは、とんでもないところに現れてくれた白蛾の姿に後ご光こうが射さして見えた。血の繋つながった兄妹らしく、並べて見ると二人の面おも差ざしはとてもよく似ていた。目にも嬉うれしい麗うるわしの美形兄妹である。―――この格好で鑑かん賞しようするのでなければだが☆

「何をしてるんだ!?　紅緒……！」

　常じよう識しき人じんである白蛾は、慌あわてて綱紀に近寄る。紅緒は座ったまま、つんと顎あごを上げる。

「あら。だってその方、右京のところの絶ぜつ佳か庵あんの人間なんですもの。ご挨あい拶さつしただけですわ」

　紅緒は、びーっと綱紀に舌を出す。

「わたくしね、武む庫こ川がわ右う京きようが大っ嫌いですの！」

　坊ぼう主ず憎りゃ袈け裟さまで憎い。絶ぜつ佳か庵あん関係者皆、大嫌い宣言である。

（うー……☆）

　右京は正しよう真しん正しよう銘めいのろくでなしなので、嫌う気持ちはわかるが、巻まき添ぞえを食った綱つな紀きは、たまったものではない。

「あの男が今日きよう来るとわかっていたら、もっと強くて持続力のある痺しびれ薬ぐすりを調ちよう合ごうしておきましたのに……！」

　紅べに緒おが使ったのは、常時携帯している気化しやすい液状の護ご身しん用ようの痺れ薬だ。茶ちや碗わんにそっと塗ぬっておき、綱紀にお茶を飲ませたのである。何事かと驚おどろいたが、たいしたものではないとわかり、白はく蛾がは安あん堵どして、心配ないと合図するよう、綱紀をぽんぽんと叩たたいた。

「いい加減にしないか、紅緒……。お前ももう子どもではないのだから」

「だってだって！　あの男ったら、馴なれ馴なれしくも嫌いやらしい！　お兄にい様のことを『はっくん』なんて呼びますのよ！」

「いや、それは、昔のことだから……」

「最近も呼んでましたわよ！　人目のない場所で！」

「いや、だから……」

　幼少時の呼び名を大人おとなになってからもそのまま使うのは、たしかに恥ずかしいしよくない。だが人目のない場所なら、まだ人目のある場所よりはましだ。右京の場合、行動には多た分ぶんに嫌がらせ要素はあるだろうが、いちいち目くじらを立てるのは、いかがなものか。

「どうして右京なんて庇かばいますの!?　右京とはお仕事でよく顔を合わせますから!?　お兄様は、右京の味方ですの!?　妹のわたくしが可か愛わいくはありませんの!?　酷ひどいわ、お兄様っ！」

　星を浮かべた大きな目に、涙をいっぱい溜ためた紅緒は、ひしと白蛾に抱きつく。

「落ち着け、紅緒」

「いやいやいやいやいや！」

（ブラコンの痴ち話わ喧げん嘩かだ……）

　現在でも実力が同程度の右京と白蛾は、幼少時分から何かと接点が多かったと推すい測そくできる。ことある毎ごとに白蛾といっしょになる右京のことが、紅緒には面おも白しろくなかったに違いない。また、右京はそういうふうに自分のことを見ている者を煽あおるのが大好きという、迷惑で根性の悪い嫌な性格をしている。憎さもひとしおだ。格かつ好こういい自慢のお兄様大好きの妹の、焼やき餅もちに巻きこまれたらしいと、綱紀は我が身の不運を嘆なげく。




「紅緒っさーん！　こちらにいらしたんですかぁっ[image: ]」

　大声を発し、猪いのししのように駆かけてくる美男子僧そう侶りよに、白はく蛾がに抱きついたまま紅べに緒おはぎょっとする。流し目で奥様方のハートをがっつり捕らえた時じ代だい劇げき俳はい優ゆうによく似た、陰おん陽みよう寮りようへの来らい訪ほう者を、白蛾はきょとんとした顔で見つめる。

「小こ金がね沢ざわ殿どの。どうしてこちらに？」

「はい、そろそろ伺うかがおうかと思っていたところに、今日きよう、武む庫こ川がわさんが来られると聞きまして！　僕に逢あいたかったでしょう、紅緒さんっ[image: ]」

「いやーっ！　近寄らないでっ！」

　紅緒は顔も向けずに、手近にあった茶道具を、小金沢尊そん徳とくに向かって投げつける。

「はっはっはぁ！　相変わらず、恥ずかしがりやさんですね、紅緒さん[image: ]」

　美男子僧そう侶りよは胸を張って笑っているが、紅緒のほうはどうにも、力いっぱい本気で嫌っているように見える。逢いたかったなんて、とんでもなさそうだ。

　小金沢尊徳は陰陽寮にとってはよいお得意様であり、いくら妹でも、男女の仲にそうそう口を挟はさむわけにもいかず、対処に困った白蛾は、されるがままに紅緒の楯たてになっている。可か愛わいい妹に悪い虫がつくのは困るが、かと言ってガードを固くしすぎると、誰だれも寄りつけなくて婚いき遅れる可能性も出てくる。兄の白蛾が何につけても格好よすぎて、他ほかの男がすべて霞かすんで見えるのはわかるが、浮いた話のひとつもないのは、年とし頃ごろの娘としては、ちょっと問題だ。小金沢尊徳は美男子の金持ち僧侶である。そこだけ見るなら、結婚を前ぜん提ていに交際するのは悪くない。

　笑顔えがおでひょいひょいひょいと小金沢尊徳が避よけた物は、いまだ痺しびれて動けない綱紀に、すべて当あたった。

（誰か、助けて……☆）




　そっと玉たま砂じや利りを踏ふんで縁えん側がわから座ざ敷しきに近づいた右う京きようは、卓に向かって筆をとっていた男に声をかける。




「こんにちは、藍らん月げつ様」




　振り向いた幸か徳で井い藍月は、微笑ほほえむ武庫川右京の顔に、生き写しである葉は隠がくれ咲さく良らの幻を見、思わず筆を落とした。

　逢いたくて、逢えなくて。

　逢いたくなくても、逢わなければならなくて―――。




　いつになっても慣なれることのない胸の痛みに、藍月は息を詰める。




「よく、来たね」

　声は微かすかに、震ふるえていたかもしれない。










　　　　符ノ三　前へ前へ







　必要なときには姿を見せず、いらないところにばかり顔を出すのが、武む庫こ川がわ右う京きようという男である。そしてあの男に関かかわると、たいていろくなことがない。

「―――陰おん陽みよう寮りように来ているはずの武庫川右京を、至急、奥おく殿どのへ連れてきてくれないか」

　緊きん急きゆうの呼出しを受けて職しき員いん令りように行った金こん剛ごう院いんの結けつ界かい師し・如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいは、そう命じられた。急ぎの作業もなく、ことさら難むずかしい用事でもないので、二つ返事で引き受けたのだが。

（来ている『はず』って何？）

　陰陽寮は、術者がふらりと遊びに来ていい場所ではない。誰だれも用事があって訪れるのだから、向かう場所は決まっている。受付を通らねば中に入れないのだし、そこで来らい訪ほうの用件を申告するのだから、どこに足を運ぶのかは特定できる。複数箇所で用事をすませるのだとしても、どこにいるのかわからないなどという事態には、普通ならない。

（白はく蛾が様はどうされたのだろう……？）

　依い頼らいの入っていない今日きようは、幸か徳で井い白はく蛾がは図と書しよ殿どので調しらべ物ものをする予定だ。右う京きようが陰おん陽みよう寮りように来る場合、白蛾はいつも自分が迎むかえに行くことにしているのだと言っていた。同期で幼少時からの付き合いで、お互いに気心も知れていた様よう子すだったので、仲がよいのだなと鹿ろく鳴めいは思ったのだが、どっこいそうではなく、素そ行こうの怪あやしい右京の万一に備そなえるためだった。

（嫌いやだなぁ……）

　生き真ま面じ目めな鹿鳴は、奔ほん放ぽうで何を考えているのかわからない右京が苦手だ。金こん剛ごう院いんの結けつ界かい師しの欠員を補ほ充じゆうするため、応募者多数の難なん関かんを優ゆう秀しゆうな成せい績せきで突破して、今年ことしの春に四し国こくの山の中を出て塔とう京きようの陰陽寮に来た鹿鳴は、いわゆる田舎いなか者ものである。ビジュアル系の綺き麗れいな顔だちの、都会的で不良っぽい銀髪の右京には、どうしても気き後おくれしてしまう。

　我ながら意い気く地じがないとは思ったが、図書殿を覗のぞいて白蛾を捜し、いないことで諦あきらめをつけた鹿鳴は、広い陰陽寮のどこかにいるはずの右京を捜す。

　結界術は、取り囲んで防ぼう御ぎよするだけのものではない。音波レーダーのように、自分のいる位置を起点にして、思念で作った蜘く蛛もの糸よりも細い結界の輪わを広げれば、どこに何があるのかを探ることができる。だが陰陽寮でむやみとそのような思念波を送ると、術者の邪じや魔まをすることになる。金剛院を称しようする実力を認められている鹿鳴にお呼びがかかったのは、陰陽寮にいる術者たちの邪魔をせず、特定の人物の探索を行えると考えられたからだ。

　期待に添そえる力を持っていることを証明するため、鹿鳴は注意深く思念波を送り、右京を捜す。

　しかし、二度試こころみても、右京の居場所は知れない。ひょっとして、もう陰陽寮を出たのかもしれないと勘かん繰ぐって電話を使って問いあわせてみたが、受付では退出する右京を見ていないと言う。強きよう固こな結界が幾いく重えにも張はり巡めぐらされている陰陽寮を、誰だれにも気づかれることなく退出することは不可能だ。

「おかしい……」

　たしかに、いる『はず』なのだ。

　どうしようかと困った鹿鳴は、これ以上自分の術で陰陽寮を探ることはよくないと考え、占いの巫み女この力を借りようと考えた。力及ばずということで少々恥ずかしいが、内々にしてくれる相手ならば、とりあえず鹿鳴の体てい裁さいは保たもてる。

　金剛院、如きさ月らぎ鹿鳴と所属を同じくする、幸徳井白蛾の妹・紅べに緒おが、占いと祓はらいを得意とする巫女である。紅緒は今日の夕方に奥おく殿どので依頼者と逢あうことになっているが、それまでの時間にとくに用事は入っていなかった。占せん筮ぜい令りようの事務員に、紅緒は北の庭園で野の点だてをしているはずだと教えられ、鹿鳴はそちらに足を運ぶ。




　いつもは静かな北の庭園は、何だかよくわけのわからない騒さわぎになっていた。

「いくら僕がいい男だからって、そんなに恥ずかしがらないでください、紅べに緒おさん[image: ]」

「この手を放し……、きゃーっ！」

「（痛い痛い痛いっ……！）」←痺しびれて動けない綱つな紀きは紅緒に踏ふまれている。

　美形の僧そう侶りよに引き寄せられ、すぽんとその胸に抱だき締しめられた妹の姿に、ぴきっと白はく蛾がは顔を引きつらせる。妹を好いてくれるのはありがたい、が！

「こ、小こ金がね沢ざわ殿、その……っ！」

「何でしょう？　お義に兄いさん[image: ]」

「き、君に今お義兄さんと呼ばれるのは、早すぎると思うのだが……！」

「はーなーしーてー！」

　紅緒は地団駄じだんだを踏みながら小金沢尊そん徳とくの身体からだと顎あごに両手で思い切り突っ張るのだが、男と女の力の違いか、悲しいかなびくともしない。

「（痛い痛い痛いっ……！）」←痺れて動けない綱紀は紅緒に踏まれている。

「んー[image: ]　いい匂においですね～[image: ]　紅緒さーん[image: ]」

　人目も憚はばからず鼻の下を伸ばす小金沢尊徳に、さすがに白蛾の我が慢まんも限界である。

「ににに、匂いを嗅かぐのはやめたまえっ！」←声裏返ってます☆




（…………）

　どうしようか。

　声をかけるのを躊躇ためらって、竹垣のところで立ち止まってしまった鹿ろく鳴めいに、紅緒が気づいた。

　はっと振り向いた紅緒に、鹿鳴は思わずぎくりとして逃げ腰になる。

「鹿鳴様！　この方を結けつ界かいで守ってさしあげて！」

　守ってさしあげる、というのは、悪い言葉ではない。

「は、はいっ！」

　思わず直ちよく立りつ不ふ動どうになって返事をした鹿鳴は、紅緒を抱き締めている僧侶を、結界で包んだ。結界によって引ひき離はなされ、弾はじき飛ばされた紅緒を、すかさず白蛾が受け止める。

「あ、あれえ？」

　突然、透明な膜まくに包まれたような感覚に、小金沢尊徳はくるんと目を丸くする。

　扇せん子すで小金沢尊徳を包んだ結界を指し示し、敢かん然ぜんと紅緒が命じた。

「結界を球体へ！」

「はいっ！」

　とても逆さからえない紅緒の気き迫はくに圧あつ倒とうされ、鹿鳴は小金沢尊徳を包んだ結界を球体に変えた。

（い、今のうちに……）

　体重は男よりも軽いが、紅べに緒おに踏ふみ倒されて、内ない臓ぞうがはみ出そうだった綱つな紀きは、少しでも遠ざかろうと、何とか動くようになってきた両手両足を使って、這はい逃れようともがく。

　小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくを包んだ結けつ界かいが綺き麗れいな球体になったのを見た紅緒は、それに向かって遠えん慮りよなく両手を突き出した。

「えいっ！」

「あれっ？」

　ぐらり、動いた結界は、か弱い乙女おとめの細腕の力で、ころりと転がった。

「（ぐえ☆！）」

　緋ひ毛もう氈せんの上を這っていた綱紀を潰つぶして乗り越え、結界の球がこんころころと転がる。

「あれれれれぇ―――っ？」

　中に入っている小金沢尊徳を、ぽいんぽいんと撥はね上げながら、庭園を景けい気きよく転がっていった結界球は、すぐ横にあった池に転がり落ちて、水面の上で止まった。

　色男で金持ちだが、不ふ埒らちな痴ち漢かん僧そう侶りよの魔ま手しゆから逃のがれ、紅緒ははあはあと肩で息をする。

「よくやってくれた、鹿ろく鳴めい……！」

　感かん極きわまった声で白はく蛾がに言われ、鹿鳴は恐きよう縮しゆくする。

「お粗そ末まつさまです」

　会え釈しやくして、視し線せんを落とした鹿鳴は、緋毛氈の上で寝ている綱紀に気がついた。

「あ、桃もも枝えださん。武む庫こ川がわ様がどこにいらっしゃるか、ご存じないですか？」

「（助けて……）」

　ちゃんと自分に関かん心しんを持ってくれる人の出現に、綱紀は滂ぼう沱だと涙した。




「その方が絶ぜつ佳か庵あんなのがいけませんの！」

「すまん、鹿鳴」

「いえ……」

　つんとする紅緒と、ばつの悪い思いをしている白蛾に、複雑な笑顔えがおを向け、鹿鳴は痺しびれて動けない綱紀の横に腰を落とす。自分の質問の答えよりも、綱紀の救出のほうが先だ。

「身体からだに入った痺れ薬を、取り出します」

　結界術を施ほどこすことを言って、鹿鳴は片手に印いんを結び、綱紀の身体の上に手をかざす。思念で作った不ふ可か視しの膜まくは綱紀を包み、そして身体に入りこんで内側で小さく小さく縮ちぢんで、外に引き出される。

「あ……」

「もう大丈夫ですよ」

　鹿ろく鳴めいは豆粒のような大きさになった結けつ界かいを指で摘つまみ、にっこりと微笑ほほえんだ。服ふく用ようした痺しびれ薬を結界で包んで取り出され、綱つな紀きの身体からだに、しゃっきりと力が戻った。

「ありがとうございます……！」

「いえ」

　これぐらいたいしたことではないと、鹿鳴は微笑む。

「紅べに緒おさーん、そこに何か悪いモノがあったんだねー！　僕のためを思って遠ざけてくれて、嬉うれしいよー！」

　池の上の結界で、小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくが大きな声で言いながら、にこにこと手を振った。たしかに、何やら術で手当てを受けていた綱紀は、そういう被ひ害がいを受けたように見えなくもない。

　とっても感かん激げきしている小金沢尊徳に、綱紀は唖あ然ぜんとする。

「……そう、だったんですか」

　絶ぜつ佳か庵あんにいる綱紀だが、霊れい感かんの類たぐいはどうも鈍にぶい。鹿鳴は、ぬるーく微笑む。

「いえ、何もありません……」

　紅緒の迫力に負けて、あぁなってしまっただけだ。白はく蛾がは軽く咳せき払ばらいする。

「なかなか人気のある僧そう侶りよであられるのだが、小金沢殿は、その方面に疎うとくてな」

　上得意様なので、やんわりと白蛾は言ったが、小金沢尊徳という男は、経きようを読んだり説せつ法ぽうをしたりというのが上じよ手うずなだけの、全っ然まったく法ほう力りきのないビジュアル系似え非せ僧侶なのである。できもしないのに、徳の高い坊主ぶっていろいろと厄やつ介かいなことを引き受けては、陰おん陽みよう寮りようの術者に力を借りている。

「もうそちらに行ってもいいですかー、紅緒さーん[image: ]」

　手当てを受けた青年である綱紀は起き上がって、もう大丈夫そうだ。言い終わるより先に、小金沢尊徳はにこやかに笑いながら、結界の中で走った。球体の壁かべを蹴けって進んでいるかのように、ゆらーりと結界が動く。

「紅緒さーん[image: ]」

　調ちよう子しよく結界を動かして池の上を走ってくる、ご機き嫌げんな小金沢尊徳を白蛾は見つめる。

「鹿鳴、本ほん殿でんへ導みちびいてさしあげろ」

「かしこまりました」

　鹿鳴は印いんを結び、小金沢尊徳が入っている結界と本殿とを、見えない思念の糸で結ぶ。

「紅緒さーん、あれ？　あれれ？　あれれれれー？」

　池から岸に上がり、ざかざかと調子よく進んできた小金沢尊徳は、ころころと転がり続ける結界のために止まることができず、微笑みながら紅緒の前を通り過ぎた。

「紅べに緒おさーん[image: ]　先に本ほん殿でんで待ってますー！」

　どうやら止まれないらしいと判断した小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくは、振り返って叫びながら紅緒に大きく手を振り、去っていった。

「……プラス思考の人ですね」

　とことん前向きな雰囲気に、綱つな紀きは呆あつ気けに取られる。

「もーう！　あのバカ男が上得意でさえなかったら！」

　綱紀に盛った痺しびれ薬ぐすりの結けつ界かいを鹿ろく鳴めいから取り上げて（使い回す☆）、紅緒は憎々しげに着物の袖そでを嚙かむ。腹の底から本っ気で言ってる嫌いやよ嫌よを、好きのうちと判断されては、たまったものではない。攻こう撃げきに出て、どれほど嫌われているのかを思い知らせてやれないのが、悔くやしいったらない。

「あの、それで桃もも枝えださん、武む庫こ川がわさんのことなんですけど」

　あらためて尋たずねようとした鹿ろく鳴めいに、綱紀は溜ため息いきをつく。

「すみません、右う京きようさんを見失って、迷子まいごになりました」

「そうですか……」

　あまり期待はしていなかった鹿鳴は頷うなずく。相あい変かわらず、綱紀は役立たずである。

「申し訳ありません、紅緒様、占いをお願ねがいしたいのですが」

「武庫川右京を捜すのでしたら、お断りですわよ」

　頼む前に、きっぱりと言いきられて、鹿鳴は困る。紅緒を懐かい柔じゆうして占ってもらわないことには、他ほかに手はない。

「あの、白はく蛾が様……」

　何とか紅緒を取りなしてくれないかと、縋すがるような目を向けた鹿鳴は、厳きびしい表情で考えこんでいる白蛾にどきりとする。白蛾は静かに顔を上げる。

「お前が紅緒に力を借りたいと言うのなら、結界術であの男を捜し出せなかったということだな。ならば、わたしに心当たりがある」

「それは、どちらでございますか？」

　尋ねた鹿鳴に、白蛾は問い返す。

「職しき員いん令りようから、あの男を見つけて奥おく殿どのに連れていくように命じられたのだろう？」

「はい」

「わたしがあの男を連れていく。お前は下がってよい」

「ですが……」

　白蛾は踵きびすを返し、鹿鳴たちに背を向ける。

「下がれ」

　白はく蛾がの発したきっぱりとした拒きよ絶ぜつの言葉には、誰だれも寄せつけない冷たい氷の響ひびきがあった。背を向けられても、息苦しいほど強く感じる圧迫感に、鹿ろく鳴めいは息を呑のみ、紅べに緒おは思わずよろけて緋ひ毛もう氈せんの上に座りこむ。

　きびきびと歩き去る白蛾は、右う京きようを捜しに行くというよりも、今いる場所から連れていくという雰ふん囲い気きだった。緋毛氈の上に座っていた綱つな紀きは、急いで腰を上げてスニーカーを履はく。

　白蛾の発した気の圧迫もものともせず行動を起こす綱紀に鹿鳴は驚おどろく。

「も、桃もも枝えださん……!?」

「如きさ月らぎさん、お世話になりました。紅緒さん、お茶、御ご馳ち走そうさまでした！」

「ど、どちらへ!?」

「幸か徳で井いさんを追いかけます！」

　白蛾は右京の居場所を知っている。綱紀は機き会かいがあれば、またいつか右京といっしょに陰おん陽みよう寮りように来ることになるだろう。その度たびに、右京を見失ってはたまらない。白蛾を追いかければ、右京がどこに行っているのかがわかる。知る機会があるのだから、これを逃のがす手はない。右京がどこかで何かをして、大変なことになったなら、どうしてちゃんと見張っていなかったのかと蘆あし屋や美み琴ことに大目玉を食らうのは綱紀だ。努力を認めてもらえるような行動をしておかなければ、言い訳すらできない。まだ熊くま谷がい氏からの迎むかえは来ないのだから、綱紀にすることはない。好き勝手に行動しているらしい右京を放っておいてはいけない。

　優ゆう秀しゆうな術者であり、気配けはいに聡さとい鹿鳴と紅緒は、凍いてつくような拒絶を見せる白蛾の気に圧倒されて、呼吸することすら苦しかったが、勘かんの鈍にぶい綱紀はその点何も感じないので、制約を受けることもない。

　ギターを担いで、白蛾の後を追う綱紀の姿に、紅緒は柳りゆう眉びを吊つり上げる。

「冗じよう談だんじゃありませんわ！」

　大声を発し、すっくと立ち上がった紅緒に、鹿鳴は仰ぎよう天てんする。

「べ、紅緒様……!?　どちらに」

「お兄にい様を追いかけるに決まってます！」

　急いで草ぞう履りを突っかけ、宣言した紅緒に、鹿鳴は慌あわてる。

「で、ですがそれは……！」

「手を引くように言われたのは鹿鳴様だけですわ！　わたくしは関係ありません！　毎度毎度、お兄様がどうしてあの男に煩わずらわされなければなりませんの!?」

　憤ふん慨がいした紅緒は、ざかざかと白蛾の後を追って歩き出す。

「ですが、紅緒様……！」

　あれほどまで本気で白蛾に拒絶されたのだ。引き止めねばならないと、鹿鳴は紅緒に追い縋すがる。紅べに緒おは決意に満ちた険けわしい目で、鹿ろく鳴めいを一いち瞥べつする。

「如きさ月らぎ様は、興きよう味みがありませんの？」

「は……」

　ないと言いきれず、鹿鳴は言葉に詰まる。

　白はく蛾がを見失い、きょろきょろと見回している綱つな紀きに、紅緒が追いついた。

「こちらです！」

「あ、どうも」

　ざかざかと歩く紅緒に、恐きよう縮しゆくしながら綱紀は肩を並べてついていく。綱紀が白蛾を見失ったのは、右う京きようがやったのと同じに、白蛾が気け配はい断だちをしたからだ。白蛾のような術者に気配を断たれては、結けつ界かい師しの鹿鳴にも白蛾の居場所はわからないが、紅緒は白蛾の血を分けた妹である。遺い伝でん子しレベルで、一番近しい存在だ。白蛾を見つけ出すということにおいては、両親よりも高い能力を有している。

　鹿鳴は、綱紀と紅緒二人の背中を見つめながら、気分を害するだろう白蛾を思う。来るなと拒こばまれたところに行くのである。ずっしりと気が重い。

（わ、わたしは、紅緒様をお止めするために……！）

　言い訳の大たい義ぎ名めい分ぶんを、鹿鳴は胸の中で懸けん命めいに復唱する。白蛾の後を追わなければならないのは、あくまで不可抗力なのだ―――！




（こちらの方角は……）

　紅緒は唇くちびるを嚙かみ、きゅっと手を握る。

　白蛾は涼すずやかに葉を揺ゆらす竹ちく林りんを抜け、細い小道に進む。その奥にあるのは、先の金こん剛ごう院いんの書しよ院いん―――。

　そっと裏に回った白蛾は、障しよう子じの開け放たれた縁えんから見えた座ざ敷しきの様よう子すに、目を剝むく。

「叔お父じ上うえ！」

　悲鳴にも似た白蛾の声に、幸か徳で井い藍らん月げつははっとする。




　正気に戻った藍月の両手が緩ゆるみ、右京はどさりと座敷に崩くずれ落ちた。

「わ、たしは……」

　藍月はわななきながら、その位置で固まったまま震ふるえている両手を見つめる。

　娘のように細い、右京の白い喉のどを絞しめ上げてた、両手―――。




　強く圧迫されて潰つぶれていた気管に空気が入り、右京は畳に転がったままげほげほと咳せきこむ。















　白はく蛾がは乱らん雑ざつに履はき物ものを脱いで、縁えん側がわから座ざ敷しきに上がった。

「武む庫こ川がわ右う京きよう！　貴様、許しも得ずに叔お父じ上うえの書しよ院いんに来るなと言っているだろう！」

　陰おん陽みよう寮りようの各殿や書院を訪問しようという者は、必ず受付でその場所に連絡を取り、許可を得る段取りになっている。たまたまとちゅうで逢あって、招かれることもあるが、少なくとも所在が知れないように気け配はい断だちをして訪問することはない。

　げほげほと苦しそうな咳せきをしながら、右京は笑う。

「いやぁ、だって、先に知らせてから来ると、こんな藍らん月げつ様には逢えないだろう？」

　右京はくすくすと笑いながら、ほっそりした指先で喉のどをなぞる。次第にくっきりと鮮あざやかに、手の形をした痣あざが浮き出てくる、喉―――。

「消せ！」

　吐き捨てるように怒ど鳴なった白蛾に、右京は笑って肩を竦すくめる。

「はいはい[image: ]」

　懐ふところの呪じゆ符ふ入れから、一枚の呪符を取り出した右京は、それで喉をするりと撫なでた。ぬぐい取られたように、手の形の痣が消える。

　痣が見えなくなっても、それはけっしてなくなったわけではない。事実は消えない。

「……大丈夫ですか？　叔お父じ上うえ」

　俯うつむいたまま両手を見つめている藍らん月げつに、白はく蛾がはそっと声をかける。返事をしようとしているが、藍月は顔を上げることも声を出すこともできない。白蛾は静かに藍月を見つめ、そっと肩を抱くようにして歩き、襖ふすまが開けられている隣となりの座ざ敷しきにある長なが椅い子すに、藍月を座らせる。

　実際に首を絞しめられていた右う京きようよりも、首を絞め上げていた藍月のほうが、今にも息いき絶たえてしまいそうに痛々しい。




　白蛾の後を追って、首を絞められている右京を見てしまった綱つな紀きは、思わず生いけ垣がきの陰に隠れてしゃがみこんだ。

（前に見た、右京さんの首の痣―――）

　誰だれかに絞められたかのような、生々しい痣は……。

―――陰おん陽みよう寮りように顔を出したときは、いつもこうだから。

　笑っていた、右京。

（あれは、ここで……）

　あの人につけられたものなのだろうか。毎回―――。




　同じく、生け垣の陰に隠れた如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいは蒼そう白はくになり、どきどきとしながら頭を抱える。

（どうしよう……）

　見て、しまった。見てはいけないものを。

　先の金こん剛ごう院いん、呪じゆ禁ごん師し・幸か徳で井い藍月は能力も品格も優すぐれた術者として、皆から尊敬されている。未婚の美男子であるので、女性からの人気も高い。その藍月が、こともあろうに、あんなことを……！

　白蛾が気け配はい断だちをしてまで、この場所に向かった理由がわかり、鹿鳴はこの場から消えてしまいたいと切に思った。




「……わたくし、自分に封ふう縛ばくの力がないことが口くち惜おしいわ」

　ぎゅっと両手で扇せん子すを握り、紅べに緒おは踵きびすを返す。

「封縛の力があれば、あなたがたの記き憶おくを封じて、ここで見たことをなくしてしまえますのに……！　よろしいこと？　あなたがたが今、ここまで来られましたのは、わたくしといっしょだったからですのよ」

　妹の紅緒だったから、白蛾の後を追うことができた。鹿鳴は紅緒に頷うなずく。

「はい、わかっております」

「ならば、長居は無用です。お兄にい様が気づかれる前に行きましょう」

　速すみやかに立ち去る紅べに緒おに、置いていかれそうになり、慌あわてて鹿ろく鳴めいは腰を上げた。綱つな紀きも二人に置いていかれないよう、急いで立ち上がって追いかける。

　気け配はい断だちをしていた白はく蛾がは、同時に人払いの術も行っていた。白蛾と同じ血を持つ紅緒がいっしょだったから、白蛾に気づかれることなく、ここまで近づくことができたのだ。

「あ、あの、紅緒さん、あの方は……？」

「ご存じないなら、そのままでよろしくてよ」

「俺おれは前にも、右う京きようさんの首の痣あざを見てます」

　小道を後戻り、広い道に出たところで言った綱紀に、紅緒は足を止める。

「武む庫こ川がわ右京は、俺の絶ぜつ佳か庵あんの術師です。性格悪いし、根性も捻ねじ曲がっていて、とことん嫌いやな奴やつですけど、だからと言ってアシスタントの俺が何も知りませんでした、見過ごしましたじゃ、すまされません」

　個人的に右京が嫌いだからといって、ほかの者が右京に無む体たいなことをするのを、放ってはおけない。譲ゆずらない、まっすぐな綱紀の瞳ひとみを見つめて、紅緒は観かん念ねんするかのように、息を吐はく。

「……あの方は、先の金こん剛ごう院いん。わたくしの叔お父じで、幸か徳で井い藍らん月げつという呪じゆ禁ごん師しで、血けつ縁えんである葉は隠がくれ家から受け入れを拒こばまれた孤こ児じである武庫川右京の後こう見けん人にんです」

「後見、人……」

　保ほ護ご者しやに当たる人物が、右京を殺そうとしていたというのか。

　驚おどろいた綱紀だが。

（ありえる☆）

　武庫川右京の場合は！

　親切で心優やさしい人間の気持ちを踏ふみにじり、その人の嫌がるような真ま似ねをしたいのが、武庫川右京という腐くされ外げ道どうなのだ。

（……次から、菓子折持ってきたほうがいいかな）




「武庫川右京の両親のことをご存じ？」

「え？　あ、いえ、知りません」

「そう」

　紅緒がこんなことを尋たずねるということは―――。

「教えていただけますか？」

　知っておいたほうがいいような気がしてそう言った綱紀に、紅緒はにっこりと微笑ほほえむ。

「お茶を飲みながらでしたら、よろしくてよ？」

　お茶、というと、あの☆

「唇くちびるがみるみる腫はれてタラコになるお薬ですとか、正座した足だけに、強烈に痺しびれが来るお薬の調ちよう合ごうを、研究しているとちゅうですのよ[image: ]」

　ほっほっほ[image: ]　と着物の袖そで口ぐちを口くち元もとに当てて、お上品に紅べに緒おは笑う。

「……協力します」

　綱つな紀きは嫌いやだったが、その薬の完成品がさっきの痴ち漢かん僧そう侶りよのような男に用もちいられるのだったら、研究を手伝うのも悪くはないかなと、諦あきらめた。

「鹿ろく鳴めい様」

「は、はいっ」

「職しき員いん令りように連絡をお願ねがいしますわね」

　右う京きようのことを頼まれたのは鹿鳴だが、それは白はく蛾がに引ひき継つがれている。白蛾が右京を連れて行くことを、鹿鳴が知らせておかなくてはいけない。

　にっこりと微笑ほほえんで、あっちへ行けと紅緒に言われて、鹿鳴はすごすごと尻尾しつぽを巻く。

（あぁ、如きさ月らぎさん……）

　あてにしていた結けつ界かい師しの退場を、綱紀は情けない顔で見送った。

「さ、お茶にいたしましょう[image: ]」

　華はなのように微笑んで、紅緒は綱紀をもう一度野の点だての席に誘う。

　綺き麗れいな華には刺とげがある、その言葉の真実を、綱紀はひしひしと実感した。




　近くの事務室で電話を借りた鹿鳴は、幸か徳で井い白蛾が武む庫こ川がわ右京を連れて行くことになったと報告した。

「先ほどから、桃もも枝えだ綱紀殿の呼び出しを行っているのだが……」

　綱紀は右京の連れだ。白蛾が連れて行くのが右京だけと聞いて、職員令の者は電話の向こうで、言いい難にくそうにする。金こん剛ごう院いんの結界師を雑事に煩わずらわせるのを、躊ちゆう躇ちよしているのだろう。

「桃枝さんのいらっしゃるところなら、知っております。動けない事情があるのでしょう。よろしければ、わたしが迎むかえに参りますが」

　親切めかして言った鹿鳴に、電話の向こうは素直に喜んでくれた。




　紅緒が綱紀に話したのは、陰おん陽みよう寮りようで公然の秘密となっていることだった。武庫川右京という男は、術者に乱らん暴ぼうされた巫み女こが産んだ私生児であるらしい。しかも、どちらもかなりの実力のある術者だというのだから、血筋だけを言うのならまさしくサラブレッドだ。

（実力があっても歓迎されないわけだ……）

　関係者の複雑な心理もわかる。複雑すぎて、右う京きようは両親のどちらの姓せいも名乗っていない。当時金こん剛ごう院いんの術者だった幸か徳で井い藍らん月げつの想おもい人びとだったという右京の母親は、右京と顔がそっくりだという。

（美人だよなぁ……）

　それもかなりの。あの性格の悪い、根性の捻ねじ曲がった右京にさえ、ときおりどきりとさせられることがあるのだ。性格のいい可か愛わいい美人となれば、これはもう……[image: ]

（いやいやいやうんうんうん）

　乱らん暴ぼうという禁断のシチュエーションに、ちょっとどきどきしてしまった綱つな紀きは、もやもやするイケナイ妄もう想そうを追い払う。




「だいたい、強欲ですわ！　死んでなお、叔お父じ様の心を独占してますのよ、あの女は！」

「……はぁ、そうれふね……」

　茶ちや碗わんを抱えた綱紀は、唇くちびるを見事な辛から子し明めん太たい子こ型がたに変えて、頷うなずく。

（うー、びりびりする☆）

　唇は痺しびれて熱ねつを帯びていて、自分で自分の顔を見るのがコワイ。

　紅べに緒おは容よう赦しやなかった。遠えん慮りよもなかった。情報と引ひき換かえなのだから、綱紀はひたすら我が慢まんするしかない。

（ちくしょー☆　それもこれも、全部あいつが悪い……！）

　右京の出しゆつ生しようがちょっとややこしいのが、よくないのだ☆

「あぁ、お気の毒な叔父様……」

　ドラマチックに悲ひ嘆たんに暮くれるヒロインの動きで、美び麗れいな着物の袖そでを返して、そっと紅緒は涙を拭ぬぐう。芝しば居いがかってわざとらしいが、美人なだけに、やたらと様さまになって綺き麗れいだ。

（兄コンで叔父コンだ……☆）

　さっきの痴ち漢かん坊ぼう主ずはアレだが、紅緒の目が他よ所そに向かないのは、身内に色男で有能な連中が多いからに違いない。あんな男ばかり見み慣なれていると、とてもではないが見み劣おとりして、ほかの男なんて相手にできない。

「そうれふね、死ななくてもいいれふね」

　とりあえず同意して見せた綱紀を、きっと紅緒は睨にらむ。

「これだから殿方は嫌いやですわ！　無む理り矢や理り純じゆん潔けつを奪うばわれて、どれだけ咲さく良ら様が苦しまれたか、わかりませんの!?　死を選ぶということは、そういうことですのよ！」

（何なんだ☆）

　女心と秋の空と言うが、紅緒が咲良を嫌っているのかそうでないのか、綱紀にはさっぱりわからない。

「べにほさんほ、きをふけてくらさいね」

　今日きよう、ちょっと見かけただけだが、あの僧そう侶りよはヤバイと綱つな紀きは思う。今日は白はく蛾がもいたが、どこかに連れこまれてしまえば、紅べに緒おは洒落しやれにならない貞てい操そうの危機きだ。

「わたくしは死にませんわ！　えぇ、そんな男のために、死んでたまるもんですか！　美しく生まれてしまった女は、いつの時代でも星の数ほどの男に狙ねらわれますの！　危険がつきものですのよ！　だいたい、女が男に襲おそわれたからと、いちいち命を絶たっていては、地球上に女おんな旱ひでりが起こっていますわよ。わたくしがもしもそんなことになったとしたら、死んだほうがマシと思えるような仕返しをしますことよ！　本人だけでなく親しん類るい縁えん者じやすべて、七代に亘わたって一人残らず一いち蓮れん托たく生しようですわ！」

　おーっほっほっほっ！

（さらに悲ひ劇げきが拡大しそうだ……☆）

　泣き寝入りしない紅緒のバイタリティは強したたかで素す晴ばらしいが、しかしそれを推すい奨しようするのはいかがなものか。血縁者だからといって、顔も見たことのない遠縁の男の巻まき添ぞえになっては、たまらない。紅緒を敵に回した場合、法で裁さばけないような陰いん湿しつな方法で、一生ちくちくねちねちとやられそうで怖い。

　さっきから、綱紀の肩に蝶ちようがうろちょろとしていて、なかなかうっとうしい。払はらい除のけたいのだが、うまく手が動かなくて、身動きができない。

　どこからか飛んできたもう一羽の蝶が、紅緒の前をひらりと舞まう。

「あら。奥おく殿どのでお呼びだわ」

　紅緒が蝶の羽を摘つまむと、それは一枚の書状に変わった。

（あ、あれ？）

　変化する蝶を見て、綱紀は目を瞬しばたたく。あの蝶と、今綱紀に付きまとっている蝶は、とてもよく似ていた。

（あ……！）

　受付で鳥に変化して飛んで行った葉書の式しき神がみがあったが、連絡事項で飛ばされるそれはすべて鳥の形をしているわけではないのだ。術者から送るものが鳥で、陰おん陽みよう寮りようから送るものが蝶々。

「では、桃もも枝えだ様。どうぞごゆっくり」

　綱紀に迎むかえが来ているのをさっくりと黙もく殺さつしていた紅緒は、艶あでやかに微笑ほほえんで、綱紀を置き去りにして立ち去った。

（うわー……☆）

　紅緒に盛られた薬のせいで動けない綱紀は、どうしたものかと途と方ほうに暮くれる。身動きできないのは紅べに緒おのせいだが、それを言いつけると、その後の紅緒の報ほう復ふくが怖い。




「桃もも枝えださん……！」

　紅緒がいないことに安あん堵どして、野の点だての席に近づいた鹿ろく鳴めいは、振り返った綱つな紀きの顔を見て、腰を抜かした。




　右う京きようは襟えり首くびを捕まれて、猫の子か何かのように白はく蛾がに引きずられていった。

　落ち着くようにと、白蛾に冷たい水の入ったコップをもらった藍らん月げつは、それを手から滑すべり落とす。飲みたいと思った水は、敷しき物ものの上にすべて零こぼれ、藍月の喉のどを潤うるおすことはない。

　ついさっきまで手の内にあったものは、どんなに欲してももう藍月のものにはならない。

　濡ぬれた敷物と欠けたグラスを片付けねばならないのが、煩わずらわしかった。

　自分のものではなくなってしまった、それ。

　元には戻らないもの。

（咲さく良ら……）

　右京は望まれざる誕たん生じようをしたが、人道的に誰だれもそれを阻はばむことができなかったからだ。生まれながらにして、誰もに疎うとまれた子どもを藍月は見捨てることがてきなかった。目を逸そらして忘れるには、右京はあまりにも咲良に似すぎていた。

　不幸な生まれであるから、右京は自分が助けてやらなければならないと藍月は思っているのに、誰より一番酷ひどいことをしている。引ひき継ついだ力が素す晴ばらしければ素晴らしいほど、疎ましく、憎悪してしまう。




　咲良は死にながら、未いまだ藍月の中で生きている。

　藍月は生きながら……、咲良のことを想おもい煩い、死んでいる。










　　　　符ノ四　似て異なるもの







　とちゅうで逃げられないよう、しっかり襟えり首くびを捕まえて奥おく殿どのに右う京きようを連れていった白はく蛾がは、そのまま右京といっしょに陰陽頭おんみようのかみのところに向かうよう指示された。

「……とことん信用がないな」

　ほかの者は右京にまんまとしてやられる虞おそれがあるが、白蛾なら右京に逃げられることは絶対にない。素そ行こうの悪さをばっちり言い当てられていたものの、右京はすっとぼける。

「はっくんに用事があるんじゃないのかな？」

「その呼び方はやめろ……！」

　声を低くして、周りを気にした白蛾に、右京は笑う。

「あぁ、ごめんごめん[image: ]」

　つい口が滑すべって。右京は詫わびるが、まったく誠せい意いはこもっていない。陰おん陽みよう寮りようの術者として最高位の称しよう号ごうである唯一の院いんと、数百ある最低位の称号の庵あんである。格かくは厳げん格かくにお互いを隔へだてるもので、同期であれ、幼少時のような付き合いはできない。今は誰だれも周りにいなかったので、聞かれなかったが、誰かに聞かれていれば絶対に咎とがめられる。身のほどを弁わきまえろと言われるのは、二人ともだ。叱しかられたり怒られたりするのが好きな、トラブルメーカーである右京は、そうなれば願ねがったりだが、白蛾はそれだけではすまない。高い地位に身を置くということは、その地位に見あうだけ、失うものをたくさん持っているということだ。名めい門もん陰おん陽みよう師じ・幸か徳で井い家の者で受うけ継ついできた金こん剛ごう院いんの称号は、すべての先せん達だつの名めい誉よそのものであり、とても重い。不名誉な叱しつ責せきを受けるわけにはいかない。

（――――そういえば、久方ぶりかもしれない）

　陰陽頭は偉い人なので、いろいろと多忙であり、何か用事がない限り陰陽寮にいても顔を合わせることは稀まれだが、それにしてもいつ顔を拝見したのが最後か、定さだかでないなと白蛾は思う。三週間以上、だろうか。仕事はきちんとこなされているようなので、陰陽頭が病気で臥ふせっているということはないのだが。




　陰陽寮の奥殿は、平へい安あん時代の内だい裏りと同じ造りになっていて、陰陽頭の私室となっているのは、御お常つね御ご殿てんと呼ばれる建物だ。来客と応対したり、術者に直じき々じきに命めいを与えたりするときには、清せい涼りよう殿でんか紫し宸しん殿でんを使うのだが、右京と白蛾は御常御殿に行くよう指示された。

　渡わた殿どのを通って向かった陰おん陽みよう頭のかみの御お常つね御ご殿てんには出で迎むかえの世話役はおらず、稚ち児ごの人型をした式しき神がみが現れて、右う京きようと白はく蛾がを陰陽頭・久遠くおん景かげ光みつの御座おましに案内した。

　御み簾すの向こうに人ひと影かげが見え、式神とともに入室した白蛾は恭うやうやしくお辞じ儀ぎする。

「金こん剛ごう院いん幸か徳で井い白蛾、絶ぜつ佳か庵あん武む庫こ川がわ右京を連れてまいりました」

「「武庫川右京っ！　貴様にあてて、何度式しきを打ったと思っておるか！　わしの呼出しをことごとく無視しおって……！」」

　一段高い平敷御座ひらしきのおましから、ステレオで二重に聞こえた声に、白蛾と右京はぎょっとする。

　左右に控ひかえた式神によって、するすると上げられた御簾の向こうにいた人影が、ゆらりと動いて座り直す。左右に分かれて。




　御簾の奥の平敷御座に置かれた座ざ布団ぶとんに座っているのは、まったく同じ姿形をした四十代半なかばの男だ。相そう貌ぼうも同じなら、身につけているものも同じ。




（双ふた子ご？）

　そんなことは白蛾も右京も初耳だ。ここを式神に任せて人払いをしてあるのは、これが何か極秘事項に当たるためなのかと、白蛾は深読みする。

「あ、あの、陰陽頭様……」

　影武者が必要な、何かこみいった事態に陥おちいっているのだろうかと、遠えん慮りよがちに声をかけた白蛾を一いち瞥べつし、陰陽頭は右京を睨にらみつける。

「「間違い呪じゆ符ふなんぞ寄よ越こしおって！　何をぼっーと見ておる！　さっさとこれを解とかぬか！」」

　二人の陰陽頭はまったく同時にそう怒ど鳴なり、握にぎった扇せん子すを右京に向かって投げつけた。二本飛んだはずの扇子は、いつの間にか一本になり、すこーんと右京の頭に当たる。

「そんな、二人で怒らなくっても」

「「二人にしたのは、どこの誰だれだ!?」」

　ふるふると陰陽頭（×２）は拳こぶしを握って身を震ふるわせる。

　この言い方をするということは。

（こいつの呪符か……）

　白蛾は目眩めまいを感じて、思わず額ひたいを支えた。式神が自在に使えるというのに、現陰陽頭である久遠景光が本当は双子だったのかとか、影武者だとかそういう発想をしてしまった時点で、白蛾は相当動どう揺ようしていたことを自覚した。敵を欺あざむくには、先まず味方からと言う。ここでネタバレをしてしまっては、まったく意味がない。

　にっこりと微笑ほほえんで、右京は首を傾かしげる。

「半分の年ねん齢れいに、っていう注文はクリアですよねぇ？」

「「誤ご魔ま化かすでない！」」

「いやぁ[image: ]」

　照てれ笑いする右う京きように、陰おん陽みよう頭のかみ（×２）は怒ど鳴なる。

「「褒ほめておらん！」」

「えへ[image: ]」

「……陰陽頭様のお姿をお一人に戻せ、今すぐに」

　のらりくらりとする右京に、これ以上喋しやべっていても時間の無む駄だと判断した白はく蛾がは、呪じゆ禁ごん師しとしていつも携帯している刀をすらりと抜いた。磨き抜かれた白はく刃じんが、ぎらりと光る。

「ハイ」

　躊ちゆう躇ちよすることなく首に突きつけられた切きっ先さきに、右京は両手を挙あげて降参した。




　陰陽頭である久遠くおん景かげ光みつが、封ふう縛ばく師し・武む庫こ川がわ右京に欲した呪じゆ符ふは、年齢を半分にする呪符だ。高齢である陰陽頭は、そのせいで身体からだのいろいろな部位の自由がきかなくなっている。陰陽頭として、まだまだ現げん役えきで仕事をこなすために、封縛による若さを望んだのだ。封縛の呪符で年齢を封じれば、本来の姿形は変わらないが、他者の目に映る容よう姿しは変わり、無理に張らなくても声が届く。この類たぐいの封縛は集団催眠に属する錯さつ覚かくの術だが、それでも十分に封縛された人間とその周囲の関係を円えん滑かつにする。




　頼りになる呪禁師に、うんうんと涙を流しながら陰陽頭（×２）は頷うなずき、右京は悩ましげに溜ため息いきをつく。

「もったいないなぁ、面おも白しろいのに」

「「貴様の娯ご楽らくになってたまるか！」」

「もっともでございます」

　苦労が絶たえないなと思いながら、白蛾は頷いた。

　現在の陰おん陽みよう寮りようの術者には、封縛師は武庫川右京一人しかいない。封縛の術を記した指し南なん書しよは陰陽寮の図と書しよ殿どのにあるが、それを繙ひもといて実践できる術者がいないのだ。

　各種の術は術者としての素質や技量だけでなく、適性を必要とする。術者の用もちいる術には、適不適があり、術者は己おのれに適した得意とする方面の能力を磨みがく。

　他者の感覚を捻ねじ曲げる封縛の術は、かなり高度で難なん易いな術だ。術者が右京一人なので、悪戯いたずら半分に妙ちきりんなことをされても、実害が出るまでそれがわからないのがうっとうしいところだ。陰陽頭の依頼した今回の呪符においても、調ちよう子しよく呪符を活用して一晩寝て起きたら、二人に分裂していて、一ひと騒そう動どうということになったのだ。

　二人に分裂したように見えても、元は一人であり、本当に分裂したわけではない。陰おん陽みよう頭のかみが二人いるからといって、食事の膳ぜんは二つ用意しなければならないわけではなく、陰陽頭の前で勝手に二つに増える。衣類や草ぞう履り、厠かわやや風ふ呂ろの浴よく槽そうまでその調ちよう子しで二つに増えた。二人に増えたように見えても、陰陽頭は一人なので、その二人が別行動をとれるわけではない。二重写しになって見えているだけだ。最初はどうしたものかと、陰陽頭は側そば仕づかえの術者たちと途と方ほうに暮くれたが、何日か経たつうちにいくらかのコントロールを覚え、御み簾すの中で横ではなく縦たて並ならびになって誤ご魔ま化かすという方法に行き着いた。苦く肉にくの策さくである☆




「呼出しなんて来てたかなぁ」

「「何度も送ったわ、馬ば鹿か者もの！」」

「うーん、じゃあ、来てたということで[image: ]」

「「間違いなく送った！」」

　さすがの陰陽頭も、こんなことになっていますというのは、格かつ好こう悪くて大声で言えない。大至急ということで何度も式しきを打ち、右う京きように呼出しの蝶ちよう々ちようを送っていたのだが、絶ぜつ佳か庵あんに着いたそれらはすべて、潮しお路じさんの玩具おもちやとなって消えた。もちろん、右京はそれに気づいていたが、見て見ぬふりである。

「呪じゆ符ふはどちらに？」

「「ここだ……！」」

　尋たずねた右京に向かって、陰陽頭（×２）は左腕の袖そでをぐいと捲まくり上げる。

　上腕部に貼はりつけられている呪符が見えた。

（二百万円の呪符……）

　呪符を見た白はく蛾がは溜ため息いきをつく。なまじ高こう額がく呪符であるために、施せ術じゆつ者しや以外には剝はがすことができず、入浴等によって損なわれることもなく、効力が長く持続しているのだ。陰おん陽みよう寮りように何度も右京を呼びつけて、呪符を書かせずにすませようとした陰陽頭の思いが裏うら目めに出たようである。

「んじゃまあ、修正ということで[image: ]」

　にこりと微笑ほほえんで、右京は懐ふところから筆入れを取り出す。

　間違い呪符だが、剝がすと二百万円はパアである。まだまだ使える呪符なのだから、ちょいちょいと修正を入れて、このまま使い回すほうが断然お得である。

「「さっさとせい！」」

「はいはい」

　では失礼と一礼し、筆を持った右う京きようは陰陽頭おんみようのかみ（×２）に近づく。二メートルぐらい近づいたところで、右京の姿も分裂して二人に増えた。

（これは……）

　右京の後について刀を構かまえながら、白はく蛾がは頭痛を感じる。なるほど、陰陽頭の姿を見かけなかったわけだ。右京の強力な封ふう縛ばくの力で万事この調ちよう子しでは、たまったものではない。白蛾の姿も、ある距きよ離りまで来ると二人に分裂した。分裂している本人にも、二人になっている感覚があるので、ものすごく不ふ思し議ぎな気分だ。歳としはとってもさすが、陰陽頭。強きよう靱じんな精神の持ち主であるからこそ、このすちゃらかな状態に耐たえられたのだろう。

　さて、と差し出された陰陽頭の上腕部を前に筆を構えた右京に、むっと眉まゆを顰ひそめて白蛾は刀を突き出す。

「よからぬことを考えるな」

「いやぁ[image: ]」

（こいつ……！）

　へらりと笑う右京の襟えり足あしに、白蛾はちくちくと切きっ先さきを当あてる。封縛の術については明るくないが、付き合いが長いので妙な行動をしようとしているときの右京は、雰ふん囲い気きでわかる。

「ああっ、痛い痛いっ[image: ]」

　嬉うれしそうに悲鳴をあげながら、右京はいま正まさに書きこもうとしていた筆先の位置を変えて、呪じゆ符ふを修正した。筆をしまって印いんを結び――――。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう？」

「どうして半疑問形だっ!?」

　いっそ斬きり捨ててやろうかと思う白蛾に、右京は笑う。

「いやー、何となく？」

「「何が何となくじゃ！　この馬ば鹿か者もの！」」

「そんな、二人で怒んなくっても」

「「やかましいわ！」」




　ぼうん！




　呪符が光り輝かがやいて、破裂するような音とともに白はく煙えんが上がり、二重写しになっていた陰陽頭と右京の姿が、一人に戻った。

「……ふう……」

　陰陽頭は、疲れきった様よう子すで脇きよう息そくに凭もたれかかる。抜ばつ刀とうしていた白蛾は一礼し、刀を鞘さやに納めた。疲ひ労ろう困こん憊ぱいという様よう子すの陰おん陽みよう頭のかみに、右う京きようは微笑ほほえむ。

「お歳としなんですから、無理しちゃいけないなぁ」

「誰だれのせいだ！」

　顔を真まっ赤かにして激げつ昂こうする陰陽頭の代わりに、右京のすぐ近くにいる白はく蛾がが、グーで右京の頭を殴なぐっておく。

「陰陽頭様、血圧が上がります」

　右京の呪じゆ符ふの力で見た目は四十代だが、陰陽頭の本来の年ねん齢れいはその倍である。

　長居は無用とばかりに、白蛾に引きずられるようにして、一段高い平敷御座ひらしきのおましから下がった右京は、しみじみと陰陽頭を眺ながめ、はっとする。

「あ、記念写真撮とっておけばよかった」

「ふざけるな！」

　陰陽頭の投げたふかふかで分厚い座ざ布団ぶとんフリスビーを顔面に受けた右京は、板の間の端まで吹っ飛んだ。ひっくり返った右京の、西にし陣じん織おりの豪ごう華かな座布団の似合う美び麗れいな顔が、陰陽頭には腹立たしい。

　溜ため息いきをつき、白蛾は右京の襟えりを摑つかんで引き起こす。

「それでは……」

「あぁ、いや、まだ呪符を書いていってもらわねばならぬ」

　正直、とっとと追い出したいところだったが、そうもいかないと陰陽頭は頭を抱かかえる。




　本日の右京の呼出しは、陰陽頭が以前書かせた呪符のこともあるが、今日きよう訪れることになっていた客、小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくがいつも使っている呪符と、渡辺綱わたなべのつなの子孫であり将来有望（？）な術師・桃もも枝えだ綱つな紀きの指し南なん役やくである熊くま谷がい露つゆ彦ひこの呪符を書くためである。




　陰陽頭の御座所おましどころから下がり、奥おく殿どのの小こ御ご所しよの座ざ敷しきで白紙の呪紙を支し度たくしてもらった右京は、筆をとってさらさらと呪符を書く。奥殿に勤務する術者に懇こん願がんするような目で見られた白蛾は、ここでも右京の監かん視し役やくだ。一枚だけでいい熊谷露彦用の呪符は、呪紙を支度した術者がすぐ横について右京が書き上げるのを待ち、それだけを持って下がった。

「小金沢クン用の呪符は、けっこう書き溜めてたように思うんだけどなぁ」

　常連の上得意である小金沢尊徳がよく利用する封ふう縛ばくの呪符は、恐怖心や嫌悪感を封縛する呪符である。

「このところ、よく来られていたからな。あの呪符は、他ほかの客にも使われるし」

　絶ぜつ佳か庵あんに居きよを移し、右京は陰おん陽みよう寮りように常じよう駐ちゆうしていないので、呪符は何十枚か書いて在庫管理され、必要に応じて使われている。その都つ度ど、来客の注文に応じて書かれる呪じゆ符ふではないため、封じる効果の対象となるものはひとつと限定してある。

　法ほう力りきなどまったくない徳とくの低い僧そう侶りよであるが、口が達たつ者しやで容姿も見み栄ばえする小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくはその能力以上の人気を持つ、商才のある人物だ。僧侶である小金沢尊徳を頼って持ちこまれるモノは、小金沢尊徳に構かまってほしいという下心見え見えの女性たちによる他愛たわいないモノから、評判を聞きつけて来たという本当に恐ろしくて厄やつ介かいなモノまで多種多様。そのモノを滅めつしても、一目見ただけで一生悪夢にうなされるような強烈なものがあったりして、なかなか侮あなどれない。小金沢尊徳にとって、右う京きようの封ふう縛ばくの呪符は、なくてはならない必ひつ須すアイテムなのだ。

「―――白はく蛾が様」

　縁えんから遠えん慮りよがちに奥おく殿どのの術者に呼ばれた白蛾は、呪符を書いている右京を横目で見ながら、座ざ敷しきを出る。緋ひ袴ばかまの巫み女こ装しよう束ぞくの女性術者は、タイプの違う男前である右京と白蛾を一度に見ることのできる機き会かいに、どぎまぎとしながら言う。

「本日、小金沢様がお持ちになった掛かけ軸じくがございます。お忙しいとは存じますが、お二人にご覧らんいただけないでしょうか」

　白蛾だけでなく、右京にも検分を願ねがうという掛け軸に、白蛾は眉まゆを顰ひそめる。滅するものが描かれているとか、怨おん念ねんがこめられているようなものならば、それを滅したり祓はらったりする術者は、陰おん陽みよう寮りようにいくらでもいる。奥殿に来ているからといって、わざわざ白蛾と右京に声をかける必要はない。

（何か、わけありの品か）

「わかりました。拝見しましょう」

　快かい諾だくした白蛾に、使いの巫女はほっと頰ほおを緩ゆるめる。

「紫し宸しん殿でんで、お待ちしております」




　紫宸殿で本日の来客である小金沢尊徳の応対をしていたのは、先の金こん剛ごう院いんであり、結けつ界かい師しの八や重え垣がき雄ゆう飛ひだった。

　奥殿に呼ばれた幸か徳で井い紅べに緒おは、小金沢尊徳の依頼で呼ばれた（御指名[image: ]）とわかり、心中でげんなりする。同じ金剛院の術者でも年長者の威い厳げんのある八重垣雄飛の前であり、場所が奥殿であることから、外そと面づらのいい小金沢尊徳は聖せい人じん君くん子しぶって、紅緒にべたべたとすることはなかった。女好きの痴ち漢かん男の本性を現してくれたほうが邪じや険けんにしやすいのにと、紅緒は悔くやしい気分で小金沢尊徳を睨にらむ。

　在庫管理されて大切にしまわれていた封縛の呪符で、恐怖を取とり除のけてもらった小金沢尊徳は、さっき紅緒が見たときよりも、いくぶん顔色がよくなっていた。

　今日きよう、小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくが陰おん陽みよう寮りように来たのは、檀だん家かから掛かけ軸じくを譲ゆずり受けてから、どうも夢見が悪くなり、調ちよう子しがよくないということでだ。霊れい障しようの類たぐいを疑っている。

「紅べに緒お殿、こちらの無む銘めいの掛け軸なのだが」

　雄ゆう飛ひに示された桐きりの箱に納められた掛け軸を、紅緒は一いち瞥べつする。

「わたくしの祓はらいが必要なのでございますか？」

「さて、それがよくわからぬのだ」

　難むずかしい顔になる雄飛に、小金沢尊徳は口を尖とがらせる。

「何だかよくわかりませんけど、とにかくそれを見てから嫌いやぁな感じがするんですよ……！　夢見も悪くて、寝苦しいですし」

　無銘の物ではあるが、昔古美術商に勧められて、かなりの値段で購こう入にゆうしたものであるからと、檀家に譲り受けたものらしい。

「どなたかの生いき霊りようでもとり憑ついてらっしゃるのじゃありませんこと？」

　小金沢尊徳の見た目と口の巧うまさに騙だまされて、言い寄る女性は星の数ほどだ。よろしくやっているのだろうから、弄もてあそばれた女の怨おん念ねんでもこびりついていそうなものだが、法ほう力りきなしの似え非せ坊ぼう主ずは、早くから陰陽寮で世話になっていたのが幸いし、その手のモノが簡かん単たんに寄りつけない体質になっていた。紅緒としては、忌いま忌いましい限りである。

「ははは[image: ]　もてる身はつらいですね[image: ]　生霊でも、紅緒さんなら大歓迎なんですが[image: ]」

「まぁ、お上じよ手うずですのね」

　着物の袖そでを口くち元もとに当て、ほほほと紅緒が微笑ほほえむ。

（冗じよう談だんじゃありませんわ）

　腹立たしくて、ぷちっと息の根を止めてやりたいが、こんな男に生霊となってまで執しゆう着ちやくする気など、紅緒には毛頭ない。命短し恋せよ乙女おとめなのである。この男のことなんて考えるだけでも、時間の無む駄だ遣づかいでもったいない。

「先ほど開かせてもらったが、わたしの目には、特に注意すべきものとも見えぬのだがな。念のため、白はく蛾が殿と右う京きよう殿にも、見てもらおうと思っている。紅緒殿は何か感じるものはあるだろうか」

　悪霊や鬼というような強烈なモノが描かれている場合、掛け軸は開かれないままでも、相当の邪じや気きを発する。八や重え垣がき雄飛に尋たずねられたが、紅緒も特に何も感じない。

「わたくしには、何も」

「悪いモノにあてられて倒れそうになられたら、わたしに頼ってください、紅緒さん。霊能力はありませんが、この二本の腕であなたを支えることはできましょう」

　真しん摯しに言って、手を握ろうとする小金沢尊徳から、紅緒はするりと身をかわす。

「身のほどを弁わきまえるのも、よい術者の証あかしですの。倒れるなんて、わたくしはそのような無ぶ様ざまな真ま似ねは晒さらしませんわ」

（ふざけないでよ、この助すけ平べ！）

「これは、失礼いたしました」

（このわたしにそんな乱れた姿を見られたくないんだね！　何て可か愛わいい人なんだ！）

　腹の内は見事にすれ違ったまま、表面だけは和なごやかに、紅べに緒おと小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくは微笑ほほえみ交かわす。

　不ふ穏おんなものが漂ただよっているのは、掛かけ軸じくなどではなく、この二人の仲である。八や重え垣がき雄ゆう飛ひはとっても居心地いごこちの悪ーいものを感じて、ちらりと縁えんのほうを窺うかがった。巫み女こに案内されてやってくる術者の姿に、雄飛は救われた気持ちになる。

「白はく蛾が殿、右う京きよう殿」

「お待たせしまして申し訳ありません。金こん剛ごう院いん・幸か徳で井い白蛾、参りました」

「小金沢クーン、元気だったー？」

　ひらひらと手を振る右京は、爪つま先さきを白蛾の刀の鞘さやに引っかけて、顔面からひっくり返った。

「痛～……☆」

「挨あい拶さつの仕方を知らぬから、罰ばちが当たったのだろう」

　涼しい顔で言ってのけ、白蛾は座ざ敷しきに入る。

　年ねん齢れいが近しくてすっかり顔馴な染じみであっても、奥おく殿どのの中で陰おん陽みよう寮りようの客人を馴なれ馴なれしくも『くん』付けで呼ばわった右京に、ぎょっとした八重垣雄飛だったが、豪ごう快かいに転倒されて、意見しようとした言葉を呑のみこむ。小金沢尊徳は、恐る恐る右京を見つめる。

「だ、大丈夫ですか？　右京さん……」

「平気平気[image: ]」

　鼻血を出しながら、絶ぜつ好こう調ちようだと右京は小金沢尊徳に笑った。




「二人に見てもらいたいのは、小金沢様がお持ちになったこちらの掛け軸だ」

　八重垣雄飛は桐きりの箱から掛け軸を取り出し、それを手で持って広げる。




　見せられたのは、竹垣と一木の柳を描いた、初夏らしい彩色も鮮あざやかな綺き麗れいな絵だ。銘めいはないがそれでも十分、素す晴ばらしい腕の絵師の手によるものと推測できる。

　幽ゆう霊れいや妖よう怪かいの絵や、侍さむらいの斬ざん首しゆを写した絵か何かかと想像してきた白蛾は、毒気を抜かれる。

「これが、何か……？」

「いや、何も感じぬのならば、よいのだが」

　八重垣雄飛は客人の手前、どうしたものだろうかと悩む。

　じっ、と掛かけ軸じくを見つめ、くすりと右う京きようは笑った。

「ふーん」

　右京の微笑ほほえみに、白はく蛾がと紅べに緒おは嫌いやぁな気分になる。












（（何かある！））

　これは霊れい感かんや勘かんなどではなく、経けい験けんによる学習である。

　白蛾は小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくに、にこやかに微笑む。

「ここまでお持ちになられたのですから、小金沢様の気分を害する物であることはたしかです。絵柄か、これを描かれた絵師か、どこかに何か、わたしどもにはわかりかねます、深い業ごうか因いん縁ねんがあるのかもしれません」

「憂ゆう慮りよありませんよう、きちんとお焚たき上あげして、お祓はらいし、供く養よういたしましょう」

　幸か徳で井い兄妹は連携も麗うるわしく、小金沢尊徳に畳たたみかける。

　不要なお焚き上げやお祓い、供養を行うのは、悪徳霊感商法の手口なのだが、そうしないと納得しない客がいることも事実だ。無む駄だだと思っても、やってやれば気がすんで、客は明るい気分になれるのだから、プラシーボ効果のために手間をかけるのは悪いことではない。

　お焚き上げに、お祓い、供養。充実の３ステップ安心コースを提示され、ほっと小金沢尊徳は表情を緩ゆるめる。

「よろしくお願ねがいいたします」

　憂うれいの根源を断たつように、掛かけ軸じくを預かるぐらいの気持ちでいた八や重え垣がき雄ゆう飛ひは、掛け軸を本格的に処理することに驚おどろいたが、依頼人が納得しているので、余計な口を挟はさむのをやめた。

「右う京きようさん、変なモノが出たら、封ふう縛ばくしてくださいね」

　見えないだけに用心深い小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくは、保険のために右京にも声をかけておく。右京は大きく頷うなずいて胸を叩たたく。

「泥船に乗ったつもりで、任せてください！」

「沈むわ！」

　馬ば鹿か者ものとすかさず白はく蛾がに罵ば倒とうされ、右京はくすくすと笑った。

　紫し宸しん殿でんの前庭に、護ご摩ま壇だんの支し度たくがされる。










　　　　符ノ五　鼓童







　金こん剛ごう院いんの結けつ界かい師し・如月きさらぎ鹿ろく鳴めいの術で、紅べに緒おによって盛られた薬を取とり除のぞいてもらった綱つな紀きは、鹿鳴と二人で蝶ちよう々ちように導みちびかれるまま陰おん陽みよう寮りようの中を歩き、広い中庭をもつ書しよ院いんに向かう。

「熊くま谷がい露つゆ彦ひこ様って、どんな方なんですか？」

　右京の出しゆつ生しようと幸か徳で井い藍らん月げつについて紅緒から聞き出したことを話した綱紀は、鹿鳴に尋たずねる。

「熊谷様は、人間国宝級の太たい鼓この名手でいらっしゃいます。ご高こう齢れいでいらっしゃいますから、最近は後進の育成に従事していらっしゃいますが、お若いころには一打ちで三里四方の退たい魔まを行ったそうですよ」

「へぇ……」

　鼓こ童どうという二つ名で知られている、生きた伝説にも等ひとしい神楽かぐらの名手である。

「桃もも枝えださんはギターを使われるので、そちらの方面から、お力を伸ばされてはどうかということでしょうね」

「ふーん、なるほど」

　たしかに、鳴めい弦げんの力が使えたといっても綱つな紀きが弓を扱うには、相当の訓練を必要とするだろう。上の方針としても、このまま紛まがい物もののギターで押し通そうという考えになったらしい。

（音の出る、普通のギターが欲しいなー……）

　どんどん遠ざかっていく気がして、綱紀は小さく溜ため息いきをつく。贅ぜい沢たくを言っているつもりはないのに、世の中は思いどおりにならないものである。というか☆

（俺おれ、鳴弦の力なんて使えなくていいんだけど……）




　しばらく歩いて、蝶ちよう々ちようは一棟の書しよ院いんの前で舞まった。

（ここかな……）

　綱紀を呼び出した、熊くま谷がい露つゆ彦ひこという術者のいる場所は。各書院には、表札など出ていない。似通っていても、陰おん陽みよう寮りようでも相当の実力を持つ術者である書院の主は、自分の書院を間違うことはないし、来るべき者しか入れないので、表札の必要がないのだ。

「すみませーん、桃もも枝えだ綱紀と申します……！　こちらは熊谷露彦様の書院でしょうかー」

　開けてあった入口の門の前で大声を発した綱紀に、書院の奥から小さな子どもが出てくる。

「いかにも、きょきょは、きゅまがいちゅゆひこのちょいんであーりゅ！」

　哺ほ乳にゆう瓶びんとはさよならしたものの、まだまだオムツのお世話になってますといったお年とし頃ごろの甚じん兵べ衛え姿の男の子が、綱紀の前で、えっへん！　と胸を張る。

　陰陽寮という場所には、こんな幼い子どももいるのかと、目を向けられて無言で問われた鹿ろく鳴めいは、急いで首を横に振る。恐ろしいモノをたくさん封じている陰陽寮は、こんな乳臭い子どもの出入りを許した場所ではない。

　鹿鳴の態度は変だが、綱紀はそこに突っこんでいる暇はない。

「あの、えーと、熊谷露彦様に、会いたいのだけど」

　どう話しかけていいものかと、綱紀は迷いながらもその子どもに言う。子どもは大きく頷うなずいた。

「わがはいが、きゅまがいちゅゆひこじぇあーりゅ！」

「「は？」」












　我わが輩はいが熊谷露彦であーる、って……☆

　綱紀と鹿鳴は点目になって、目の前で偉そうに仁に王おう立だちしているお子ちゃまを見つめた。

　家族で同じ名前をつけることは、ままある。祖そ父ふや曾そう祖父と同じ名前の子どもがいたとしても、おかしくないのだが。

（こ、こめかみのあの傷……。まさか、本物の熊谷様では、ありませんよねっ……）

　曾孫ひまごのように見えたお子ちゃまについている、第二次世界大戦のときについたという名めい誉よの負傷、見覚えのある傷きず痕あとに、鹿ろく鳴めいは祈るような気持ちで思う。

「きょんぎょういんよ、きょきょまでのあにゃい、ちゃいぎであっちゃ！　とうがらちあちゃまにょおぬちが、ももえだちゅなきとやりゃきゃ！　ようきちゃ！　まっちぇおっちゃじょ！　わがはいがけいこをちゅけちぇやろうじょ！　ちゅいちぇまいりぇ！」

　尊そん大だいに言い放ち、背を向けたお子ちゃまは、きゅこきゅこ♪と笛吹きサンダルを鳴らして書しよ院いんの中庭に向かって歩いていく。




　右う京きように依頼があった熊くま谷がい露つゆ彦ひこ用の呪じゆ符ふは、肉体が完成されて体力の充実していた二十代半ばぐらいの年ねん齢れいになれるもの。綱つな紀きを指し導どうできるだけの持続時間のある、額ひたい用冷却ジェルのような短時間使い切りの呪紙である。

　綱紀と鹿鳴がどう目を凝こらして眺ながめても、二歳と半年の年齢にしか、見えないが☆

　当初の予定と大胆にズレていることは、呪符を発注した本人にしかわからない。が、熊谷露彦翁おうは、おおらかな人物だった。

　一枚こっきりで、比較対象のない右京の呪符には、要注意である。




　魔まを祓はらう絶大な力を有していても、神楽かぐらの楽師である熊くま谷がい露つゆ彦ひこには、式しき神がみは使えない。若返りの効果のある右う京きようの呪じゆ符ふがあれは今日きようは手助け無用であり、素しろ人うとであるらしい綱つな紀きを術者で囲むのも緊きん張ちようさせるだろうからと、人のいい熊谷翁おうは側そば仕づかえの術者を退出させてしまったので、現状の異い様ようさを指摘してくれる者はいない。呪符のせいで予定よりも若返りすぎてしまい、ちびっこくなってしまった熊谷露彦だが、本人はそのことにまったく気づいていなかった。痩やせてひょろひょろした腰の曲がった老人の視点と、ぷりぷりのお子ちゃまである現在の目の高さにあまり差さ異いがないからかもしれない。




　ついてまいれと言われれば、やはりついていかねばならないだろう。ここに用のある綱紀と、好奇心に負けた鹿ろく鳴めいは、熊谷露彦を名乗るお子ちゃまの後を追う。

　見るからに開閉が無理な扉は、すべて鹿鳴が一歩先回りして、恭うやうやしく開いた。高こう齢れいのため、そうされるのが当たり前の日常になっている熊谷露彦は、右京に書いてもらった呪符を使っている今の自分も、扉の開閉に不適である自覚を持てない。

　熊谷露彦の書しよ院いんの奥には立派な神楽かぐら堂どうがあり、大きな和わ太だい鼓こが置かれていた。

「わがはいがちょくいちょすりゅにょは、こにょちゃいこじゃ。『おちょ』ちょいうにょは、きゅうちのちんどうでありゅこちょは、ちっておりゅな？」

「……はい」

（音は空気の振しん動どうね……）

　幼い声でたどたどしいひらがな喋しやべりで語られて、聞き取りにくい思いをしながら、綱紀は頷うなずく。腹筋に力のない声量の入れ歯でふがふがの老人喋りと、舌足らずの囀さえずりは、どちらが聞き取りにくいかという点では、まったくいい勝負である。

「みみのちこえんもにょにも、ちゃいこにょおちょだけはわかりゅのじゃ。ちゃいまのはどうは、こにょかわをちゃちゃくこちょによっちぇおくりださえりゅ。りょきゅめいのちょくいちょすりゅ『ちぇっかい』は、おきゅりだちたちからをちょぢょめりゅが、わがはいのちゃいこでおきゅりだちたものは、ちょぢょめりゅこちょができぬ。ちょうがいぶちゅがあれば、ぶちゅかりゅ。ちんどうであるかりゃ、ぢっさいに、めでみりゅこちょもできりゅのじゃ。ちょこのみじゅおけをみちぇいゆがよい」

　鹿鳴の得意とする結けつ界かいは、送り出した力を留とどめるが、太鼓で送り出したものは、留めることができない。音は障害物があればぶつかる。振動は、目で見ることができる。

　太鼓の横には、説明を容易にするために水の張られた桶おけが支し度たくされていた。

　足腰の弱くなっている熊谷翁おうのために、いつも用意されているキャスター付きの三段ほどの踏ふみ台だいは、今も有効活用された。熊谷翁は、もっちりよじよじと踏み台を上り、太鼓の前に立って、むちむちの丸こいエクボのある手で、ばちを構かまえる。

「はぁ！」




　どん！




　むりっ……☆！




　甲かん高だかい掛かけ声ごえも愛らしく、慣なれた様よう子すでばちを振り上げた熊くま谷がい翁おうが一打ちし、太たい鼓こが鳴ったと同時に、むわんと強烈な悪臭が漂ただよった。

（これは……っ）

（まさか……☆）

　綱つな紀きと鹿ろく鳴めいは生々しい臭においに、息を止め、熊谷翁を見つめる。両手にばちを構えた熊谷翁は、綱紀たちに振り返る。

「どうぢゃ？　みえちゃでありょう」

　水みず桶おけの水面みなもには、風もないのに太鼓の一打とともに波紋が広がった。たしかに、それはよく見えたが。見えないもののほうが綱紀たちは気になる。

「く、熊谷様……、あのー……」

　今、脱だつ糞ぷんされましたよね？　露ろ骨こつにそう言っていいものか、綱紀は躊躇ためらう。幼い子どもが力んだり興こう奮ふんした場合、それはけっして珍めずらしいことではない。が、熊谷翁は見かけはどうであれ、大人おとなすぎるほど大人なのである。

　鹿鳴は部へ屋やの端に置かれていた衝つい立たてと、その陰にあったものを見た。

「交換いたしましょう、熊谷様。取り替えのお時間のようです」

　鹿鳴が時間と言ったので、おぉそうかと熊谷翁は納得する。

「なりゅほど、じょうりじぇ」

　尻しりに不快感はあったようだ。

　よいしょよいしょと踏み台を下りた熊谷翁は、衝立のほうに向かう。

「（桃もも枝えださん……！）」

「（やったことないですよっ……！）」

「（それはわたしもです……！）」

「（ここで俺おれを見捨てていくなんてことはしませんよね!?）」

　綱紀の瞳ひとみの懇こん願がんに負け、人のいい鹿鳴は退去することができなくなり、いっしょに熊谷翁の後に従う。衝立の向こうに常備されていたのは、大人用紙オムツ一式である。

「んむ」

　ズボンを脱ぎ脱ぎし、熊くま谷がい翁おうは紙オムツの接着テープを摑つかむ。が、力が足りないらしく、剝はがせない。

「むう……！」

「お、お手伝いします！」

　ここでまた力まれては、ダブルチョコアイスになってしまう。急いで熊谷翁に近寄った綱つな紀きは、壁かべに向かって立って両手をついた熊谷翁の紙オムツのテープを剝がした。

（うっ……！）

　何を食べたらこんなに強烈な臭においがするのだろうと腹が立つほど、濃のう厚こうな臭いが解放され、息を詰めた綱紀は、どうして先に息を思い切り吸っておかなかったのかと後悔した。

（如月きさらぎさん……っ！）

　目で綱紀に呼びかけられた鹿ろく鳴めいは、悪臭で直立不動になりかけていた身体からだを叱しつ咤たして、そこに置かれていたビニール袋を取り出して、広げる。

（見ちゃダメだ見ちゃダメだ……！）

　綱紀は心の中でカレーが食べられなくなると繰くり返しながら、外した紙オムツを丸めて、鹿鳴が広げたビニール袋の中に入れた。

　高こう齢れいの熊谷翁は大人おとな用紙オムツを愛用だが、今のちびっこ熊谷翁がしていたのは、ブルーのくまさんプリント付きの、どう見ても乳幼児オムツ男児用である。大人用ではきっとサイズが合わないだろう、どうしたものかと見てみると、さっきはたしかに大人用だった紙オムツの包みが、乳幼児用に変わっていた。呪じゆ符ふの影えい響きよう下かにあると、愛用品の類たぐいも変化する。つまらないところで、右う京きようの呪符は芸が細かい。

　急いでビニール袋の口を縛しばろうとした鹿鳴を、綱紀は止める。

「（お尻しりを拭ふいてからですっ！）」

　要領悪く何枚もビニール袋を消費するわけにはいかない。むわりと温かく臭い立つ、悪臭の元を持たされている鹿鳴は、涙目で綱紀を見つめたが、つらいのは綱紀も同じだ。

「失礼いたします」

「うみゅ」

　歳としをとると子どもに戻るというが、尻を剝むき出だしにして壁に両手を突いている熊谷翁は、まったく気にする様よう子すもなく、ウエットティッシュで綱紀にお尻を拭いてもらった。

（蒙もう古こ斑はん……）

　小さなぷり尻の青あお痣あざに、綱紀は脱力感に襲おそわれる。ここまで来たら、どうにでもなれという気分で、綺き麗れいにしたお尻に新しいオムツを穿はかせて、ズボンを着せた。

　熊くま谷がい翁おうの下しものお世話は、とにかく、完了。老人介かい護ごと幼児保育は、サービスの対象年ねん齢れいに半世紀以上の差があるものの、やることは同じである。




（興こう奮ふんさせちゃダメだ……！）

（……帰っちゃいけない、ですよねぇ……）

　鹿ろく鳴めいは綱つな紀きを残して退去したかったが、これからも何が起こるのか予想がつかず、綱紀を一人残すと助けも呼べずに困こん窮きゆうするのが目に見えていたので、見捨てるわけにはいかない。




　複雑な心境の綱紀と鹿鳴に、すっきりさっぱりした熊谷翁は、機き嫌げんよく講こう義ぎを続ける。

「ちゃいこは、ありゅちぇいどのぱわーをひつようちょする。きはきゅに『ねん』をこめちぇうち、まをめっちゅりゅ。けがりぇをはりゃう。じっちゃいにちきゃらをちゅかうぶん、こめりゅ『ねん』のちゅよさもぢっかんちやちゅい。おぬちのぎちゃーぢゃちょ、ちゃいこほどのちからはひちゅようにゃいにゃ」

「……そうですね。指先で、弦げんを弾はじく感じですから」

　太たい鼓こ打ちは全身運動だが、ギターは運指で音を出す。

「めいげんよりも、まだちきゃらがいらにゅにゃ」

　弓を使う鳴めい弦げんでは、矢をつがえないだけで、実際に弓をひく。精神集中をし、射いようとする方向に向けて、見えない矢を放つように、弓をひいた手を放して弦を鳴らす。

「ゆみのげんをちゅこうちぇおりゅようぢゃが、こにょどうぐでにゃければにゃりゃにゅのきゃ？」

　ギター紛まがいの物ではなく、本物のギターを使って、招福の波動は出ないのかと問われ、綱紀は首を傾かしげる。

「やったことがないので、よくわかりません。ただ、今までギターを弾ひいてきて、それらしいことを言われた覚えはないです」

　下へ手たくそで耳みみ障ざわりだと、家人に苦情を言われたことはあっても、褒ほめてもらえたことはほとんどない。ギターを買ってくれた祖そ母ぼだけが、演奏を聴ききたいと言ってくれたぐらいだ。買ってもらったギターを、ちゃんと喜んで弾いているところを見せるため、綱紀は張り切って祖母にギターを聴かせた。親族の中で綱紀を一番可か愛わいがってくれた祖母は、綱紀にとても甘かったので、褒めてくれても、それは身内の贔ひい屓き、話半分と思っておかなくてはいけない。

「前回、鳴弦の力を見せてくれと、陰おん陽みよう博士はかせに披ひ露ろうしたときは、酷ひどかったですね」

　綱紀が鳴弦の力を見せた現場に居あわせたことで、絶ぜつ佳か庵あんでの検証に立ち会わされた鹿鳴は、しみじみ言って溜ため息いきをつく。隻せき腕わんの赤鬼、茨城いばらき童どう子じ出現の騒そう動どうの直後、綱紀は陰おん陽みよう寮りようのお偉いさんである術者の訪問を受け、ギター（のようなもの）を弾ひいて鳴めい弦げんをやってみせるよう言われた。結果は見事な期待外はずれである。

　おっとり優やさしげであるようで、鹿ろく鳴めいはけっこう物言いに容よう赦しやない。酷ひどかったと率直な感想をもらって、綱つな紀きはちょっと赤くなる。

「こんなもんで、まともな音なんて出るかよ……☆」

　演奏者としての腕もたいしたことはないが、道具が最悪だと綱紀は主張する。太さも変わらない六本の弦は、音おん階かいもあったものではなく、びよんびよん鳴っただけだ。

「如きさ月らぎさん、実際、鳴弦ってどんな音だったんですか？　あのとき俺おれ、朦もう朧ろうとしてたんでよくわからないんですけど」

「それが……、覚えてないんです」

　鹿鳴は、恐きよう縮しゆくして頭を下げる。

「音の印象より、浄化の波動の印象のほうが強烈で……」

「おちょは、あみゃりかんけいにゃいきゃもちれぬぎゃ、の」

　鳴弦なのだし。

「ひょうちとか、そういうにょはどうぢゃ？　ちょっちょうっちぇみぃ」

　熊くま谷がい翁おうは、むっちりした手で、綱紀に太たい鼓このばちを渡す。

「リズム、かなぁ……？」

　ギター（のようなもの）を床に置いた綱紀は、革に打だ撃げき痕こんのある場所なら、打ってもいいのだろうと見当をつけ、立派な和太鼓に向かう。

（たぶん、何か、曲を弾こうとしたんだ）

　よく覚えてはいないが、綱紀はあのときの自分を思い出す。ギター（のようなもの）に触れたのなら、そういうことなのだ。右う京きようがぼろぼろになりながら、一人で鬼と戦っていた。

（応援した、のかなぁ）

　あの右京を。




　ぼんぼんぼん！　ぼ、ぼん！




　適当なリズムをつけて、綱紀は太鼓を叩たたく。

（うわ……）

　かなりしっかり握っていないと、打った振しん動どうでばちを落としそうになる。打った革が跳はね返るときの衝しよう撃げき波は、自分に音が当たる感覚も、けっこう生々しい。

「うーみゅ……」

　腕組みをして仁に王おう立だちになり、熊くま谷がい翁おうはその音ね色いろを吟ぎん味みする。

「……違いますよねぇ？」

「しょうぢゃにょう……」

　浄化の波動とか、そういうのとは縁えん遠どおい、ただの下へ手たくそ太たい鼓こである。腰の入っていない、腕の振りだけのへなちょこ打ちで音も悪い。




　ぼぼぼんぼん！　ぼ、ぼん！




「たまちいが、こもっちょりゃん」

「飽きっぽくて粘ねばりのない、現代の若者という感じがします」

「ちょこがあちゃいのう」

「刹せつ那な的てきで、投げっぱなしですね」

「だから指し導どう受けに来てんだろーが！」

　頷うなずきあいながら二人に言いたい放題言われて、綱つな紀きは真まっ赤かになって怒ど鳴なり、太鼓を打っていた手を止める。

　初心者をあれこれと批ひ評ひようしてもしかたない。

　鹿ろく鳴めいは、こほんと小さく咳せき払ばらいする。

「どうでしょう？　熊谷様。素質のほどは」

「むじゅかちいちょこりょぢゃのう……」

　渡辺綱わたなべのつなの血を受うけ継つぐ子孫であり、鳴めい弦げんで鬼も恐れる浄化の波動を送り出したというから、期待してもいいのだろう。だがそうと知らなければ、熊谷翁は綱紀が教えを請こいに来ても門前払いしていただろうと思う。

「ちんけんみが、ちゃりんにょぢゃ。こにょひちょうちで『ま』をめっちゅ！　ちょ、いうちもちで、いちど、うっちぇみい！」

　ちみっこい姿で、びしりと熊谷翁はポーズを決めて綱紀を指さす。命じられて、綱紀はばちを握る。

（この一打ちで魔まを滅めつす……）

　自分にそんな力が本当にあるのなら、やってみたいものだ。

（あのとき見た、鬼……）

　隻せき腕わんの赤鬼、茨城いばらき童どう子じ―――。見上げるばかりに大きい、不吉な瘴しよう気きの塊かたまりである恐ろしい鬼を、綱紀のギター（のようなもの）の鳴弦が浄化しようとした。

（魔を滅す……！）

　綱つな紀きは精神集中し、真剣な表情で、あのときの鬼に叩たたきつけるつもりで、ばちを振る。




　ぼん！




「…………」

　代わり映えしない、腑ふ抜ぬけた音に、熊くま谷がい翁おうと鹿ろく鳴めいは溜ため息いきをつく。

　ただ太たい鼓この音を聞かせようとしただけで、念をこめたとか、そういうものではなかったが、ちびこいお子ちゃま体型であろうとも、熊谷翁のほうがずっと力強くて、凜り々りしい音で太鼓を鳴らしていた。力んだあまり本人が思わず脱だつ糞ぷんしちゃうほど、迫力もあった。

　綱紀が真剣でないわけではない。ただ……、そう。

「おぬち、せんちょうにいっちぇ、ちぇきとちゃちゃきゃえりゅか？」

「は？」

　戦争に行って敵と戦えるか。

　いきなりの質問に、綱紀は目を瞬しばたたく。熊谷翁は、ひたと綱紀を見つめて問う。

「みつりんじぇ、ちとり、くちゃのねをかぢっちぇぢぇも、いきにょびらりぇりゅか？」

「え、えっと……」

　密林で一人、草の根を齧かじってでも、生き延びられるか。

　面食らっている綱紀を眺ながめ、鹿鳴は熊谷翁の問いの真意を悟さとる。




　攻こう撃げきか防御か。




　金こん剛ごう院いんでは、呪じゆ禁ごん師しの幸か徳で井い白はく蛾がは攻撃を受け持ち、結けつ界かい師しの如月きさらぎ鹿鳴は防御を受け持つ。呪じゆ符ふと数珠じゆずを使う武む庫こ川がわ右う京きようは、一人で攻撃と防御を行うことができる。絶ぜつ佳か庵あんにおける桃もも枝えだ綱紀の役割は何なのだろう。




「おぬちに、にゃにがじぇきゆ？」

　何ができるのか。

　あらためて問われて―――。

（俺おれ……）

　綱紀は途と方ほうに暮れた。

（何もできない……）










　　　　符ノ六　出物腫れ物







　お焚たき上あげの護ご摩ま壇だんの支し度たくは着々と進み、武む庫こ川がわ右う京きようはおとなしくそれを見つめていた。

（何か、ある……）

　どことなく楽しそうな右京の様よう子すに、八や重え垣がき雄ゆう飛ひは嫌いやぁな予感に襲おそわれる。先の金こん剛ごう院いんである雄飛だけでなく、現金剛院・幸か徳で井い白はく蛾がにも、祓はらいの巫み女こである紅べに緒おにも、あの掛かけ軸じくには何も感じられなかった。しかし、小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくは何かを感じると言って譲ゆずらない。それを肯こう定ていするならば、霊れい感かんのある者に感じられず、霊感のない者に感じられるということになる。常じよう識しきとして、それはありえない。ありえないのなら、虚きよ構こうと考えるしかない。

（恐怖による、錯さつ覚かく……。思いこみが生み出す幻覚……）

　暗がりを一人歩くとき、己おのれの影かげや足音に怯おびえるように。天上板の柾まさ目めが、人の顔に見えるように。弱い心が恐怖に形を与える。一度怖いと感じてしまうと、気のせいだと言い聞かせても、恐怖や不安は消えない。これから行うのは、幸徳井兄妹の提案した偽薬プラシーボ効果を狙ねらった儀ぎ式しきだとわかっているのだが、八重垣雄飛は不ふ穏おんな胸むな騒さわぎを覚える。

（わたしの思い過ごしであれば、笑い話で終わるだろう）

　念のため、八重垣雄飛は先の金剛院・幸徳井藍らん月げつと神楽かぐらの楽師である熊くま谷がい露つゆ彦ひこにも使いを送り、掛け軸のお焚き上げへの同席を願ねがった。お焚き上げは急きゆう遽きよ決まったことであり、自分の書しよ院いんにいる藍月たちが、すぐに動けるかどうかはわからない。呪じゆ符ふで若返っている熊谷露彦は、何かあったときに頼りになる人物だが、桃もも枝えだ綱つな紀きの指し導どう中ちゆうである。雄飛としては藍月たちが来るのを待ちたかったが、お焚き上げ自体に関かかわらない術者を待っているわけにもいかない。




　三人の巫女が一いつ斗と二に升しようの酒を運んで舞まいを奉ほう納のうし、祓いの五ご色しきの装しよう束ぞくを身につけた紅緒が、護摩壇の前に座し、護摩に火が入れられる。

「讃さん　囀ば曰さ羅ら　羅ら怛たん那なう蘇そ　縛ば曰さ羅ら囉ら他だ縛ば曰さ羅ら　阿あ迦きや賖しや摩ま賀か摩ま尼に　阿あ迦きや賖しや蘖ぎや　婆ば縛ば曰さ羅ら荼だ　縛ば曰さ羅ら蘖ぎやら婆ば曩のう莫まく蘇そ那な諦てい」

　印いんを結び、御ご幣へいを握った紅緒は、涼しい声で呪文を唱えた。

　美び麗れいな巫女と凜り々りしい金剛院の呪じゆ禁ごん師し、美形の幸徳井兄妹のお焚き上げなど、滅多めつたに見られるものではない。これを見逃すのはもったいない話だ。紫し宸しん殿でん前でお焚き上げを行うことを聞きつけて、陰おん陽みよう寮りようにいた手て空すきの者たちが見物に集まってきた。

「阿あ車しや阿あ車しや　牟む尼に牟む尼に　摩ま訶か牟む尼に牟む尼に　[image: ]あう尼に休きゆう休きゆう　摩ま訶か那な迦か休きゆう休きゆう　闘とう伽か那な知ち呼こ　阿あ伽か那な知ち阿あ多た那な知ち　阿あ吒だ阿あ吒だ　那な吒だ那な吒だ　留りゆう豆ず留りゆう豆ず　休きゆう休きゆう豆ず留りゆう　唏き泥に唏き泥に唏き泥に唏き泥に　郁いく仇く摩ま仇く摩ま　仇く摩ま仇く摩ま　唏き梨り唏き梨り唏き梨り　唏き梨り　尼に利り　尼に利り　摩ま訶か尼に利り莎そわ訶か……」

　紅べに緒おの呪じゆ文もんが荘そう厳ごんに響ひびく中、五ご色しきの式服に身を包んだ白はく蛾がが、高たか坏つきに載せられていた桐きり箱ばこ入りの掛かけ軸じくの前に恭うやうやしく進み出て、印いんを結ぶ。

「唵おん　跛ば娜た謨まく　納なう婆ば縛ば耶や　娑そ婆わ訶か！　小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくを悩ませしモノは　この一ひと太た刀ちにて断たち斬きれん！」

　すらりと抜き放たれた白蛾の日本刀が、護ご摩まの炎を浴びて灼しやく熱ねつの色に輝かがやいた。振り上げられた刃やいばは、高坏の上の桐箱に向かって振り下ろされる。

　炎の色を写した刃は、たしかに高坏と桐箱を分断する位置を通り抜けたが、しかしそれらは二つに分かれることはなかった。腰を上げ、そそと進んだ紅緒が、桐箱の載った高坏を掲かかげ持ち、それを護摩壇だんにくべる。

「「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」」

　桐箱が炎に包まれ燃もえ上がる。桐箱ごと燃え尽きて祓はらいの儀ぎ式しきを終えた掛け軸は、その灰を集められ、流されて供く養ようを終える。―――はずなのだが。

「……む……？」

　最初に異変に気づいたのは、白蛾だった。気づけたのは、さっき刀を打ち振ったときに、ほんの少しだけ、違和感があったからだ。たしかに呪じゆ法ほうで因いん果がを斬ったのに、何か、見えにくい蜘く蛛もの糸のように細い……、芯しんを残したような、妙な感じがした。

　炎の燃え盛る護摩壇で、桐の箱は焼けている。だが、その中にあった掛け軸の様よう子すが、どこかおかしい。

（……燃えて、いない……？）

　強い怨えん恨こんや因いん縁ねんを宿した物品は、浄化の炎にくべられても、それを寄せつけず燃え残る。

（いや……？）

　掛け軸は、たしかに燃えている。燃えているが……。

「分別しなくちゃ、駄だ目めだったんじゃないのかなー」

　見物に集まった者たちの間から、ひょいと出てきた右う京きようが、護摩壇の中に手を突っこんだ。炎に手を突っこむ右京の姿に、巫み女こたちが悲鳴を上げる。




「馬ば鹿か者もの！」

　燃え盛る炎に半身を突っこもうとするような格かつ好こうの右京に慌あわて、白蛾は右京を引き戻す。長い髪に火がついて火ひ達磨だるまになるかもしれないとぞっとしたが、しかし右京は舞まい上がる火の粉のひとつも浴びていなかった。

（こいつも不ふ燃ねん物ぶつか☆）

　白はく蛾がは内心舌打ちする。武む庫こ川がわ右う京きようは茨いば城らき童どう子じを取りこんだ鬼おに喰くらいの術師だ。護ご符ふなどなくとも、業ごうが深すぎて、こんな護ご摩ま壇だんの浄化の炎で焼けるほど可か愛わいくはない。

　ぱらり、掛かけ軸じくを開いた右京は、白蛾に振り返って微笑ほほえむ。

「あぁ、でも、焼けるところはちゃんと焼けてるね」




　絵の中の竹垣と柳の木が、消失していた。

　年を経へてやや黄ばんだ趣おもむきのある紙の下のほうに残っているのは、一本の横よこ線せん―――。




（何だ!?　これは）

　元の絵を見て知っている白蛾と雄ゆう飛ひは目を瞠みはり、紅べに緒おは眉まゆを顰ひそめる。表装と紙をそのままに残し、描かれていた絵の一部だけが焼失するなどということは、ありえない。




「これだよね？」

　上下を両手で摑つかんで広げた掛け軸を右京に見せられ、ひっと小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくは息を呑のむ。

　蒼そう白はくになった小金沢尊徳の顔を見て、くすくすと右京は笑った。

　二十センチに満たない、細い、一本の横線。それに、小金沢尊徳は恐怖している。

（何な故ぜ!?）

　白蛾たちには、それがどうして恐怖の対象となるのかがわからない。何の形をとっているわけでもない、一本の横線なのだ。

　よくわからないが。

「えぇい！　そこへ直れ！」

　白蛾は刀を構かまえる。怪しいモノは、滅めつするのみ！

「南なう莫まく三さん曼まん多た　縛ば曰さ羅ら赧たん　憾かん！」

「おぉっとぉ！」

　印いんを描いて襲おそいかかった刀を、掛け軸を持った右京は身軽く避よける。長い白銀の髪が酷ひどく優ゆう雅がに弧こを描いた。呪じゆ力りよくのこめられた一刀に、護摩壇が真っ二つになって崩くずれ落ちる。

「これはただの横線だよね？　そんな、怖い顔して斬きろうとしなくてもいいじゃない」

「貴様が横線一本でこんな場所に出てくるような男か!?」

「へぇ。じゃあ、何？」

　両手で掛け軸を広げ、くすくすと右京は笑う。

　これは。この、掛かけ軸じくに描かれているものは―――。

「うわーっ……！」

　小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくは悲鳴を上げて、頭を抱かかえ、その場に突っ伏した。恐怖に戦おののいている小金沢尊徳の姿は、冗じよう談だんや芝しば居いではない。

「どうしましたの!?」

　嫌いでうっとうしい男でも、客は客。しかも上得意である。そこにいるのはたっぷり金の入った財さい布ふだと思って、紅べに緒おは小金沢尊徳に駆かけ寄り、覗のぞきこむ。

「駄だ目めだ駄目だ、やめて……！」

　がくがくと震ふるえている小金沢尊徳に、右京は艶あでやかに微笑ほほえむ。

「大丈夫[image: ]　何があったって、綺き麗れいさっぱり忘れさせてあげるから[image: ]」

「その解決法は間違っている！」

　白はく蛾がは怒ど鳴なる。呪じゆ符ふの力でいくら綺麗に忘れられるといっても、何もないのが一番いい。




　呼出しの蝶ちよう々ちように導みちびかれ、熊くま谷がい露つゆ彦ひこを背負った鹿ろく鳴めいとともに紫し宸しん殿でんの前庭にやってきた綱つな紀きは、炎を上げる護ご摩ま壇だんから、右京が掛け軸を摑つかみ出したのを見た。

（あれは……！）

　ぞくりと背筋が震え、思わず足を止めた綱紀に、鹿鳴が振り返る。

「桃もも枝えださん？」

「……何を持ってやがるんだ、あいつ……！」

　それはとてもよくないものであることが、朧おぼろげにではあるが綱紀にはわかった。

　蒼そう白はくになって右京を見つめている綱紀に、鹿鳴は眉まゆを顰ひそめる。

（武む庫こ川がわ様の持っている、掛け軸？）

　鹿鳴には、綱紀の感じている恐れはわからない。だが、小金沢尊徳の様よう子すもおかしい。

（何だ!?　あれは）

　見えている、それだけのものではないと、鹿鳴の内で警けい鐘しようが鳴る。

「八や重え垣がき様っ！」

　両手の塞ふさがっていた鹿鳴は、先の金こん剛ごう院いんであり、結けつ界かい師しである八重垣雄ゆう飛ひを決死の思いで呼んだ。結界を……！

　人垣が邪じや魔まをして、呼んだ鹿鳴の悲痛な声は届かなかったが、やはり結界の必要性を感じていた八重垣雄飛は、呪符を結んだ小こ柄づかを四方に飛ばし印いんを結ぶ。

「結けつ！」




「綱つな紀きくん[image: ]　いいところに来てくれた！」

　ナイスタイミング[image: ]　弾はずんだ右う京きようの声に、綱紀は悪い予感に襲おそわれる。

　にっこりと右京が微笑ほほえみ、掛かけ軸じくを広げた。




　小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくは恐怖で目を逸そらしたが、綱紀は怖くて目が離はなせない。

　掛け軸に描えがかれているもの―――。

　あれは、紙に描かれた横よこ線せんだ。線は無む駄だには引かれない。何かを描くために引かれる。

　何か。




　子どもの絵や漫画で、一本の線で描かれた人間の口が、開かれるものであることを、誰だれもが知っている。一本の線は『閉じて』いる。だが、閉じていると同時に、いつも『開いて』いる。




　あの『線』は、開く―――！




「地獄に繋つながる冥くらき穴より　出いでよ！　酒しゆ呑てん童どう子じ！」




　右京の声に応こたえて―――。

　掛け軸に描かれていた一本の横線は、地獄に通じる穴へと変化した。

　ぶわり、周囲が黒く霞かすむほどの瘴しよう気きが掛け軸から噴ふん出しゆつした。

　びりびりびりと震ふるえた掛け軸は、瘴気で突き放すように右京の手を逃のがれ、宙に浮き上がる。

　噴出した瘴気に弾はじき飛ばされた右京は、真っ二つになって崩くずれながら燃もえ続けていた護ご摩ま壇だんに背中から激げき突とつする。

「っつー……」




　醜しゆう悪あくな鉤かぎ爪づめのついた屈強な……青黒い手が、瘴気を噴ふき出す絵の穴から、ぬっと突き出る。




「馬ば、鹿かな……！」

　自分の目で見て、なお、白はく蛾がはそれが信じられない。掛け軸の、あの絵は……。

「竹垣も柳も、あの穴を隠すためのダミーだよ」

　くすりと右京は笑う。












　かなりの腕の絵師なのに、銘めいはなかった。銘なんていつでも入れられたのに、入れたくなかったから入れなかったのだろう。竹垣に鳥がとまっていたり、柳の下にカエルやドジョウがいれば、きっと違った。普通の絵だった。あの絵は生き物の棲すめない絵だった。

　生き物のいない風景。綺き麗れいだけど、どこか空そら々ぞらしい風景。厚く絵の具を塗ぬり重ねることのできる油絵ではない、透明感のある水彩画。掛かけ軸じくの絵という、隠しようもないと思われる絵の中に、巧こう妙みように隠されていた穴。穴は、その存在を察さつ知ちしてくれた、心弱い人間に、怖いモノの存在を匂におわせる。弱みを持たない強い人間には、何もしない。

　悪意の贈おくり物もの。あの掛け軸は、そう。一見何もないように見せかけて、その実、恐ろしいものがこめられている。栄さかえあるときには発動しない、勢いをなくした弱い者をさらに叩たたくような、底意地の悪さが匂う。焦あせらず惜おしみなく歳月をかけて、恨うらみの募つのる相手が苦しくなったときに息の根を止めようとする、気の長い時限爆ばく弾だんのようなもの。

　法ほう力りきがなく、陰おん陽みよう寮りようを頼るしかない小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくは、檀だん家かから持ちこまれる相そう談だんや物品に、余裕の態度と見せかけて応対しながらも、いつも少なからぬ恐れを抱いている。内に脅おびえを潜ひそませた小金沢尊徳のその心が、あの掛け軸に反応したのだ。掛け軸が匂わせる恐怖は次々と恐怖を呼び起こして小金沢尊徳に悪夢を見させ、憔しよう悴すいさせた。

　綱つな紀きがあの掛け軸に何かを感じることができたのは、陰陽寮の術者と接せつすることで、本来なら必要のない劣れつ等とう感かんを抱いだく状況にあったからだ。

　絶ぜつ佳か庵あんを名乗り、陰陽寮に属ぞくする実力のある術者として活動している武む庫こ川がわ右う京きようは、精神的にも肉体的にも、けっして弱い存在ではない。充実している人間は、本来なら、白はく蛾がたちと同様に、掛かけ軸じくに隠された穴に気づくことはない。だが孤こ児じとして育った右う京きようには、その生おい立たちに両親という大きな、塞ふさがることのない穴がある。自身に真っ暗な深い穴を抱かかえているから、右京は掛け軸に隠されていた、意地の悪い穴の存在に気がついたのだ。




　鉤かぎ爪づめのついた手が穴の縁ふちを摑つかみ、身の丈たけ四メートルはあるだろう屈強な青鬼が、絵の穴からゆっくりと身体からだを出す。どうしてそんな大きなモノが狭せまい平面から出てこられるのかという理屈は、遠近法や立体の概がい念ねんをぶっ飛ばした日本画の領域においては、一切無視だ。




　お焚たき上あげの見物に集まっていた術者たちが、掛け軸から抜け出てくる青鬼の姿に悲鳴を上げ、蜘く蛛もの子を散らすように逃げた。術者であるからこそ、瘴しよう気きの塊かたまりである鬼の、その恐ろしさがよくわかるのだ。

　恐きよう慌こうを来きたして逃げ出した者たちが向かいからやって来て、綱つな紀きは彼らに押し戻されそうになりながらも、熊くま谷がい翁おうを背負っている鹿ろく鳴めいを庇かばい守る。




　八や重え垣がき雄ゆう飛ひの作った結けつ界かいは、この陰おん陽みよう寮りようの関係者の出入りに関しては、開かれている。だがきちんと作られた橋でも、大勢が一度に渡ろうと押し寄せれば、大きく揺ゆれて崩ほう壊かいしそうになるように、出入り自由な結界にも、大きな負担がかかる。鬼に恐きよう怖ふして逃げる術者は、八重垣雄飛の作った結界を今にも破壊するような勢いで、その領域から逃のがれ出る。

「ぐ……！」

　八重垣雄飛は唇くちびるを嚙かみ締しめ、脂あぶら汗あせをかきながら結界を支える。

　奥おく殿どのは陰陽寮の要かなめであり、様々な宝ほう物もつや、魔ま物ものや妖よう気きを封じたモノがある。鬼の発する瘴気をここで食い止めなければ、瘴気でたくさんの貴重なものが穢けがされ、凶悪な魔物が解き放たれてしまう。陰陽寮を囲む結界は強固だが、しかしそれは純粋な瘴気の塊である『鬼』を想定して作られたものではない。長期に亘わたって維い持じされ続けている結界は、定期的に点検され、補修されてはいるが、今この瞬しゆん間かん、どこにも綻ほころびそうな場所がないとは断言できない。人間が気づかぬ結界の綻びも、鬼は易やすく見つけることだろう。そこを狙ねらわれれば、結界は瞬またたく間まに崩壊する―――！

　鬼に恐怖し、逃げ去った者たちが、応援の術者を連れて来るまでの辛しん抱ぼうだ……！




　風で舞まうというにはどうにも不自然に、掛け軸が宙に浮いていた。あの周囲だけ、何となく空気が暗く淀よどんでいるような、嫌いやな感じがして、綱紀は眉まゆを顰ひそめる。

（何か、ある、のか？）

「……どうなったんですか？」

　綱つな紀きに問いかけられ、恐ろしさで膝ひざががくがくと揺ゆれ、熊くま谷がい翁おうを落とさないよう、必死になっている鹿ろく鳴めいは、目を瞠みはる。

「あの青鬼が見えないんですか!?」

　視し線せんで鹿鳴に促うながされたが、霊れい感かんの類たぐいのまったくない綱紀には何も見えない。

（青鬼……）

　いるというなら、いるのだろう。見えないことがもどかしい。だが、本当に見たいのかと問われれば、鬼なんて綱紀は見たくない。この前見た茨いば城らき童どう子じで、もう十分だ。




「くそっ！」

　白はく蛾がは儀ぎ式しき用ようの刀を鞘さやにしまい、宝ほう物もつ殿でんに走る。今持っているこの刀では、とてもではないが、鬼と対たい峙じすることはできない。




―――ツ、ナ……！




　ず、ずずっと、穴から身体からだを引き出した青鬼は、遂ついに大地に片足を下ろす。




「……え？」

　逃げる術者の雑ざつ踏とうに紛まぎれ、誰だれかに呼ばれたような気がして、綱紀は背せ筋すじを正ただす。




　濃のう厚こうな瘴しよう気きを受け、鬼に踏ふまれた土が、じゅわりと音をたてて病やみ腐くさった。

　すぐ近くにいる―――。ぎろりと動いた青鬼の目が、綱紀を捜す。

　身動きできずに鬼を見つめていた紅べに緒おと、鬼の目が合った。

「ひ……」

　酒しゆ呑てん童どう子じは、多くの法ほう師しを殺害し、女性を食らったという。

　鬼の動きに、振り返った白蛾が叫ぶ。

「逃げろ、紅緒！」

（お兄にい様……！）

　その忠告は正しいとわかる。だが、それに従したがえるかどうかは、相手と状況にもよる。鬼は紅緒を完全に圧倒していた。

　掛かけ軸じくから半身を抜け出した鬼に、指一本動かせないまま紅緒は摑つかみ上げられた。尾を引いた、ただならぬ紅べに緒おの悲鳴に、頭を抱えて震ふるえていた小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくも、度ど胆ぎもを抜かれて顔を上げる。

　たまらなく不吉で恐ろしいものは感じるが、霊れい感かんのない小金沢尊徳の目に、鬼は見えない。人形のように宙に舞まい上がった紅緒の姿だけが見えた。

「紅緒、さん……!?」

「逃げて！」

　小金沢尊徳に向かって、紅緒は叫ぶ。法ほう力りきも何もない、役立たずの似え非せ僧そう侶りよは、はっきり言って邪じや魔まなのだ。この場から速すみやかに退去してもらわなければ、皆の迷惑になる。

　鬼の姿は見えなかったが、掛かけ軸じくに不吉なものを感じていた小金沢尊徳は、未いまだ不自然に宙に浮いている掛け軸に、異常な事態が起こっていることだけははっきりわかった。

「紅緒さん……！」

　逃げてと叫んだ紅緒の声を、小金沢尊徳は胸の中で甘く反はん芻すうする。

「どうしてあなたを置いて逃げられましょう!?　この小金沢尊徳！　紅緒さんのためなら、命を賭かけても惜おしくはありません！」

　似非僧侶でも筋金入りの女好きフェミニスト。

　さっきまで腰を抜かしていたくせに、すっくと立って断言する小金沢尊徳が、紅緒は心底忌いま忌いましい。

（あぁもう本当、何て使えない男☆！）

　術者ですら、我先にと逃げている状況なのである。空気を読め☆

　紅緒の懐ふところに入っていた護ご符ふが、じゅっと音をたてて消失した。

（あと、五枚……）

　紅緒は軽く唇くちびるを嚙かむ。今のはたまたま、所持していた普ふ段だん使づかいの使いかけの護符だったが、強烈な鬼の瘴しよう気きにあてられて、護符の消しよう耗もうが恐ろしく早いのは事実だ。護符が身を守ってくれるうちに鬼から逃のがれないと、瘴気にやられて腐くさって落ちる。




　悠ゆう長ちように刀を替かえたいなどと言っている場合ではない。

「唵おん　鉢はん娜た摩ま　震しん多た摩ま尼に　人じん縛ば羅ら　虎こ吽うん！　光を集めて力と成さん！　悪あつ鬼き殲せん滅めつ！」

　人質にとられた妹を取り返さんと、白はく蛾がが青鬼を排出している掛け軸に斬きりつけた。

「あ」

　間抜けな声を発した右う京きようのために、危ういところで白蛾に気づいた青鬼は、紅緒を摑つかんでいないほうの手を一いつ閃せんさせる。




　オォォン……！




　真っ黒い瘴しよう気きの塊かたまりが放たれ、恐ろしい勢いで飛来するそれに、白はく蛾がは刀を構かまえる。

「鑠ば吃き羅ら也や　莎そわ訶か！」

　白銀の刃やいばに真正面から激げき突とつした瘴気の塊は、しかし分断されることはなかった。

（くそっ！）

　この刀では鬼どころか、この瘴気すら斬きることはできない。口くち惜おしさに白蛾は歯は嚙がみする。

　びしり、刀身にひびが入る。刀が折れれば、白蛾はまともに瘴気に襲おそわれる。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　動かされた刀に、力の方向をずらされた瘴気が弾はじかれる。力で押し負けた形になった白蛾が吹っ飛んだ。見物を決めこんでいた右う京きようは、自分に向かって飛んでくる白蛾に仰ぎよう天てんする。

「うわ☆！」

　白蛾は右京に激げき突とつし、その勢いのままに、真っ二つになっていた護ご摩ま壇だんを完全に破は壊かいした。

「あちち！」

　焼けた瓦が礫れきに突っこむことになり、右京は悲鳴を上げる。

「貴様！　邪じや魔ましたな!?」

　右京が下した敷じきになって無事だった白蛾は、しかし険けわしい顔で右京を睨にらむ。

「えー？　何のことかなっ？」

「とぼけるなっ！」

　斬り捨て御ご免めん！　と斜しやに右京に斬りつけた白蛾の刀は、瘴気に侵おかされていたために刃は毀こぼれし、右京に拳げん骨こつで殴る程度の衝しよう撃げきを与えて、ひびの入っていたところからぼろりと折れ落ちた。

「痛ー☆」

「ええい、忌いま忌いましいっ！」

　ずんばらりと本気で斬って捨てようと思っただけに、白蛾は腹立たしいったらない。




　逃げ去る者たちの波が退ひき、八や重え垣がき雄ゆう飛ひは、結けつ界かいに含まれるぎりぎりの位置にいる桃もも枝えだ綱つな紀きと如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいの姿に気づいた。

「鹿鳴！　結界を！」

「は、はいっ！」

　名を呼ばれ、鹿鳴は生徒のように姿勢を正ただす。

「桃枝殿、熊くま谷がい様は!?」

　綱紀といっしょに来るだろうと思っていた、神楽かぐらの楽がく師しの姿が見えない。雄飛の言葉に、ひくりと頰ほおを引きつらせ、綱つな紀きと顔を見あわせた鹿ろく鳴めいは、身体からだを半分回す。

「熊くま谷がい様は、こちらに……」

　鹿鳴に背負われているのは、甚じん兵べ衛え姿の二歳半ぐらいの幼児である。現あらわれ出た鬼に恐おそれ戦おののき、力及ばない術者が我先にと逃げ出す、瘴しよう気き渦うず巻まく結けつ界かい内ないにいながら、そのお子ちゃまはぐずりもせず、すやすやと気持ちよさそうにお昼寝中だった。

「…………」

　陰おん陽みよう寮りようにいるはずもないお子ちゃまの姿、そしてその豪ごう胆たんさに、雄ゆう飛ひはすべてを理解した。

（おのれ、武む庫こ川がわ右う京きよう……！）

　八や重え垣がき雄飛に射い殺ころしそうな視し線せんを向けられ、振り返った武庫川右京は、悪戯いたずらがばれた子どものような顔で微笑ほほえむ。

「あはは～[image: ]　めちゃくちゃ怒ってるなぁ、あれは」




　鹿鳴は、背負っていた熊谷翁を、起こさないようそっと綱紀に渡す。

「桃もも枝えださんは、熊谷様を連れて結界の外へ……！」

「はい」

　熊谷翁を受け取った綱紀は、その小さなお尻しりが、じんわりと温かくなるのを掌たなごころで感じた。

（この感触はっ……！）

「うみゅ……」

　硬直した綱紀の腕の中で、熊谷翁は少しむずかっただけで、目を覚ますことはなかった。

（三回とか、五回吸収で朝までとか、いうよな……）

　最近のものはしっかり吸収でお尻が蒸むれないと宣伝しているので、ここは我が慢まんしてもらう。

　熊谷翁を抱かかえた綱紀が、一歩下がろうとしたとき―――。




　ギ……。




　最後に残った右足を出そうとしながら、ゆらりと鬼が首を動かした。




「（桃枝さん……っ！）」

　鹿鳴は鬼の動きに慌あわて、綱紀の腕を摑つかんだ。結界から出ようとした綱紀は、足を浮かせた中途半端な格かつ好こうで止まる。




　鬼は探さぐるような様よう子すを見せる。




　地獄に通じる穴から完全に出きっていない鬼は、地獄と現世に跨またがって存在しているため、まだはっきりと綱つな紀きの所在が摑つかめないらしい。茨いば城らき童どう子じのときは、餓が鬼きたちが先に綱つなの子を見つけていたので、すぐに綱紀を見つけられたのだ。渡辺綱わたなべのつなの子孫である綱紀は、綱の血を受うけ継ついでいるが、綱そのものではない。代だいを重ねて血が薄うすまっているため、綱本人を捜すつもりでいると、見つけられない。




「武む庫こ川がわ右う京きようぉっ！　貴様、また性しよう懲こりもなく……！」

　御ご注ちゆう進しんに及およんだ術者とともに、紫し宸しん殿でんの前庭に駆かけつけた陰陽頭おんみようのかみ・久遠くおん景かげ光みつは、実体化した鬼を見て、地じ団だん駄だを踏ふんだ。頭から湯気を出しそうな陰陽頭に、陰おん陽みよう博士はかせ五ご行ぎよう衆しゆうの出で羽わ忠ただ清きよがおろおろする。

「陰陽頭様、興こう奮ふんなさると……！」

「えぇい、やかましいわ！」

「そ、そうだ、熊くま谷がい様の太たい鼓こで……」

　見回した出羽忠清は、結けつ界かいの中にいる桃もも枝えだ綱紀に気づき、そしてその腕に抱かかえられている幼児を見た。

　ぐわぁっと出羽忠清が目を見開く。

「お、おお……！」

　縋すがりつくというよりも、握にぎり潰つぶしそうな力で、がしっと腕を摑つかまれ、陰陽頭は出羽忠清を睨にらむ。

「何事じゃ!?」

　声もなく綱紀（の抱えている幼児）を指さした出羽忠清の視し線せんを追った陰陽頭は、真まっ赤かになって憤ふん慨がいした。

「この、穀ごく潰つぶしの大おお馬ば鹿かモンがぁっ！」










　　　　符ノ七　鬼が出るか仏が出るか







「またつまらんモンを引っ張り出しおって！　とっとと片付けい！」

　怒ど鳴なった陰おん陽みよう頭のかみの声に反応するように、ぎろりと鬼の目玉が動く。

「お、陰陽頭様……っ！」

　鬼を罵ば倒とうする陰陽頭に、滅多めつたなことを言わないでくれと、出で羽わ忠ただ清きよが取とり縋すがる。泣きのはいっていた出羽忠清の手を、陰陽頭はうっとうしいと払はらい除のける。

「うろたえるでない！」

　八や重え垣がき雄ゆう飛ひによる結けつ界かいに阻はばまれて、鬼には結界の外にいる陰陽頭たちのことはわからない。こちらを見るような鬼の動きは、勘かんでなされただけで、実際に陰陽頭の姿が見えていたり、声が聞こえていたりするわけではない。

　実力はどうであれ、武む庫こ川がわ右う京きようは陰おん陽みよう寮りようの格かく付づけでは最低の庵あんである。陰おん陽みよう博士はかせ、五ご行ぎよう衆しゆうの一人である出羽忠清が、鬼に怯おびえている姿を見せるのは体てい裁さいがよくない。

「金こん剛ごう院いん様！　鬼おに斬きりの刀、外げ道どう丸まるです！　八重垣様、ご無礼お許しくださいませ！」

　結界の外から宝ほう物もつ殿でんの巫み女こが叫んだ。式しき神がみ使つかいが放った白い大鳥が、優ゆう美びに結界に近づく。

　瘴しよう気きの塊かたまりである鬼を退治するには、それ相そう応おうの法ほう具ぐが必要になる。前回、茨いば城らき童どう子じに対することになった白はく蛾がに貸し出された鬼斬りの刀『外道丸』を、宝物殿から持ってきてくれたらしい。封印してあるとはいえ、瘴気を吸った刀である外道丸は、そのままでは八重垣雄飛の結界を通れない。外道丸が直接結界に触れないように、式神という術に包んで白蛾に届けようというのは正しい判断だ。

　白い大鳥は、ほんの少し窮きゆう屈くつそうな素そ振ぶりを見せたが、結界師である八重垣雄飛に断りを入れていたため、それほどの抵抗もなく結界を通り抜けた。だが、結界を抜けたとたん、白い鳥は強い磁じ場ばの影えい響きようを受けるように、ぐいと鬼に引き寄せられる。瘴気食いの刀である外道丸が、瘴気の塊である鬼に反応したのだ。

「結！」

　印いんを切った鹿ろく鳴めいが、宙に浮いた透明な思念の箱に、白い鳥を閉じこめて止めた。強い結界に囚とらわれた白い鳥は、それによって式神使いとの繋つながりを断たち切られ、呪じゆ符ふに戻る。鹿鳴の結界の中には、刀だけが残された。

「すまぬ、鹿鳴！」

　白はく蛾がが駆かけ寄るより早く、近くにいた小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくが外げ道どう丸まるに手を伸ばした。

「これが紅べに緒おさんを助けるための刀ですね！」

「いけません！」

（やめて！　余計なことしないでっ！）

　きーっとハンケチを嚙かみたいような紅緒の叫びは、小金沢尊徳には、わたしのために危険を冒おかさないでと、都合よく変換される。

「恋に試し練れんはつきものです！　たとえ火の中水の中、紅緒さんのためなら、この小金沢尊徳、身体からだを張る所しよ存ぞんです！」

（危ない！）

　外道丸は法ほう具ぐとして保管されてはいるが、穢けがれの塊かたまりでもある。術者でもない者が触れるには、あまりにも危険だ。鹿ろく鳴めいは結けつ界かいで守った外道丸を、小金沢尊徳から遠ざける。

　だが、それより一いつ瞬しゆん早く、小金沢尊徳の手が外道丸を摑つかんでいた。動いた結界から、外道丸がすっぽ抜ける。鬼に引き寄せられようとする外道丸を抑おささえていた結界から負ふ荷かが急に消え、握にぎり潰つぶしてしまうように結界を消滅させた鹿鳴は、思わずバランスを崩くずして膝ひざをつく。

「いざ、我が愛の一ひと太た刀ちで、お救いいたしましょう！」

　刀を封じていた封印の呪じゆ紙しは、結界内に充満していた鬼の瘴しよう気きを受けて脆もろくなっていたらしく、あっさり切れ落ちた。柄つかを握った小金沢尊徳は、すらり、外道丸を鞘さやから引き抜いた。

「やあっ！」

　剣道の心得があるのか、型だけは立派な剣士である小金沢尊徳は。

　外道丸を振り上げて、白蛾に斬きりかかった。

「やめてーっ！」

　紅緒が悲鳴を上げる。




―――喧けん嘩かはやめて。わたしのために争わないで。




　紅緒の悲鳴を、美女にはつきものの言葉だと小金沢尊徳は脳内処理した。一人の可か憐れんな乙女おとめを巡めぐる、兄と恋人。何て甘あま酸ずっぱいシチュエーション[image: ]




　白蛾は危ういところでこれを回かい避ひし、小金沢尊徳から距きよ離りをとる。

（本気か!?）

「ははは、お義に兄いさん、次は外しませんよ……[image: ]」

　白蛾に笑う小金沢尊徳は、ちょっと目がイっちゃってた。

（おのれ、外げ道どう丸まる……！）

　白はく蛾がは小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくの握っている刀を睨にらむ。瘴しよう気きを食い物にしている化け刀は、封印を解いても、自由に瘴気を食わせてくれるわけではない白蛾を、あまり歓迎してはいないようである。鬼の放出している瘴気に満ちた結けつ界かい内にあり、封印の呪じゆ紙しが脆もろくなっていたことを好こう機きとして、外道丸は小金沢尊徳を操あやつり、白蛾を亡きものにしようとしている。

「ちょ、ちょっと！　何やってんですかっ！」

　とんでもない展開に、綱つな紀きが声を荒あらげる。味方に斬きりかかるのは、馬ば鹿かの極きわみである。

「桃もも枝えださん、声を出さないでください！」












「鹿ろく鳴めい様っ！」

　綱紀に警けい告こくし庇かばうように前に出た鹿鳴に、鬼の放った瘴気の塊かたまりが恐ろしい勢いで飛来する。

（しまった……！）

　紅べに緒おの声に、綱紀の肩を押しやった鹿鳴は、咄とつ嗟さに作った結界の楯たてごと、瘴気の塊を受けて吹っ飛ばされた。わずかに立ち位置を変えた綱紀の横ぎりぎりを、瘴気の塊が飛び抜ける。

　人間を妨げない八や重え垣がき雄ゆう飛ひの結界を鹿鳴は突き抜け、瘴気の塊は結界に激げき突とつして砕けた。

「ぐうっ……！」

　結界を限界まで大きく撓たわませた、瘴気の塊による衝しよう撃げきは、結界を支えている雄飛を傷つける。指先などの細い毛細血管が裂さけ、血が飛び散った。

　結けつ界かいを抜けて吹っ飛ばされてきた鹿ろく鳴めいに、八や重え垣がき雄ゆう飛ひの負担を減らすために結界を作ろうとしていた結界師が巻まき添ぞえになり、鹿鳴にくっついてきた鬼の瘴しよう気きの残ざん滓しを浴びて、周囲で支し度たくされていた呪じゆ紙しが破裂した。




　オォン……！




　最後に残っていた右足の爪つま先さきまで、鬼は完全に掛かけ軸じくの外に出した。両足で土を踏ふみ締しめ、鬼は綱つな紀きの声が聞こえたほうに顔を向ける。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　声と同時に笞むちのように伸ばされた数珠じゆずのラリエットが、宙に浮いていた掛け軸を捕ほ縛ばくした。弾はずみをつけて、ヨーヨーの要領でラリエットを引き戻した右う京きようは、背中で綱紀を庇かばう位置に入って、掛け軸を広げる。

「何か、出てこい！」

「余計なことはせんでよいっ！」

　まだ事態を混乱させようという気まんまんの右京に、陰陽頭おんみようのかみは憤ふん慨がいし、結界の外に控ひかえていてそれを見た術者が、右京を引きずり出そうと結界に手を伸ばす。




　ぽわん☆！




　掛け軸の絵と聞いて、右京がイメージしたものがそれだったのかは不明だが……。

　緊きん迫ぱく感かんを削そぐ音とともに、掛け軸から鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画がに描かれているような猿さると兎うさぎと蛙かえるが大量に飛び出した。




　鳥獣戯画の猿兎蛙、一匹一匹はまったくたいしたことはないが、それらはやはり、実在しないモノたちであるから、結界を抜け出ることはできない。わらわらと大量に現れた猿兎蛙は、見えない壁かべに阻はばまれて、結界に激げき突とつした。勢いよく衝しよう突とつして撥はね飛ばされたり、平たく顔を歪ゆがませて結界に貼はりついてずり落ちていく様さまに、結界の外にいた術者は思わずたじろいで後あと退ずさる。無数の猿兎蛙は、何だか予測のできない動きと速度で動き回り、所ところ狭せましと結界内を右う往おう左さ往おうし、見えない結界の壁に激突する。―――何だかものすごく、余計な負担が八重垣雄飛にかかっている☆

「むこ、がわ、右京……！」

　ぎりぎりぎりと歯は嚙がみする八や重え垣がき雄ゆう飛ひに、冷や汗をかきながら右う京きようは笑う。

「いえ、ふざけてるわけではないデス……[image: ]（たぶん）」

「（たぶんって何だ!?　たぶんって!?）」

　小声で付け足されたことを聞きき漏もらさず、綱つな紀きは追及する。綱紀に振り返った右う京きようは、にっこり微笑ほほえんで首を傾かしげる。

「（いやぁ、僕もこんな状況、初めてだし？）」

　何の意味があって、語尾を上げるか☆

「（没収！）」

　有無を言わせぬ勢いで、綱紀は右京の手から掛かけ軸じくを取り上げた。

「（ああっ）」

　未み練れんがましく手を伸ばす右京を、綱紀は遠えん慮りよなく蹴けり倒す。右京相手に手加減すると、事態はどんどん悪化するので、雇い主だろうがしかたない。人類の平和のためである。




　騒そう動どうの元げん凶きようとなったブツを、疫やく病びよう神がみ（右京）から見事取り上げた綱紀に、陰陽頭おんみようのかみは目を輝かがやかせて拍手する。

「役立たずの唐とう辛がら子し頭の小僧、ようやった！」

「陰陽頭様、今のお言葉は、微妙に褒ほめてないような気がします……！」

「ええい、かまわん！　些さ細さいなことを四の五の言うでないわ！」

　陰陽頭は出で羽わ忠ただ晴きよの言葉を喧やかましいと一いつ蹴しゆうした。超一流の術者や、億おく万まん長ちよう者じやの金持ちばかりを相手にしている陰陽頭の気持ちはわかるが、できればパンピーで役立たずっ子の綱紀にも、ちゃんとかまってあげてほしいものである。




　グ……。




　ゆらり、首を動かして、今度こそ完全に、鬼が綱紀の方を向く。




「桃もも枝えだ様！　動かないで！」

　右京を蹴り倒した綱紀に、紅べに緒おが悲鳴のような声で懇こん願がんする。呼ばれた綱紀は、思わず直立不動になる。




　捕らえられたまま鬼を観かん察さつし、紅緒は眉まゆを顰ひそめる。

（この鬼……、見えていない……？）

　綱つな紀きが声を発したり身体からだを動かしたりして、やっと綱紀の居場所がわかる、そんな感じだ。この鬼が女を狙ねらうのは、匂においか何かで、男よりも女のほうが狙いを定めやすいからなのかもしれない。

（いきなり襲おそいかからないのは、綱つなを警けい戒かいしているからなのだわ）

　鬼にとって宿敵である渡辺綱わたなべのつなは、畏い怖ふすべき存在だ。子孫の綱紀は、鬼退治なんてとんでもないただの腰抜けだが、鬼はそんなことを知らない。瘴しよう気きの塊かたまりを弾丸のように撃うち出すことで、綱の反応を探っているのに違いない。

「桃もも枝えだ様！　結けつ界かいから出てはいけません！　あなたが結界内にいる限り、鬼も結界内に留とどまります！」

　紅べに緒おにはいぢめられて一服盛られたり踏ふまれたり、情報と交換に投薬実じつ験けんをされたりと、散々な目に遭あったりした綱紀だが、男の悲しい性さがとして、女の子にはついつい寛かん容ようになってしまう一面があった。加えて、美人には弱い。

「（右う京きようさん……）」

　低い声で呼びかけた綱紀に、右京は愛あい想そ笑いする。

「何かな？　綱紀くん」

「（また俺おれを利用して、鬼を呼び出しましたね？）」




　陰おん陽みよう寮りようの中にいるから、綱紀は氏うじ神がみ様の御お護まもりを身につけていない。

　何でも出てくる不ふ思し議ぎな掛かけ軸じくがあり、鬼を引っ張りやすい、鬼が出てきたい条件があれば、鬼を出すことができる。右京がこんな好こう機きを逃のがすはずがない。




　滑こつ稽けいなのだが諷ふう刺しを含み、愛らしいだけではなくどこかに毒を匂わせる猿さる兎うさぎ蛙かえるを、紅緒は見つめる。あれがばたばたするたびに、埃ほこりが立つように気が乱れて、綱紀の発している気が読み取りにくくなる感じだ。

（目め眩くらまし？）

　こんなモノでも、数がいれば、それなりにうっとうしい。




　鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画がの猿兎蛙、立体として見えているが、極きよく論ろんでは線せん画がにすぎないモノたちは、同じく掛け軸から出てきた鬼にも頓とん着ちやくしなかった。目め障ざわりなところをちょろちょろされ、ぶつかったり群られたりして、立腹した鬼は凶きよう暴ぼうに吠ほえる。




　グガァ！




　びり……、結けつ界かい内が振しん動どうし、思わず綱つな紀きや小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくも肩を竦すくめる。ばたばたと動き回っていた多数の猿さる兎うさぎ蛙かえるは、引っくり返った。鬼の手が地表を薙なぐように動いて、摑つかまえられた猿兎蛙たちは、鬼の口に消える。ばりばりと喰くらわれたのは絵に描かれた動物たちだとわかっていても、どうにも残酷でいけない。正せい視しに耐えず、紅べに緒おは思わず視し線せんを逸そらす。

「うみゅ……」

　綱紀が抱っこしたままだった熊くま谷がい翁おうが、顔を上げて目を擦こすった。

　茨いば城らき童どう子じのときと同じく、綱紀は鬼を閉じこめている結界から出ることはできない。だが、熊谷翁や、いらない騒そう動どうの元になる掛かけ軸じくを、ここでいつまでも抱かかえていなくてもいい。

（今なら……！）

　鬼が猿兎蛙たちを喰らっているうちにと、綱紀は予備に携帯していた封印のための呪じゆ符ふを掛け軸に貼はりつけて、それを熊谷翁に押しつける。

「これを持って、陰おん陽みよう博士はかせのところに行ってください！」

「なんぢゃ？」

「お願ねがいします！」

　ぱちぱちと目を瞬しばたたいた熊谷翁を、綱紀は腕から下ろし、早く行ってとお尻しりを押す。

「ようわかりゃんが、まあよいじょ」

　鷹おう揚ような熊谷翁は素しろ人うとである綱紀が俄にわか封印した掛け軸を持って、結界から出た。




　鬼が吠ほえたことを利用して、びくりと肩を竦ませて動きを止めた小金沢尊徳から、外げ道どう丸まるを取り返そうとした白はく蛾がだったが、それはあと一歩というところで叶かなわなかった。

　ぱらり、刃やいばに掠かすめられた白蛾の狩かり衣ぎぬの袖そでが、口を開ける。

「はっはっはぁ！」

　勝かち誇ほこったように小金沢尊徳が笑う。化け刀に操あやつられて、目がイっちゃっていながらも、なぜか妙な爽さわやかさは健在である。

「やりますね、お義に兄い様！」

（くそ……！）

　いつもより運動能力が増し、攻こう撃げき力りよくも高くなっている小金沢尊徳に、白蛾は胸の中で舌打ちする。霊れい感かんがないので、外道丸がいかに恐ろしい刀かが、小金沢尊徳にはわからない。しかし霊感がないからといってまったく影えい響きようがないわけではなく、生気を化け刀に吸われ、小金沢尊徳の顔色は一秒ごとに土つち気け色いろに変わり、頰ほおもこけ、目の下に隈くまが現れはじめている。刀に憑とり殺されるのも、時間の問題だ。

（どうする……!?）

　一刻も早く、刀を取り上げねば、命に関かかわる。




「本気出しちゃえばいいんだよ」

　加減している白はく蛾がに、くすりと右う京きようは笑う。

「綱つな紀きくん、封ふう縛ばくの呪じゆ符ふは？」

「持ってます……！」

　陰おん陽みよう寮りように向かうのに必要ない気はしたが、とりあえず、何があってもいいように、預かって管理している右京の呪符は、何枚か持ってきていた。備えあれば憂うれいなしである。

　綱紀は急いで袂たもとから呪力の練ねりこまれた粘土を取り出すと、小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくに似せて人形を作った。そして蘆あし屋や美み琴ことに教えられたとおり、右手に刀とう印いんを結び、目の前で五ご芒ぼう印いんを切ると小さな天てん秤びんを出す。小金沢尊徳と右京のことを心に強く思いながら、一方の皿に小金沢尊徳の人形を載せ、もう一方の皿に右京に似せて作ってある人形を置く。重さで負けて持ち上がった……のは、小金沢尊徳のほうだった。

「―――呪符ナシでどうぞ」

　刀は厄やつ介かいだが、使っている人間は何てことはない、見かけ倒しのへなちょこである。

「了解[image: ]」

　にこりと笑った右京は、懐ふところから一枚の呪符を取り出し、首から外はずした数珠じゆずのラリエットを両手で持って駆かけだす。

「唵おん　怛だ他た誐が都と　納なう婆ば縛ば耶や　婆そ婆わ訶か！　夢夢疑うことなかれ！」

「避よけてくださいっ！」

　立ち位置を変えた白蛾にかまうことなく、端を摑つかんだ数珠のラリエットを投じた右京に、綱紀が叫ぶ。身を捩よじった白蛾の鼻先を、恐ろしい勢いで右京の数珠が通過した。

　はっと目を見開いた小金沢尊徳の額ひたいに、先端に呪符を置いた数珠が激げき突とつする。




　すこーん！




　景気のいい音をたてて、中国の妖よう怪かいのように額ひたいに呪符を貼はりつけた小金沢尊徳は、結けつ界かいの外に向かってすっ飛んだ。近くにいて巻まき添ぞえを食った猿さる兎うさぎ蛙かえるたちは、転倒してぶつかり合い、ぷきっと潰つぶれて線せんに戻り、消滅する。

　結界にぶち当たり、外げ道どう丸まるが小金沢尊徳の手からもぎ離はなされて、吹っ飛ぶ。ぎらりと物ぶつ騒そうな色に刃やいばを輝かがやかせ、回転しながら飛んだ凶きよう暴ぼうな刀は、右京の穿はいている指さし貫ぬきを貫つらぬき、ざっくりと地面に突き立った。

「うわー、危ないなー」

　偶然でも、間かん一いつ髪ぱつで、怪け我がをするところまでいかないのが、武む庫こ川がわ右う京きようという男である。

「武庫川右京っ……！　きーさーまーはぁ……！」

　右京に触られる前にと、急いで駆かけ寄って外げ道どう丸まるの柄つかを摑つかんで引き抜いた白はく蛾がは、小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくを標的にしながらも、明らかに白蛾の後頭部狙ねらいだったさっきの右京の攻こう撃げきに、眉まゆを吊つり上げる。

「刀が戻って、よかったねっ」

「言いたいことは、それだけかぁっ！」

　瘴しよう気きを吸いたい外道丸の柄は、白蛾の手の中でびくびくと跳はねた。右京を斬きり捨てたいと、うずうずしている白蛾の思いを受けて、外道丸の刀身は勝手に跳ね上がり、右京に襲おそいかかる。

「うわうわうわ！　危ない危ないってば！」

　近くにいた兎うさぎや猿さるが刃やいばに掠かすめられただけで断だん末まつ魔まのポーズを決めてざくざくと消え、あわや首を薙ながれそうになった右京は、両手に握った数珠じゆずのラリエットで、刃を受け止める。呪じゆ力りよくを強く帯おびている数珠は、物理的強度以上に頑がん丈じようだ。そう簡かん単たんにやられてくれるような相手ではないとわかっているから、白蛾は慌あわてない。

「すまぬな、不可抗力だ」

　ぎりぎりぎりと数珠を押し切ろうとする刀を念をこめて抑おさえつけながら、白蛾は笑顔えがおで詫わびる。この機き会かいを逃のがすのは口くち惜おしいが、今は右京を斬り捨てている場合ではない。両者とも、肩で息をしながら飛とび退のいて距きよ離りを取る。

「本気っぽかったねぇ」

「気のせいだ」

　冷や汗をかきながら笑う右京に、小さく舌打ちして白蛾も笑う。




　脳のう震しん盪とうを起こしていた鹿ろく鳴めいは、手当てを受けてどうにか立ち上がり、八や重え垣がき雄ゆう飛ひの結けつ界かいの外から、陰おん陽みよう博士はかせ五ご行ぎよう衆しゆうとともに強固な結界を成す作業に当たっている。一人で結界を支えている八重垣雄飛の消しよう耗もうは激はげしい。限界に達たつしているはずだが、それを支えているのは、先の金こん剛ごう院いんの術者であるという自じ尊そん心しんだ。




　掛かけ軸じくを持って結界の外に出て、巫み女こに保ほ護ごされた熊くま谷がい翁おうは、結界の中の鬼と、鬼に囚とらわれた紅べに緒お、そして右京たちを見る。

「はてしゃて、こりぇはめんようにゃ」

「……面めん妖ようなのは、熊くま谷がい殿どのじゃ」

　掛かけ軸じくを受け取った陰陽頭おんみようのかみは、ぷりぷりのちびっこになった熊くま谷がい翁おうを見下ろし、げんなりして肩を落とした。




　右う京きようの数珠じゆずで強制的に結けつ界かいから排出退出させられた小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくは、そのまま目を回して気絶した。術者でもない客がうろうろしていていいような場所でもなく、悠ゆう長ちように見物していてもらえるような余裕もなかったので、速すみやかに安全な場所に隔かく離り移送してお休みいただく。小金沢尊徳の額ひたいには、記き憶おく封印の封ふう縛ばく符ふがあった。おそらく、お焚たき上あげのとちゅうから記憶が途と切ぎれているはずなので、適当に皆で口裏を合わせ、お焚き上げが何事もなく終了したことにする。




　結界の端ぎりぎりの位置にいる綱つな紀きの近くに、鹿ろく鳴めいが来た。所持している高こう額がく呪じゆ符ふを確たしかめ、天てん秤びんを支し度たくしながら、綱紀は尋たずねる。

「（すみません、紅べに緒おさんを摑つかまえている青鬼は、どんな鬼なんですか？）」

　青鬼だと聞いているので、色粘土は支度できるし、不自然に宙に浮いて振り動かされている紅緒の高さから、鬼のだいたいの大きさは推測できる。だができるなら、角が何本あるかとか、詳細は知っておきたい。茨いば城らき童どう子じのように隻せき腕わんであるとか、身体的特とく徴ちようがあるのなら、右京の封縛に必要な呪符をより正せい確かくに選出するために、鬼の人形をそのような形にしなければならない。

　綱紀には瘴しよう気きに塗まみれた恐ろしい鬼も、ちょろちょろと騒そう々ぞうしい鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画がの猿さる兎うさぎ蛙かえるも、まったく見えない。若じやつ干かん居い心地ごこち悪い空気は感じるが、膝ひざががくがくするほどの瘴気や恐ろしさは感じない。




（いいのだろうか、このままで……）

　鹿鳴が他人の疝せん気きを頭痛に病やんでもしかたないのだが、綱紀は渡辺綱わたなべのつなの子孫であり、鬼に憎い仇きゆう敵てきと恨うらまれている。放っておいていいものだろうかと、鹿鳴は気が気でない。

「綱紀くんは、今のままでいいんだよ。僕らの価か値ち観かんを押しつけるのはよくない」

　ふわり、身軽く長い銀の髪を靡なびかせながら、鬼の放った瘴気の塊かたまりを数珠じゆずのラリエットで摑まえて潰つぶした右京が背を向けたまま呟つぶやいて、その場を飛とび退のく。




　何の力も持たない綱つなの子は、徹てつ底ていして持たないからこそ、微み塵じんも臆おくすることなく、しっかりと背せ筋すじを正してそこに立っている。




「にゃるほろ、しょうきゅるきゃ！」

　腰に手を当てた熊くま谷がい翁おうは肩幅にしっかりと足を開いて仁に王おう立だちになり、ぷっくりつやつやしたリンゴの頰ほおでほきょほきょと笑った。生まれ育った環かん境きようのため、この世界しか知らない

鹿ろく鳴めいは、右う京きようの言葉に己おのれの狭きよう量りようを恥じ、唇くちびるを嚙かんだ。










　　　　符ノ八　鬼籠め







「待てるか!?　紅べに緒お！」

「あと七分ぐらいなら！」

　白はく蛾がの問いに紅緒は答える。半端だが、それが厳げん密みつなところなのだろう。鬼の瘴しよう気きで、紅緒の所持している護ご符ふは次々に消費されている。紅緒の言葉に、白蛾も覚悟を決める。悠ゆう長ちように構かまえている暇はない。外げ道どう丸まるで鬼の片腕を斬きり落としてでも、紅緒を救わねばならない。

「紅緒さーん、呪じゆ符ふならあるよー[image: ]」

「いりません！」

　にこにこと手を振る右京の言葉を、オトコマエに紅緒は一いつ蹴しゆうする。もらったその呪符で、さらにとんでもないことになっては、たまったものではない。賢けん明めいな判断である。

「長引かせるな……！」

「ソウデスネ」

　すっかり本ほん気きと顔に書いてある白はく蛾がに刀の切っ先を向けられ、右う京きようは降参と両手を挙あげた。




「額ひたいから一本、角つのの出ている青鬼です。紅べに緒お様も気づかれたようですが、視力はあまりよくないようです」

　紅緒と右京のやり取りを聞きながら、鹿ろく鳴めいは鬼を牽けん制せいし、綱つな紀きに教えた。隻せき腕わんだった茨いば城らき童どう子じのように、身体的特とく徴ちようのある鬼ではない。だが、観かん察さつしていたところ、どうも視覚による目標の捕ほ捉そくが苦手のようだ。

「（了解）」

　綱紀は背後に立つ鹿鳴に振り返らずに頷うなずいて、粘土で手早く鬼の人形を作る。

（あの辺あたりに、鬼がいる）

　綱紀は紅緒の位置から見当をつけ、ひたとその場所を見つめる。

（女の人を捕まえるような、青鬼……）

　見み目め麗うるわしくか弱そうでも、紅緒は勝気でプライドが高い。そう見えないようにしているが、物のように鬼の手に摑つかまれ、宙で振り回される格かつ好こうになっていて、相そう当とうに苦しいはずだ。

（もう少しだけ、我が慢まんしていてくださいね）

　袂たもとから天てん秤びんを出した綱紀は、鬼の人形と右京の人形を載せる。がくんと弾はずみをつけるような勢いで右京の人形が持ち上がる。右京の人形は使い回しだし、新しく鬼の人形を作った粘土の量は、さっき小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくの人形を作ったときと、大差ない。

（え……？）

　驚おどろきながら、綱紀は右京の人形の載っている皿に、十円玉を載せる。前回の鬼、茨城童子のときには、百二十万円の呪じゆ符ふ……十二枚の十円玉で釣り合った。のだが。

　どうにか天秤が釣り合ったのは、二十三枚の十円玉を載せたときだった。

「（いくらの呪符かな？）」

　鬼が飛ばした瘴しよう気きの塊かたまりを、笞むちのように数珠じゆずのラリエットで捕らえて滅めつし、綱紀を背中で庇かばうように立った右京が、振り返らないままに小声で綱紀に尋たずねる。

「（―――二百、三十万円の呪符です……！）」

　信じられないが、綱紀は右京にそう答えるしかない。高こう額がく呪符の指定に、右京は苦笑した。

「あー、茨城童子のときは、煉ねり上あげが中途半端だったからねぇ」

　鬼の材料となる餓が鬼きがとちゅうで浄化されてしまい、取りこむ餓鬼の数が、十分ではなかった。恐ろしい鬼だったが、あれは完全体ではなかったのだ。

「掛かけ軸じくから出てきたにしては、いい線せんいってるねぇ[image: ]」

　くすくすと笑いながら、右京は数珠を振るって鬼が放つ瘴気の塊を破は壊かいする。鬼を攪かく乱らんさせるために引っ張りだしたモノだが、騒そう々ぞうしく逃げ回っている猿さる兎うさぎ蛙かえるが、かなりうっとうしい。

「（右う京きようさん！）」

　二百三十万円の高こう額がく呪じゆ符ふなんて、綱つな紀きは見たことがない。右京は鬼を封ふう縛ばくするための呪符を持っていない―――！




　術者たちによって、より強固な結けつ界かいが支し度たくされ、合図を送られた八や重え垣がき雄ゆう飛ひは、静かに後ろに下がる。鬼の瘴しよう気きを抑おさえていた結界を持続する形で術を引ひき継つぎ、核かくとなる結界を支えていた雄飛は、ようやく重じゆう責せきから解放された。印いんを解いた雄飛は、がくりと膝ひざをつき、駆かけ寄った術者たちに支えられる。




「瘴しよう気き殲せん滅めつ！　鑠ば吃き羅ら也や　莎そわ訶か！」

　外げ道どう丸まるで白はく蛾がが飛来する瘴気の塊を斬きり捨てる。瘴気に触れるたび、外道丸の柄つかが、歓喜するように熱ねつを帯びた。

（こちらも、そう長くはもたないか……！）

　瘴気に満ちた結界内にいるのである。今回のことは突発的事態であり、所持している防御のための護ご符ふも不十分だ。護符が力尽きれば、鬼の瘴気と穢けがれを纏まとう化け刀の両方が白蛾を襲おそう。危険な武器だが、外道丸でなくては、鬼の瘴気すら斬れない。

「白蛾様！　紅べに緒お様を結界でお守りする支度ができました！」

　鹿ろく鳴めいが告げて、結界内に入る。ほんの少し、鬼の隙すきをつくことができれば、奪い返すことはできなくとも、紅緒を護符なしでも瘴気から守ることはできるようになる。鹿鳴と結界の外にいる術者の連携で、紅緒を結界で包み、瘴気を阻はばむ。鬼斬りの刀や封縛の術から、紅緒を守り、白蛾と右京に心置きなく動いてもらえる。

「右京！」

　封縛を命じる白蛾に、右京はにこりと微笑ほほえむ。

「その刀で、アレを二つ三つに分けられるかな？」

　その問いが意い図とすることを察さつ知ちし、白蛾は息を呑のむ。

「贅ぜい沢たくは言わない[image: ]　動きを止めてくれるだけでもいいよ」

　微笑んだ右京は、綱紀から呪符を貰もらい、懐ふところからあるだけの呪符の束たばを取り出す。封縛に使う呪符は、例えるなら包み紙のようなものだ。封縛するものよりも、高額なものは余った部分だけ無む駄だになり、低額な呪符は、何枚も接つぎあわせるようにして術をかけなければならない。繋つなぎ合わせのため、本来必要な金額よりも多額の呪符を必要とし、さらに、一度に複数枚の呪符を使いこなすのは、かなり高度な技術を要する。右京としても、あるだけ全部の呪符を一度に用もちいるのは、初めてのことだ。右う京きようが使う高こう額がく呪じゆ符ふのための呪紙は、漉すくのが難むずかしく、注文してすぐに手に入る物ではない。陰おん陽みよう寮りようの誰だれかのところをあたれば、もっと高額の呪紙はあるだろうが、専用に漉いてもらった呪紙でなければ、右京の呪符としては使えない。

「止めるだけでも、贅ぜい沢たくだと思え……！」

　それほど、鬼というモノは桁けた違ちがいなのだ。




「綱つな紀きくん、カウント、くれるかな？」

　右京に頼まれて、綱紀は目を瞬しばたたく。

「（え？）」

「ほら、何人かで演奏するときに、よくやってるじゃないか。あれ。４カウント。無む駄だでいいから」




　無駄でいいというのは、期待していないということ。綱紀に対して、期待されていないことと言えば―――。




（あ……！）

　綱紀は担かついだままだったギター（のようなもの）を、急いで持ち直す。

　鬼がこの結界に留とどまっているのは、ここに綱紀がいるからだ。綱紀が行動を起こせば、鬼の意い識しきは綱紀が動いたり声を発した方向に向けられる。カウントで始まるのは、鬼との真っ向勝負だ。だが、予定外の勝算となりうるのは、これしかない。




「（ワン！）」

　膝ひざを曲げて片足を上げた綱紀は、その足で地面を踏ふみながら、ギター（のようなもの）の弦げんを掻かき下ろす。




〈―――!!〉




　土を踏み鳴らすのと同時に放たれた音のない響ひびきに、結けつ界かい内の空気が震ふるえ、瘴しよう気きが震え、鬼がびくりと身震いした。身体からだにかかっていた重苦しい負ふ荷かが、ふっと軽くなり、紅べに緒おは驚おどろいて顔を上げる。

（浄化の力!?）

　それは、これまでに体たい験けんしたこともないほど、強力な―――！

　鬼の周りで戯たわむれていた、幾いく許ばくかの邪じや気きを纏まとう鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画がの獣けものたちが、塵ちりとなって消える。




「臨りん！　兵びよう！　闘とう！　者しや！　皆かい！　陣じん！　裂れつ！　在ざい！　前ぜん！」

「結けつ！」

　白はく蛾がが刀で印いんを斬きり、鹿ろく鳴めいは鬼に捕らえられた紅べに緒おをひたと見つめ、刀とう印いんで指さした。




　ふわり、鹿鳴の結けつ界かいに包まれて、紅緒の姿が金こん色じきに輝かがやいた。瘴しよう気きに穢けがされて端から真っ黒に染まり、いま正まさに塵となって消えようとしていた袂たもとの護ご符ふが、辛からくも消滅を免まぬがれる。




　結界の外にいた陰陽頭おんみようのかみたちは、濃のう厚こうな瘴気で墨すみを流したようだった結界の中が、スモーク硝子ガラス程度の暗さはあるが、すうっと見えるようになり驚おどろく。

「今のが、あの唐とう辛がら子し頭の小僧の鳴めい弦げんか!?」

「へんばいちょ、あわしぇちぇおっちゃじょ！」

　目を瞠みはる陰陽頭の横で、真まっ赤かな顔をした熊くま谷がい翁おうは小さな両手の拳こぶしを握って興奮こうふんする。熊谷翁の風下にいた術者は、漂ただよってきた生々しい汚物の臭においにぎょっとして、鼻を押さえた。




　反閇へんばいは、道教の歩行呪じゆ術じゆつに淵源えんげんを発した、特殊な歩行法のことだ。道中の安全を祈き願がんしたり、悪鬼や猛もう獣じゆうを避さける呪法である。相撲すもうで踏ふまれる四し股こも、この延長にある。

　綱つな紀きは、意い図としてやったわけではないので、当然知らない。背を向けている右う京きようたちにカウントを始めると、知らせる意味で、足音をさせたにすぎない。




「（ツー！）」

　綱紀の手が、ギター（のようなもの）の弦げんを掻かき下ろす。




　右京は呪符の束たばごと、長い数珠じゆずのラリエットを大きく打ち振る。新しん体たい操そうの競きよう技ぎで使われるリボンのように、数珠のラリエットは軽やかに動き、呪符と二重円を描えがいて、両手で印を結んだ右京を囲み、宙に浮く。




「（スリー！）」

　綱紀の手が、ギター（のようなもの）の弦を掻き下ろす。




　鬼の間合いに踏ふみこんだ白蛾が、宙に刀の切っ先で印を斬る。

「唵おん　阿あ古こ羅ら　賛さん拏ど　含がん！　霞かすみ網あみにかかりし鳥の如ごとく！」

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　右う京きようの身体からだから放出される呪じゆ力りよくを纏まとい、数珠じゆずと呪符が眩まばゆい光を放ち、圧を受けるように長い白銀の髪がなよやかに浮かび上がった。

　綱つな紀きには相変わらず、鬼の姿は見えない。だが和やわらいだ紅べに緒おの表情から、紅緒にかかっていた負担が軽減されたことがわかった。




「フォー！」

（行け！　俺おれの封ふう縛ばく師し！）

　綱紀の手が、ギター（のようなもの）の弦げんを掻かき下ろす。




〈―――!!〉




　音のない響ひびきに、結けつ界かい内の空気が震ふるえた、瘴しよう気きが震え、鬼が震しん撼かんした。




　浄化の波動で脱力しそうになりながらも、何とか姿勢を崩くずさず踏ふみ留とどまった右京は、呪符を伴ともなう数珠じゆずを打ち振る。












「か弱き乙女おとめを捕らえし鬼は綱つなの前に敗北す！　闇やみの力は我が前に凝ぎよう結けつせよ！」

　右う京きようは呪じゆ力りよくで捩ねじ伏ふせるように、鬼を捕らえた空間に呪符を放つ。




　ガァア……！




　呪符に取り囲まれた鬼が、吠ほえる。

　ぴりっと呪符の端が裂さけた。

「……っ！」

　裂けた呪符と同じように、右京の着物が裂け、その下の皮ひ膚ふが裂けて、血がしぶいた。

　ずたずたになっていく呪符と同じように、ずたずたになりながら、くすっと右京は笑う。

　飛び散った右京の血が、外げ道どう丸まるの刀身を濡ぬらし、呪のろわしい化け刀はそれを吸いこんだ。

（駄だ目めか……!?）

　鬼を抑おさえながら、白はく蛾がは唇くちびるを嚙かむ。




　紫し宸しん殿でんの前庭で行われるお焚たき上あげに立ち会ってほしいと、八や重え垣がき雄ゆう飛ひから使いの蝶ちよう々ちようを送られた幸か徳で井い藍らん月げつは、井戸水を汲くみ上げて水みず垢ご離りをして、きちんと装しよう束ぞくを整ととのえてから書しよ院いんを出た。突然の武む庫こ川がわ右京の訪問で、藍月は精神的にかなり疲ひ弊へいしてしまったので、できるなら大勢の人のいる場所に行きたくはなかったが、雄飛からの頼みとあっては断るわけにはいかない。お焚き上げは白蛾と紅べに緒おが行う。身内贔びい屓きかもしれないが、藍月はあの甥おいと姪めいに任せておけば、間違いはないと思っている。白蛾と紅緒の評価については、雄飛も藍月と変わらない。それなのに、気になる点があると知らせてきたことが、藍月には引っかかる。

（小こ金がね沢ざわ氏が持ってこられた物ならば、たかが知れているはずだが……）

　霊れい感かんナシの見栄っ張りの似え非せ僧そう侶りよである小金沢尊そん徳とくでも、本当にヤバいモノは、生存本能が警けい告こくを発するらしく、触らないようにして陰おん陽みよう寮りようの術者を寺に呼んで取りに来てもらう。裏を返せば、今日きようお焚き上げを行うものは、小金沢尊徳が持ち運べる程度のものなのだ。

　何かがあれば、八重垣雄飛が知らせてくるはず。ゆっくりと紫宸殿前に足を運んだ藍月は、大がかりな結けつ界かいと、疲ひ労ろう困こん憊ぱいという様よう子すで介かい抱ほうを受けている雄飛の姿に驚おどろいた。

「雄飛！」

　駆かけ寄った藍月に、近くにいた術者たちが振り返る。

「藍月様……！」

「今までどちらにいらしたのですか!?」

　幸か徳で井い兄妹が揃そろってお焚たき上あげを行うことは、滅多めつたにない。珍めずらしがったり、喜ぶ者がいることは、目に見えている。細々したことで煩わずらわされたくない藍らん月げつは、八や重え垣がき雄ゆう飛ひと陰おん陽みよう寮りよう上層部の術者からの連絡だけしか受け取らないようにしていた。このため他ほかの者たちが送った式しき神がみは、藍月を見つけることができず、藍月は行方ゆくえ知れずということになっていたのだ。

「武む庫こ川がわ右う京きようが、小こ金がね沢ざわ様のお持ちになられた掛かけ軸じくから、鬼を呼出したのでございます」

「何だと!?」

　不ふ可か思し議ぎに混こん沌とんとし、瘴しよう気きで薄うす暗ぐらくよどむ結けつ界かいの中に、藍月は目を凝こらす。




　見るも恐ろしい青鬼と、それに捕らえられている姪めいの姿が見えた。




　結界の中にいる術者は、と見た藍月は、右京の姿にどきりとして息を呑のむ。

（咲さく良ら……！）

　右京の特とく徴ちようである白銀の髪が、瘴気の薄うす闇やみで黒髪のように見えたのだ。

　葉は隠がくれ咲良はこの世にはいない。そこにいる術者は、咲良ではない。そう、頭ではわかっているのに、苦しくなる胸の鼓こ動どうはおさまらない。咲良に酷こく似じした者は、痛々しいほどに傷だらけであり、見つめている間にも、次々に新しい傷が刻まれていく。

　ふらり、夢遊病者のように結界に踏ふみこもうとした藍月の手を、雄飛が摑つかんで止めた。

「藍月様……！　手出し無用に願ねがいます……！」

　これは武庫川右京が自分で招いた災さい厄やくである。あの掛け軸がどのような物であるのか、武庫川右京以外の者に見抜けなかったことにまったく責任がないと主張するわけではないが、右京は望んで鬼を呼び出した。厳きびしく指し導どうをし、どれだけ禁じても繰くり返し騒そう動どうを起こして反省もしない者は、痛い思いをして学んでもらわなければならない。怪け我がをしようと、自じ業ごう自じ得とくなのだ。

「わ、かっている」

　冷たい手を雄飛から取り戻し、微かすかに震ふるえを帯おびた声で、藍月は頷うなずいた。

　あれは、葉隠咲良ではない。あれは武庫川右京だ。どれだけ似ていても、傷ついていても、咲良が傷ついて苦しんでいるわけではない―――。




　傷ついていく右京の姿に、鹿ろく鳴めいは焦じれる。

　このままでは、いけない―――！

「桃もも枝えださん！　もう一度、鳴めい弦げんを！」

　鬼に握にぎり潰つぶされないように、紅べに緒おを守る結界を支えている鹿鳴が希こいねがった。

「知るかよ！　そんなの！」

　浄化の波動が放たれているのかどうか、綱つな紀きにはまったくわからない。




　ガァア……！




　咆ほう哮こうした鬼に、びりびりと結けつ界かいが震ふるえ、鼓こ膜まくが痛んだ。鬼の声は聞こえないが、鼓膜への不快感は物理的刺し激げきとなって綱紀にも感じられた。

　鬼を抑おさえている白はく蛾がは、外げ道どう丸まるを握る両りよう掌てのひらに焼けつくような痛みを感じる。鬼の瘴しよう気きを求める刀は、白蛾を裏切ろうとしている。

（くそ……っ！）

　ぎりっと白蛾は歯は嚙がみして、強く刀を握る。




　鬼の咆哮は尖とがった礫つぶてのように、右う京きようを切きり裂さいた。

　裂けた呪じゆ符ふのいくつかが、鬼の瘴気に耐えかねて、炎を上げて燃もえ尽きる。

　右京の背に庇かばわれている綱紀は、びしびしと音をたてて見えない何かに切り裂かれていく右京を、正視しているのが辛つらくなる。

　大きく腕を振り動かした右京に、鬼に圧されて緩ゆるみかけていた数珠じゆずの締しめつけが強くなる。




　ガアッ！




　鬼が吼ほえ、数珠に呪じゆ力りよくをこめて鬼を締めつけていた右京は、ごぼりと血の塊かたまりを吐はいた。

「右京さん！」

　ぼたぼたと音をたてて足元を濡ぬらした血に、綱紀は目を剝むく。右京の傷は、見えている外側の傷だけではない。鬼の瘴気は右京の身体からだの内も、ずたずたにしている。

（どうして、そこまでして、こんなこと……）

　ぎゅっと手を握り締めた綱紀の前で、右京が顔を伏ふせ、肩を震わせる。

（右京さん……）

　今にも膝ひざをつくかと見えた右京は、勢いよく顔を上げる。

「あーっはっはっは！」

　大声で笑った右京に、綱紀と鹿ろく鳴めいはぎょっとする。

　ぐいと手の甲こうで口くち元もとを汚した血を拭ぬぐい、鬼を見つめて右京は笑う。

「素す晴ばらしく痛いよ！」

　……イタイのは、この男である。




　鬼を封ふう縛ばくするための呪じゆ符ふが、次々と焼失する。




「―――遊んでないで、早くしろ！」

　怒りを低く押さえつけた声で、苛いら々いらしく白はく蛾がが右う京きように命じる。




　右京はひたと鬼を見つめ、にいと笑った。凄せい絶ぜつに冴さえる美び貌ぼうに、血の赤が妖あやしく映はえる。




　鬼を見つめて微笑ほほえむ右京の眼まな差ざしに、狂気を感じた紅べに緒おは、ぞくりと身を震ふるわせた。

（何なの!?　この男……）

　幼いころから知っているはずの封縛師。しかし、武む庫こ川がわ右京について、本当は何も知らなかったということに、紅緒は唐とう突とつに気づく。へらへらとした態度や、綺き麗れいな顔で誤ご魔ま化かされてしまうが、術者としてのこの男は、誰だれよりも貪どん欲よくで、もっと、もっと恐ろしい―――。




　にいっと笑った右京は、数珠じゆずにさらなる呪力を送る。




「―――封縛！」




　結けつ界かいを揺ゆるがす鬼の断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうとともに、鬼を取り囲んだすべての呪符は金色こんじきの光を発して弾はじけた。凄すさまじい圧を受けて、悪夢のように鬼が収しゆう縮しゆくする。




　鬼の手が消えてなくなり、放り出された紅緒は、結界に守られながら、美び麗れいな着物の袖そでを蝶ちよう々ちようの羽のように優ゆう雅がに広げ、ゆっくりと地面に降り立つ。




　宙に浮かんだ鬼火のような青い宝ほう玉ぎよくに、外げ道どう丸まるが引き寄せられる。

　白蛾に御ぎよせられる外道丸よりも自由な右京は、鬼を封縛した青い宝玉を、素す手でで摑つかんだ。




　前回の報告とまったく同じことをやってみせた右京に、陰陽頭おんみようのかみたちは息を呑のむ。




　魔をも魅み了りようする美貌で妖艶ようえんに微笑んだ右京は、摑み取った宝玉を、握にぎり潰つぶした。




　葉は隠がくれ咲さく良らと同じ顔で、異ことなる表情をし、葉隠咲良の絶対にやらないことをやってのける者。

　鬼を取りこみ血ち塗まみれで微笑ほほえむ、悪夢のようなそれを、幸か徳で井い藍らん月げつは瞬まばたきもせずに見つめる。

（咲良……）

　心の内を、血の涙が流れた。




　やっと、わかった。

　どうして葉隠咲良が死を選んだのか。

　どうして武む庫こ川がわ右う京きようが誕たん生じようすることになったのか。

　咲良を暴ぼう力りよくに屈くつして穢けがされた可か哀わい相そうな女にしてしまったのは、誰だれでもない。藍月自身だ。




（―――東とう条じよう秀ほつ真ま……！）




　夢見ていた幸せな未来を奪い取った男を、藍月は思い出す。

　あのとき、藍月は秀真を追わなければならなかった。陰おん陽みよう寮りように入りこんだあの男は、何かを企たくらんでいたのだ。咲良は藍月が振り返ることがないよう、命を絶たった。心を残すことなく、藍月が修しゆ羅らとなれるよう、邪じや魔まな己おのれの存在を消し去ったのだ。

　咲良が求めたものは、自分一人のささやかな幸せではなかった。




　東条秀真は何かを企み、陰陽寮に来た。聡そう明めいなる巫み女こ・葉隠咲良はその恐ろしい陰いん謀ぼうに気づいたから、襲おそわれたのだ。咲良が襲しゆう撃げき事件の真しん相そうを誰にも告げなかったのは、知ったという事実を東条秀真に悟さとられないため。死を選んだのは、それほどの重大事項であったから。




　右京が咲良の顔を持つ男児として生まれたのは、咲良に代わり、東条秀真と戦うため。

　右京が異い様ようなほどに強さを求めるのは、その必要を感じているから。

　力。力。力。

　東条秀真を捩ねじ伏ふせることができるのは、強大な力のみ。

　東条秀真から受うけ継ついだ半分の力。それを凌しのぐ力を得るために、すべてを敵に回しながら右京はただ一人、足あ掻がいている。

　咲良が遺のこしたのは、咲良の顔をした修羅だ。




　藍月が修羅となれなかったから―――。




「馬ば鹿かもーんっ！」

　役目を終えた結けつ界かいが解かれるのと同時に、陰陽頭おんみようのかみの怒ど号ごうが響ひびいた。










　　　　符ノ九　終止符







「で？　結局、あなたたちは何をしに行ってきたの？」

　昼過ぎに絶ぜつ佳か庵あんを訪れた蘆あし屋や美み琴ことに、寝巻姿の右う京きようと綱つな紀きは正座したまま、愛あい想そ笑いする。

「何をしにって、そりゃ、呪じゆ符ふを書きに？」

「熊谷くまがい様のところで鳴弦めいげんの勉強を……」

「噓うそおっしゃい！」

「噓じゃないモン」

「そ、そうです……！」

「だったら、これは何なの!?」

　怒ど鳴なった美琴は、肩を竦すくめた二人の前に叩たたきつけるように、さっき届いた請せい求きゆう書しよを置いた。

「呪符を書きに行ったり鳴弦を勉強しに行って、どうしてこんな請求書が来るの!?　おまけに、右京くんの呪符入れは空からっぽじゃないの！　呪符の無む駄だ遣づかいはさせないでって、お願ねがいしてるわよね!?　綱つな紀きくん！」

「ハイ……」

　綱紀はひたすら小さくなる。

　呪じゆ符ふを書きに行って、呪符を使い果たしてくるとは、いったい何事か。美み琴ことでなくても、どうなっているのか尋たずねたいだろう。綱紀の鳴弦めいげんの指し導どうは、使える術者育成のための陰おん陽みよう寮りようの先行投資であり、後々、仕事を依頼することで回収することになるので、呼ばれて指導を受ける綱紀が授業料を支払う義務はない。呪符を書きに行った右う京きように至っては、これで小金を稼かせいでくるはずだったのだ。経理を任されている美琴は、どうにも納得できない。

「昨日きのうは遅かったみたいだから、報告は今日きようになってから聞けばいいと思ったけれど、二人ともいつになっても起きてこないし……！　どういうこと!?」




　たっぷりと説教を食らい反省文を書かされて、へろへろになって絶ぜつ佳か庵あんに戻った右京は、帰るなり、高こう熱ねつを出してぶっ倒れた。強烈な瘴しよう気きの塊かたまりである鬼を取りこんだのだから、中あたって当然である。二度目となると慌あわてることもなく、霊れい能のう医師にもらっていた薬と呪符で対処だ。




　綱紀の鳴弦は四回中二回が不発に終わった。鳴弦ならラッキー[image: ]　程度に思われていたにすぎず、綱紀自身はギター（のようなもの）の弦に触れただけで、鳴弦を行おうとしてやったわけではない。渡辺綱わたなべのつなの子孫による、鬼を怯ひるませるほどの絶大なる浄化の力の発現はつげんと聞いて期待し、そして期待外はずれに終わったと思っていた陰陽頭おんみようのかみたちは、目の前で実際に綱紀の鳴弦を見て、認にん識しきを改めた。よくやったと誉ほめられても、自覚のない綱紀は嬉うれしくも何ともない。やってみせろと言われて綱紀は鳴弦ができるわけではない。できたりできなかったり、当たり外れがあるのでは、術者としては使えない。鳴弦となったときとならなかったときは、どこがどう違うのだろう。拉ら致ちされるように道場に連れこまれ、神楽かぐらの術者たちに囲まれて、あぁでもないこうでもないと、揉もみくちゃにされ、心身ともに綱紀はぐったりと疲れ果てた。終電がなくなるという口実でどうにか逃のがれてきたが、そうでなければどれだけ弄いじり回されたかわからない。




　終電で午前様帰宅になった右京と綱紀は、泥のように惰だ眠みんを貪むさぼっていたところを、美琴に叩たたき起こされたのである。




「（右京、さん…！）」

　何か言ってくれと、綱紀は肘ひじで右京をつつく。

「え、えーと……」

　考えた挙あげ句く、右う京きようは晴々はればれとした顔で言った。

「綱つな紀きくんがいたから[image: ]」

「あんたそれでも大人おとなか！」

　その言い方では、全面的に綱紀のせいになってしまうではないか！　怒ど鳴なった綱紀は、右京の座ざ布団ぶとんを摑つかんで立ち上がった。座布団を引き抜かれた右京は、べちゃっと潰つぶれる。

　美み琴ことは頭痛を感じて顔を顰しかめ、息をひとつ吐はき捨てる。

（……駄だ目めだわ。次からは、陰おん陽みよう寮りように行くときは別々の日に行かせないと―――！）

　頭痛の種が増える一方だ。美琴の覚えている限り、少なくともこれまでは、綱紀が来る前には、こんな恐ろしい紙きれ（請せい求きゆう書しよ☆！）が届くことはなかった。

「訊きき方を変えるわ。―――『右京くんが何をやったの』？」

　ずばり核心かくしんに迫る質問である。起き上がりかけた右京は、よほど誤ご魔ま化かしたかったのか、思わず笑顔えがおになる。右京の座布団を横に捨て、座り直して綱紀は言った。

「また、鬼を呼び出しました……！」

「鬼……」

　呟つぶやいた美琴は、先ほどの右京の言葉の意味を知る。

　右京は力のある妖よう怪かいや魔ま物ものと対たい峙じすることが好きだ。他ほかの術者たちが嫌いやがるモノであればあるほど、対峙したくてたまらない。その力を感じられることが嬉うれしい。止めて止まるような人間ではないため、陰陽寮でも右京にはほとほと手を焼いている。子どものころからの迷惑極きわまりない悪癖あくへきは、スケールアップする一方である。

　渡辺綱わたなべのつなの子孫である綱紀は、鬼の仇きゆう敵てきだ。普通、鬼のような瘴しよう気きの大きなモノを呼び出すには、甚大じんだいな穢けがれや生贄いけにえの類たぐいを必要とするが、そんなものを支し度たくしなくとも綱紀を餌えさにすれば、簡かん単たんに鬼を誘い出せる。右京は鬼さえ誘い出せればいいのだから、鬼が出現した後に周りがどうなろうとも、もちろん知ったことではない。

　綱紀が日々平へい穏おんに過ごせるのは、氏うじ神がみ様の御お護まもりを身につけているからだ。陰陽寮は強固な結界けつかいで守られた、呪じゆ力りよくの要塞ようさいのような場所であり、陰陽寮の敷しき地ち内ないには神を奉まつった神社がある。神と神とが衝しよう突とつするため、陰陽寮に入るときには、余よ所その御護りや呪符の類はすべて受付に預けておかなければならないという決まりがある。大きな防ぼう御ぎよ壁へきに守られた陰陽寮にいるからと、綱紀が御護りを手放したのが、まんまと裏目に出たようだ。結界の中に鬼を出現させるような大おお馬ば鹿かは、武む庫こ川がわ右京ぐらいのものである。

「鬼を呼び出したの。ふぅん」

　静かに納得した美琴に、右京と綱紀は背せ筋すじに冷たいものを感じる。

「で？　その鬼はどうなったの？」

　にっこりと尋たずねた美み琴ことの声でスタートを切り、逃げ出そうとする右う京きようの襟えり首くびを、綱つな紀きは摑つかんで引き止める。

「金こん剛ごう院いんの白はく蛾がさんに手伝ってもらって、右京さんが封縛ふうばくして握にぎり潰つぶしました！」

　鬼のように大きなモノと対たい峙じし封印することは、普通は報ほう奨しよう金きんの対象となるが、しかし術者が自分から呼び出したとなると、マッチポンプでこれはいただけない。まったくもって余計な鬼だが、それも右京が握り潰してしまっては、研究対象にすらならない。騒動そうどうを起こされた陰おん陽みよう寮りようとしては、ひたすら迷惑なだけである。請せい求きゆう書しよが来るのも道理。

「こぉの、お馬ば鹿かっ！」

　思い切り振り回した美琴の座ざ布団ぶとんスイングが、綱紀を引きずって逃げようとした右京を強きよう襲しゆうし、右京と綱紀は縁えん側がわから庭に豪ごう快かいに転ころげ落ちた。

「納得しようがしまいが、仕事を入れるわよ！　右京くん！　雑ざ魚こ妖よう怪かい退治だろうと、ゴミ拾い（魔ま物ものの残ざん滓し等）だろうと、道路工事だろうと、ばりばり働いてちょうだい！」

　呪じゆ符ふがない封縛師なんて、お話にならない。ご指名の仕事が来るのを悠ゆう長ちように待っていたり、仕事を選えり好みしていられるような、状態ではない。憤ふん慨がいした美琴は足音も荒々しく、座ざ敷しきを出ていった。

「いてて……☆」

　引っくり返っている綱紀のすぐ近くを、身軽い様よう子すで黒猫の潮しお路じがひょいと横切ってゆく。万歳して手を打つようにジャンプして、何やら楽しそうに潮路が追いかけているのは、蝶ちよう々ちよう。

「って、あれ！」




　陰陽寮からの書状が化ばけた、式しき神がみの蝶々である。




　跳はね起きるように身を起こした綱紀に、右京は笑う。

「あー、まぁ、急ぎの用なら、また送ってくるだろ」

「んーなこと言ってていいのかよ!?」

　いい加減な右京に、綱紀本人までいい加減だと思われてはたまらない。

「いいんじゃない？」

　くすくすと右京は笑う。

　どうしても連絡をつけなければならないのなら、電話やファックスがある。陰おん陽みよう師じであれ、現代に生活していて、式神だけに頼る必要はないのだ。

「楽しく遊んでる潮路さんを止めるなんて、そんな大それたこと[image: ]」

　笑って、右京は肩を竦すくめる。猫だろうが何だろうが、絶ぜつ佳か庵あんの先住者は潮路である。右京は後からやって来て、ここに住まわせてもらっている身だ。

「それにさ、あれ見ちゃうと、何かしなくちゃいけないからねぇ」

　陰おん陽みよう寮りようは用もないのに式しき神がみを送ってはこない。陰陽寮からの用事は、必ずしもありがたくて望ましいことであるとは限らない。

「見られなかったら、それは仕方ないよね。見られないものは見なくていい。聞こえないものは聞かなくていい。できるからって、やらなくていい」

　言いきった右う京きように、綱つな紀きは呆あきれる。たしかに、穴は誰だれかが埋めるのかもしれないが……。

「右京さん、あんたさ、それちょっと都合よすぎだ」

「そうかな？　でもそうしないと、他人の都合で生きていくことになるよ？　鬼退治の専門家みたいに思われてるけど、本当の綱つなを知ってる人間なんて、この世にはもういない。都合のいいように解かい釈しやくされて、英雄視されてるだけかもしれない」

　懐ふところから新聞広告で作った呪じゆ符ふを取り出し、右京は宙に浮かべた呪符を踏ふみ、土つち埃ぼこりを払う。

「綱紀くんはさ、関係ない世界の面めん倒どう臭くさい大人おとななんかに煩わずらわされないで、そのまんま、ご先祖様の綱が望んだ生き方をしてればいいんだよ[image: ]」

　渡辺綱わたなべのつなが、子孫である綱紀とは似ても似つかない勇敢ゆうかんな豪傑ごうけつだったなんて、いったい誰が断言できるのだろう。綱が自分の子孫を鬼たちから守りたいと願ねがっていたことは『桃枝ももえだ』、名字に邪じや気きを退よける果か樹じゆの名を配したことからも窺うかがえる。受うけ継つがれる血に引き寄せられるだろう鬼の目を眩くらませられるように、桃枝家は氏神うじがみ様の加か護ごを受け、鬼のことなど知らず、市し井せいに紛まぎれて平凡へいぼんに暮らしていた。

　陰陽寮は渡辺綱の子孫であるという理由で、綱紀に鬼退治―――退たい魔ま師しとしての素そ質しつがあると思っている。狙ねらって行ったのではない、高い浄化の効果を持つ綱紀の鳴弦めいげんの能力に注目している。だから陰陽寮は綱紀を呼んで、指し導どうしようとしている。

　呼ばれたから、それに応じるのが当たり前だと、綱紀は陰陽寮に出かけた。しかし、綱紀はその後のことまで真剣に考えて出かけたわけではない。指導を受けるということは、鳴弦の能力を伸ばし、術者になるということだ。一人前の術者として役に立つと判断されれば、依頼を拒否することは困こん難なんになる。場合によっては、綱紀なら容よう易いであるのに、他ほかの術者では命の危険に晒さらされるようなこともあるかもしれない。切せつ羽ぱ詰つまった事態になっていたりすると、依頼を受けないことで、人でなし呼ばわりされる可能性もある。極きよく限げんの状態で困こん窮きゆうしている者は、綱紀の都合なんて考えてはくれない。

　できることとやりたいことが、必ずしも一致しないのが、世の中だ。しかし、できるからと言って、そのことによって本人が満足し、幸せになれるとは限らない。




　優ゆう先せんさせたいものは、何？




　言葉にされない願ねがいは、伝わりにくい。だが、言葉になった願いは、強制になったり義務になったりする。願いを伝えてきた相手のことが大切であったり、高い地位の者であればあるほど、その願いを断るのは難むずかしい。

　言葉にせず、状況から察して欲しいとき、それは厚こう意いに頼むことになる。はっきりと言葉で伝えられないから、気づいても気づかない振りをすることもできる。願いのある者は、しかし、言葉にしないことで相手に逃げ道を残している。




　さくら、さくら。

　散りながら咲く薄うす紅べにの花。




　さくらさくらを奏かなでるたどたどしい玩具おもちやのピアノの音を聴ききながら、庭掃除の箒ほうきを持ってやってきた壱葉いちようは、万年桜の近くに立つ人の姿に気づいて足を止める。

　万年桜を見上げていた男性は、壱葉に振り返る。

「こんにちは」

　風に、ふわりと花びらが舞まう。

　涼すずやかな雰囲気の男性に、壱葉は会え釈しやくする。

「こんにちは。いかがなさいましたか？」

　桜の花に誘われて、ふらりと絶ぜつ佳か庵あんに足を踏ふみ入れる者は、年に何人かいる。壱葉に尋たずねられ、男性は優やさしく微笑ほほえんだ。

「やっと、ここに来ることができました。この桜を見ることが、わたしはずっと怖かった」




　これは、あの美しい人の墓ぼ標ひよう。

　手た向むけられた花の木。

　あの人が死んだことを知らしめる花。

　時が止まったように、狂い咲く花は、果はたして誰だれを待っていたものか。




「幸か徳で井い藍らん月げつと申します。武む庫こ川がわ右う京きようは……」

　言いかけた藍月は、はっとする。

　藍月の視し線せんを追って振り向いた壱葉は、玩具のピアノのリズムに合わせて宙に浮かべた呪じゆ符ふを踏み、銀の髪を靡なびかせてひらひらと舞い飛ぶようにやってくる右京の姿を見た。

　注目された右う京きようは、ふと顔を上げて、壱いち葉ようといっしょにいる男性に驚おどろく。

「―――藍らん月げつ様」

　右京の反応を見、壱葉は会え釈しやくして、そっとその場から離はなれる。




　回かい廊ろうを通らずに呪じゆ符ふを踏んで庭を突っ切ってきた右京は、地面すれすれの高さに呪符を浮かべ、藍月の前に行く。

「こんにちは。いかがなさいましたか？」

　壱葉と同じ問いかけに、藍月は微笑ほほえむ。散りしだく桜の花に、淡く紛まぎれてしまいそうな、儚はかない笑えみ。

「記き憶おくを封じることをご希望ですか？」

　右京のところへ、わざわざ藍月がやってくるなど、それぐらいしか思いつかない。尋たずねた右京に、藍月は緩ゆるく首を振る。

「いや……。覚えておくよ。すべてのことを」

「では―――」

「別れを告げに来た」

　きっぱりと、藍月は言いきった。




　それはずっとずっと、信じられない思いでいた過か酷こくな現実。桜の木が示すもの。




「右京、お前はどこまで行く？」

　尋ねられ、桜混じりの風にふわふわと髪を揺ゆらし、右京は藍月を眩まぶしく見つめて微笑む。

「行けるところまで」

「そうか……」

　藍月は静かに頷うなずいて、持ってきた菓子折りを、そっと右京に差し出す。

「受け取ってもらえるかな？　今年ことしは今日きようで最後らしい」

　甘い香りのする包みは、季節限定の鈴すず橋はし鍾しよう馗き堂どうの桜さくら羊よう羹かん。甘かん味みの苦手な右京は、冷や汗をかく思いで、笑みを浮かべる。

「ありがとうございます」




―――ありがとうございます。




　同じ顔で、嬉うれしそうに微笑む可か憐れんな乙女おとめの姿が、藍月の目に映うつる。




　包みを受け取った右う京きようは、静かに腰を落とし、そっと藍らん月げつの手に首を触れさせる。

「藍月様の手は、いつも温かかったです」

　どうにもならない成り行きで武む庫こ川がわ右京の後こう見けん人にんを務めた幸か徳で井い藍月だが、心から右京を

可か愛わいいと思ったこともなければ、誉ほめたこともない。顔を合わせるたびに藍月が触れたのは、右京の喉のどだけだ。

「お前は噓うそつきだな」

　この手による触れ合いは、温ぬくもりなどとはほど遠い。震ふるえていた手が冷たく凍こごえていたことを、藍月は自覚している。苦笑する藍月に、静かに右京は微笑ほほえんだ。

　右京を見つめ、藍月はその身の内に取りこんだ鬼を見つめる。

「―――酒しゆ呑てん童どう子じか。神じん便べん鬼き毒どく酒しゆが使えただろう？」

「最終手段ですよ」

　くすくすと右京は笑う。




　結界けつかいの中―――、護ご摩ま壇だんの近くには、酒が供そなえられていた。酒呑童子は、鬼の力を奪うばい、人間にとっては薬となる酒『神便鬼毒酒』によって退治されている。右京の封縛ふうばくの呪じゆ符ふならば、酒を変化させることも易やすかったはずだ。切り札となる手を残してあったから、右京は奔ほん放ぽうに鬼と対たい峙じできた。

　降るように散る薄うす紅べにの花びらを浴びながら、右京は笑う。

　銀の髪に青い瞳ひとみ、誰だれもを魅み了りようする、艶あでやかで美び麗れいな―――修しゆ羅ら。

　瘴しよう気きの塊かたまりである鬼ですら、取りこんで己おのれの力に変える者。




「どこかでまた、逢あうことがあるやも知れぬ」

　藍月は踵きびすを返す。

「そのときには、今度こそ、お前を殺したいよ」

　理不尽な憤いきどおりとやり場のない怒りを、すべてぶつけるように―――。

　道徳も倫理も体裁ていさいも脱ぎ捨てて、藍月はどす黒く染まった本音を、血を吐はく思いで晒さらす。

　それは藍月が内側に隠して抱いだいていた、石榴ざくろ色いろの真しん珠じゆのような願ねがい。

「はい」

　綺き麗れいに綺麗に、幸せそうに右京は微笑んだ。




　待ってます。




　幻の乙女おとめの告げる言葉が、藍らん月げつの胸に刺さる。




　さくら、さくら。

　散りながら咲く、薄うす紅べにの花。

　潔いさぎよく、可か憐れんに強く、未来に向かって進むもの。

　花びらに彩られる風に抱かれ、藍月は前に踏ふみ出す。

　もう、振り返ることはない。

　さくら、さくら。

　散った花はかえらない。




　万まん年ねん桜ざくらの幹を背に、右う京きようは藍月を見送る。















　別れを惜おしむのか、送り出そうとしているのか、風に散り、玩具おもちやのピアノの音ね色いろに踊る、薄紅の花びらが、なよやかに藍月の後を追う。




　いきなり背後から伸びてきた手が、首を絞しめ上げるように右う京きょうを桜さくらの木に拘こう束そくする。勢いよく幹に背面からぶつかった右京に、乱らん暴ぼうに揺ゆれた木から花びらが落ちた。

「お前を殺すのは、この俺おれだ……！」

　呪じゆ詛そするような声で告げられ、右京は妖あやかしをも魅み了りようする笑えみを浮かべる。木の幹ごと首を捕らえた腕の隙すき間まに、右京は呪じゆ符ふを挟はさんだ指を入れた。今にも首の骨をへし折りそうだった凶悪な腕は、広告の裏を利用して作られた呪符によって、いとも簡かん単たんに隙間を開ける。

「誰だれよりも強い武む庫こ川がわ右京を殺すんだろう？　心配ないよ、壱葉いちようさん」

　幸か徳で井い藍らん月げつに殺されるようでは、最強などとは言えない。




　お茶の支し度たくを手伝うように言われた綱つな紀きは、玩具おもちやのピアノを弾ひきやめて、壱葉から桜さくら羊よう羹かんの包みを受け取った。










　　　　休　符







「どうして叔お父じ様を引き止めなかったの!?　なんて役立たず！」

「いやぁ[image: ]」

「右京さん、褒ほめられてませんから」

　ロールスロイスで絶ぜつ佳か庵あん乗りつけ、到着早々憤ふん慨がいする紅べに緒おに罵ば倒とうされ、照れ笑いする右京に綱紀は溜ため息いきをつく。

　たしかに藍月は誰にとは言わなかったが、絶佳庵に別れを告げに来て、どこかでまた逢あうことがあれば……とくれば、これはもう、対象は右京であると考えるのが普通だろう。先の金こん剛ごう院いんの術者でもある幸徳井藍月は、優ゆう秀しゆうな呪じゆ禁ごん師しであり、陰おん陽みよう寮りようにとって貴重な人材だ。これまで、陰陽寮に行けば逢えた人に手て土産みやげ持参でそんな風に別れの挨あい拶さつをしに来られたら、ちょっとおかしいと感じるものだろう。綺き麗れいにスルーした右京の無神経さが、紅緒にはとことん腹立たしい。

「叔お父じ様ったら、わたくしには、何も言ってくださらなかったのに……！」

　この男には別れを告げるため、わざわざ足を運ぶのか。

　お客様として座ざ敷しきに通された紅べに緒おは、苛いら々いらしく扇せん子すを出し、ハンケチを嚙かむ。

「どうしてくれましょう、憎らしいわ！　本当にこの！」

「痛い痛い痛い[image: ]」

「べ、紅緒さん、扇子で叩たたきながら考えるのはやめましょう……！」

　右う京きようはへらへらと笑っているが、乱暴はやはりよくない。窘たしなめる綱つな紀きを、涙で潤うるんだ目で、紅緒は睨にらむ。

「やっぱりあなたはこの男の味方なのね！　一味ね！　腰こし巾ぎん着ちやくね！　金魚のフンね！」

「い、いや、あの……☆」

　へなちょこ役立たずは綱紀自身も認めるところであるけれど、鑑かん賞しよう用魚類の排はい泄せつ物ぶつ呼ばわりは、あんまりである。

「紅緒さーん、綱紀くんだけずるいー☆」

　言葉責ぜめプリーズ[image: ]　と媚こびる右京を、紅緒は睨みつける。

「猫ねこ撫なで声ごえなんて出さないで！　おぞましい！」

　嫌けん悪お感かんも露あらわに、にじり寄ろうとする右京に扇子を振り下ろす紅緒の姿に、お茶を運んできた壱いち葉ようは、にこにこと微笑ほほえむ。

「ちょうどお茶の時間だったんですよ。綺き麗れいなお嬢じよう様さまにぴったりな、いただきものの素敵すてきなお菓子があるんです。どうぞ、召し上がってください」

　今日きようのお茶ちや請うけは、さっき台所で綱紀が切り分けた、鈴すず橋はし鍾しよう馗き堂どうの桜さくら羊よう羹かんだ。

　薄うす桃もも色いろの綺麗な羊羹を見つめ、紅緒はそっと目頭を押さえる。

「あぁ、叔父様……」

　藍らん月げつはあまり甘かん味みを好まないのに、季節限定のこの羊羹だけは、毎年店に何度か足を運んで購入していた。買って持ち帰るだけで、口にすることはないので、それはいつも紅緒のおやつになっていた。桜羊羹は紅緒にとって、藍月を思い出す甘いアイテムである。

「本ほん編ぺんで、もっと紅緒お嬢様と藍月様の絡からみがあるかと思ったんですけどね」

　お茶を配る壱葉に、紅緒は大きく頷うなずく。

「えぇ！　その通りですわ！　もーっとラブロマンスがあって然しかるべきでしたのよ！」

　せめて右京が気を利きかせ、藍月をこの場に引き止めてくれていたら、別れを惜おしむという、甘く切ないワンシーンが入ったものを☆

　急いで車で駆かけつけて紅緒が見たのは、さよーならと機き嫌げんよく藍月を送り出したばかりの右京となれば、八つ当たりもしたいというもの。

「叔お父じ様がこちらにいらっしゃらないと知って、わたくしすぐにお兄様にお電話して、そのことを星せい香か先生にお伝えくださるように、お願いしましたの！」

「それは……、ずいぶん大だい胆たんなことをされたんですね」

　綱つな紀きは紅べに緒おの行動力（最愛の兄もを遠えん慮りよなく使い倒す女の底力☆）に、感かん嘆たんする。

「あら、だって睦む月つきムンク先生のイラスト、とっても素敵すてきなのですもの[image: ]　本を購こう入にゆうしてくださってる読者の方たちだって、見たいはずですわ」

「それで、紅緒お嬢じよう様さまは白はく蛾が様にどんな策さくを耳打ちなさったんですか？」

　にこにこと尋たずねた壱いち葉ようの言葉に、右う京きようも頷うなずく。

「うんうん、どんな悪わる巧だくみを？」

「うふふ[image: ]　嫌いやだわ、空そら耳みみかしら[image: ]」

　お上品に笑いながら、紅緒は不適切な発言をした右京の頰ほおを、扇せん子すでムギュー☆と突いた。

「―――空耳ですよ」

　何も聞こえなかったと綱紀は断言し、紅緒はにっこり微笑ほほえんだ。

「わたくしね、星香先生が担当さんと打ち合わせに使われたお店のタルトをお土産みやげにお持ちになってって、お兄様にお願いしましたの。出版してくださったエンターブレインさんや、ややこしい真しん言ごんのルビで毎度お世話をかけている校こう閲えつの皆様にも、御礼をしたいし」

「あぁ、それはいいですね。星香先生は、お茶の時間がお好きですから」

「さすが、紅緒お嬢様は、よいところに目をつけられましたね」

「でしょう？」

　綱紀と壱葉の反応に、気をよくした紅緒はころころと笑った。

（あれ？）

　無言でほえほえとお茶を飲んでいる右京の姿に、綱紀は何だか嫌～な予感がしたが、何か言うと紅緒が怖いので、気づかなかったことにして、口を噤つぐんだ。




　その頃ころ、吟ぎん座ざ―――。

「……たしか、この辺なのだが……」

　洋装に身を包んだ幸か徳で井い白はく蛾がは如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいとともに、細い路地に入りこみ、道に迷っていた。

「白蛾様、誰だれかに尋ねましょう？」←田舎いなか者ものなので、ドキドキして落ち着かなくて怖い☆

　ちょうど通りかかった話しかけやすそうな女性を発見し、鹿鳴はほっとする。

「あの方とか……」

「いかん！　場違いだ！」

「は？」

　引き止めた白はく蛾がの言葉に、鹿ろく鳴めいは目を瞬しばたたく。声を抑おさえて白蛾は言う。

「よいか。これから我々が赴おもむく場所の名は『キ殺ルす・ヘ地ル獄・ボーン誕生』だ……！　わかるな!?」

「は……」

　賄わい賂ろに使うお茶菓子を買いに来ただけの気分でいた鹿鳴は、その場で蒼そう白はくになる。

（何ですか、そこはー☆）

　想像するのも恐ろしい。もしかして闇やみの武ぶ闘とう場じよう!?　都会はなんて怖い場所なのだろう。テレビで見た時代劇で、小こ判ばんが山やま吹ぶき色いろの菓子だったように、何かの隠いん語ごだったのかもしれない。

「我々はそこで、一ひと樽たる、赤いモノを手に入れねばならぬ……！」

「白蛾様ぁ……！」

「えぇい！　怯おびえるな！　怖おじ気けづいたら負けだ！　覚えておけ！」





二○○七年二月十二日　流ながれ　星せい香か　キルフェボンの赤い果物のタルト待ち[image: ]
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